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    Ａｖａｎｔ‐Ｔｉｔｌｅ：その日、魔か星の少じ女ょは哭いた。


    



    　魔ま星せい少女。


    　それは星の力を魔法と振るう、伝説の戦士。


    　超文明の惑星・ユーマエルよりの使者によって、その大いなる力を与えられた存在。


    　私は、魔星少女を貴とうとく高潔なものだと誇ほこっていた。


    　そう信じて疑わなかった。


    　自分の住まう惑ふる星さとを、宇宙の果てより迫る悪の手から守り──その戦いを遥はるか星の彼方かなたへ届け、希望を失った人々に勇気を与える。


    　それまで漫然と日々を生きていた自分が初めて、鮮烈な生の手て応ごたえを感じることができた。


    　何の疑いもなく、相棒であるマスコットの言葉を信じた。


    　直ひた向むきに胸に懐いだいた正義の道を邁まい進しんした。


    　けど……まだ子供だった私は、社会を、組織を、仕事を理解していなかったのだ。


    　仕事をする以上、定められた枠わくに組み込まれる。


    　魔星少女は、超文明惑星という組織から与えられた力で仕事を遂行する、雇われ社員に過ぎない。そこには、夢に描いた理想など欠片かけらも必要とされていない。


    　効率と成果の両立。求められる結果だけが全てだ。


    　仕事に対する報ほう酬しゆうは、自分の星の平和。そして仕事が滞とどこおれば、それも目減りしていく。


    　よく考えれば、当然のことだったのだ。施ほどこす側が上位──最優先であるのは。


    　対価を与えられる側は、与える側に利益をもたらすための奴隷でしかないことは。


    　人間社会ですらままあるように……結果を伴わなくなれば効率を過剰に重視し、与えられる側への安全が犠牲となっていく。


    　その先に待っているのは──破滅だ。


    



    　白き衣をまとった少女が、どしゃ降りの雨に打たれている。


    　見渡す限り一面、瓦が礫れきの支配する地獄。


    　守れたはずの世界の中心でただ一人、力無く佇たたずんでいる。


    　そこにいるのは、無力な私。


    　存在意義を失った、正義の戦士。


    　真実の果てにある、魔星少女の結末……。


    　私が青春と引き替えに守ってきた世界は──あっさりと滅びた。


    　ユーマエルへの憎しみは、驚くほどすぐに霧散した。


    　その代わりに自分の胸を灼やいたのは、自分自身への怒り。


    　やりようがあったはずなのだ。もっとうまく、賢さかしく、小こ狡ずるく立ち回ればよかった。


    　子供じみた正義感など振りかざさず、もたらされた条件の中での最適解を求めればよかった。


    　与えられる側は、与える側の奴隷でしかない。その楔くさびから解き放たれる方法は、二つだけ。


    　より、自分の性分に合った組織で仕事をするか。


    　自分が与える側へと変わるか……だ。


    　私が選んだのは──。


    



    　　★


    



    「ッ……は……あ……!!」


    



    　どしゃ降りの雨に晒さらされた世界がホワイトアウトすると同時。


    　カラミティーサタンは、声にならない声を上げて跳ね起きた。


    　自室のベッドの上で、起こした上体を震ふるわせて息を荒らげる。


    「はあ、は、あ……」


    　ほどなくして、思考が現実に追いつき、苛いら立だちから舌打ちを響かせた。


    「……また……この夢かよ」


    　寝汗で首元に張りついた髪を手で梳すき、大きく息をつくカラミティーサタン。


    「あんなの、あたしじゃねえってのに……」


    　根を詰めて進めていた仕事が一段落し、自室に戻ってきたところまでは覚えている。


    　どうやらそこで気が緩ゆるみ──変身したまま眠ってしまっていたようだ。


    　壁の丸窓に、視線を送る。宇宙には、朝も夜もない。果てしない黒が広がっているだけだ。


    　宇宙船で寝起きをするようになって久しいが……今でもつい、起きてすぐに朝日を探してしまう。無意識のうちに、光を求めてしまう。


    　無む為いなことだとはわかっていても……。


    　視線を戻したベッドの枕まくら元もとには、だるそうな目をした、怨おん敵てきレイアーソルのぬいぐるみがある。彼女のお手製だ。


    「……フン」


    　カラミティーサタンはそのぬいぐるみの額ひたいを、軽く指で弾はじく。


    　二頭身の大きな頭が揺れ、ぽてんと力無く倒れ込んだ。


    「魔ま星せい少女の真実を知って、現実から逃げたんだろうによ……」


    　今度はぬいぐるみの頭を掴つかみ、引き寄せると……両腕で緩く抱き締めた。


    「何なんだ、てめえは……。いつもいつも、楽しそうにあたしを邪魔しやがって……」


    　抱き締められ、潰つぶれたぬいぐるみの口くち許もとは、不機嫌そうに引き結んだ一文字から、笑顔になって見えた。


    



    「──身体からだが寂しいなら、私をもふもふしても構わんぞ」


    



    　唐突に聞こえた声に驚き、振り返るカラミティーサタン。


    　ピンクの馬のぬいぐるみが、ふわふわと宙に浮いていた。


    「うわああああああああああああああああああああああああああああっ!!」


    　慌てるあまりベッドから転がり落ちる。


    「て、てめえいつの間に！　いつから見てやがった!!」


    　ウマちゃんが想おもいを寄せるユーマエルの住人……陽ひ奈なたちがウマ子と名付けた、馬型の宇宙人である。


    　ウマちゃんは、ウマ子を自分の会社の新人ＡＤだと思っているが、その実態はこうしてカラミティーサタンと通じ、闇やみに暗躍する悪のプロデューサーだ。


    「起きがけに荒い喘あえぎ、そして間かん髪ぱつ容いれず続く台詞せりふが『また……この夢かよ』……ふむ、やはりお前の役者適性は素晴らしい」


    　ウマ子はその直線じみた口許をくく、と震ふるわせ、意地悪く笑う。


    　全てを視みられていたと悟り、頬ほおを染めるカラミティーサタン。


    　それを見て加か虐ぎやく心が刺激されたようで、ウマ子はさらに茶化した。


    「また、と、この夢、の間の『……』がポイントだな。この絶妙な『間』が実にアイタタタな感じを増幅していてよいぞ！」


    「うるせ───────言うな────────忘れろあああああああああああああああ!!」


    　ウマ子を引っ掴つかみ、力一杯振り回すカラミティーサタン。


    「はははははははははこんな身体でも目は回るぞう」


    「てめっ……いつもこうやって下げ衆すな覗のぞき見してんじゃねえだろうなあ!!」


    　やがて解放されたウマ子は、何を今さら、と薄笑う。


    「私はいつもお前を見守っているぞ……いつもな」


    　そして、彼女をからかうのと同じ軽い声こわ音ねで、こともなげに告げ始める。


    「さて、次の作戦の骨こつ子しだが──」


    　新たなる、地球侵略の骨子を。


    「起きがけにそれだけ叫べる声量があれば、問題なかろうな」


    「声だぁ？」


    「歌に興味はあるか？　サタン」


    　試すような問いを向けるウマ子を、カラミティーサタンは双そう眸ぼうを見開いて睨にらみつけた。


    「────あるか、だと？　このあたしが……？」


    　吐き捨てると同時、彼女の全身から殺気をまとった魔ま星せい力りよくが迸ほとばしる。


    　重力に守られているはずの部屋にあるあらゆるものが、宇宙本来の摂理に囚とらわれたかのように浮き上がった。


    「……すまん、からかいが過ぎたな」


    　火薬のように爆はぜる空気の只ただ中なか。己おのれの綿じみた身体からだを震ふるわせられながら、さすがのウマ子も素直に非礼を詫わびる。


    「だが、その上であえて請こおう……歌ってくれるな、サタン」


    　カラミティーサタンは、丸窓から昏くらい宇宙の空へ瞳ひとみを馳はせた。


    　途方も無い闇やみの彼方かなたに、いつか見た情景を浮かべるかのように。


    「もう、忘れちまったよ……歌なんてな」


    　ウマ子はその哀愁を帯びた横顔をしばし眺め──どこか頼もしげに、微笑を零こぼした。


    



    　悪の魔ま星せい少女は、悪という名の正義を振りかざして邁まい進しんする。


    　今、地球を舞台に──正義と悪の魔星少女の最大の戦いが始まろうとしていた。
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    　侵略者から地球を守り、その戦いの様子がテレビ番組として他惑星で放映される──。


    　星ほし上がみ陽ひ奈なたち魔星少女の日課は、この番組をクオリティアップするための会議だ。


    　陽奈たちに力を与えてくれた惑星・ユーマエルの民は、超文明と引き替えに生物として衰退し始めている精神生命体。極上の娯楽が心を潤うるおし、活力へと繋つながるからだ。


    　会議はたまにヒートアップして侃かん々かん諤がく々がくとしたり、セクハラのお仕置きで物理法則を超えた力が乱舞したりするが、基本的には穏やかな時間が流れている。


    　今日の参加メンバーは、いつもの五名。


    　先代の魔星少女であり、今は一線を退いて後方支援に努める陽奈。陽奈から主役の座を受け継いだ次世代魔星少女、遥はるか。番組プロデューサーの馬型宇宙人・ウマちゃん。そして最近会議に顔を出す頻度が増したおもちゃアドバイザーの皇み月つきと、新たに加わった脚本担当の愛まな美みだ。


    「えーっ!?　みつきち一緒に戦ってくれねーんスか!?」


    　遥が、残念そうに声を上げた。ウサ耳が可か憐れんに揺れる少女・皇月は、クールに応こたえる。


    「前回の戦闘を経て、レイアールナは敵か味方かわからない新戦士として視聴者に認識されているはず。しばらくは敵怪人との戦闘を控え、その立ち位置を維持していこうと思います」


    　テーブルの上にいるとぬいぐるみにしか見えないウマちゃんが、続けてフォローした。


    「レイアールナの誕生は番組のカンフル剤だからね。確かに敵か味方かわからないポジションのほうが、視聴者もこの先の展開を楽しみにしてくれると思うよ」


    　肩を落としながらも、すぐに気持ちを切り替える遥はるか。


    「しゃーない、あの変態宇宙人どもとはまたしばらく私一人で戦うッスかぁ……。二人仲良く並んで変身とかしてみたかったッスねえ……」


    　遥の提案に食いつくように皇み月つきのウサ耳が揺れて見えたが、気のせいだろう。


    



    　先日、陽ひ奈なたち魔ま星せい少女リフレイアはまた一つ、巨大な戦いを乗り越えた。自分たちの文筆力で文明惑星の支配を目もく論ろむ邪悪な文豪集団、スポットライティアとの総力戦だ。


    　その最中、番組の展開の一環として、朔さく良ら皇月が新たな魔星少女・レイアールナとなった。


    　彼女は、自分が一時的に敵役として立ち回ることで番組に新鮮味をもたらし、盛り上げることを提案。だが、直後に敵の魔星少女カラミティーサタンに囚とらわれて洗脳され、あわや本当に悪に堕おちかけるというアクシデントに見舞われてしまう。


    　このピンチを、レイアーソルの完全無欠の戦闘力と、レイアーテラの奮戦により打破し、勝利を収めた。その甲か斐いあって彼女たちの戦いを描いた番組『魔星少女リフレイアＳセカンド』は、懸念されていた視聴率の下降を食い止めたのだ。


    「視聴率は微増で安定してきたけど……ここで慢心してまた展開がマンネリに陥おちいったら、すぐに落ちてしまうだろう。この調子で、日常パート強化の案をどんどん出していこう!!」


    　ウマちゃんが力強く提唱する。この数日の会議では、これまで風景映像同然だった日常パートをどう強化するかが中心だ。


    　元気よく腕を振り、意見を募る愛まな美み。


    「じゃー、みんな適当にアイディア言ってよ、マナがまとめてくからさー!!」


    　新たな協力者になったライトノベル作家志望の彼女だが、その執筆力は目まの当たりにした陽奈たちも頼りにするところだ。スポットライティアとの決戦では、彼女のアドリブ脚本によるアシストが活路を開くきっかけになった。


    「はいはいはーいっ！　日常パートに使えるいいイベントが、もうすぐあるんスよ～！」


    　遥が、唐突にリビングの窓まど際ぎわで即興のダンスをし始めた。陽光を受け、煌きらめくおでこ。


    「みーなさーん。今週末、六月六日は～、な～んの日でしょうかっ！」


    　ピタリと回転を止め、陽奈、ウマちゃん、皇月、愛美を順に指差す遥。耳に手の平を添えて、答えを待つような仕草をする。


    　……が、そのまま一分待っても誰からも一つの答えも出ない。


    「そう！　六月六日は、地ち平ひら遥ちゃんの誕生日でぃ～ッス」


    　やむをえず、答えをセルフ公開した。


    「そこで次回の放送は日常パートマシマシ！　『魔ま星せい少女リフレイアＳセカンド』主人公、地ち平ひら遥はるかちゃん生誕祭スペシャルにしよう～！　ッス!!」


    　拳こぶしを天に突き上げ、ノリノリで提案する遥。満面の笑顔で八重歯が輝く。


    「うーん」


    「はあ」


    「ほえー」


    　陽ひ奈な、皇み月つき、愛まな美みが淡泊なレスポンスを並べる。


    　木もつ琴きんを叩たたくような軽快なリズムに連続ダメージを受け、遥は白目になる。


    「えっ、何スかこの食いつきの悪さ」


    　形だけでも喜んで「わあ、おめでとー」と女子らしくきゃぴきゃぴしてあげるサービス精神は、彼女たちにはない。


    「登場人物の誕生日を描写して、視聴者が面白がってくれるかなあ？」


    　ウマちゃんも、遥の提案には懐疑的だ。


    「ウマっちは自分の番組をただのおもちゃ販促動画にしたいんスか!?　違うだろ、ッス！　こういう日々の何気ない出来事を描くことで、視聴者は登場人物に感情移入するんス!!」


    　その意見には一理あるが、地球と他惑星という根本的なデカルチャーが立ちはだかる。


    「ユーマエルでは、生まれた日を祝う風習がなくてね。地球に来て初めて知ったんだ」


    　陽奈はうんうんと頷うなずく。彼女の誕生日は一月一日元日。


    　たった一人で戦っていた一年目、機き奇き怪かい會かいとの戦いが佳境を迎えようとしていたその時に、ウマちゃんと二人でささやかなバースデーパーティーを催もよおしたのだ。


    「幸せだったね、ウマちゃん……」


    　蝋ろう燭そくの淡い光に照らされたメモリーを回想し、うっとりとする陽奈。


    「だったらなおさら、地球にはこういう風習があるって伝えるチャンスじゃないッスか！」


    　そうまで言われては、ウマちゃんも引き下がらざるを得ない。


    「じゃあ一応……候補には考えておくね」


    　つい数回前まで適当だった日常パートだ、細かいエピソードを積み重ねるのは悪くない。


    　皇月は誕生日云うん々ぬんよりも、遥の何気ない反論のほうに食いついた。


    「ただのおもちゃ販促動画になるのは論外ですが、おもちゃの販促はとても大事です。むしろ、日常パートでも積極的にコスモチェンジャーなどを使っていきましょう」


    　ノートＰＣを使って意見を記録していた愛美が、うーんと唸うなる。


    「そもそもさー、ウマ助の故郷の人たちの好みが、いまいちわかんないんだよなー。番組にどんなこと望んでるかわかったら、脚本も作りやすいのに～」


    「市場リサーチ意識はあるのに、何でゴリラ主体のラノベなんて書いたんスかこの子……」


    　新人賞を一次審査落ちした愛まな美みの作品『崩壊宇宙の究極霊長ゴリラルヴアー』を思い返し、遥はるかが苦悩する。


    「よく言ってくれた、愛美。実はいいタイミングで、実用的なデータが上がってきたんだ。みんな、これをちょっと見てくれないかい」


    　ウマちゃんはテーブルの上にノートＰＣを置き、見えやすいように画面の角度を調整した。


    「お、恒例の番組データ披露タイムッスね。今回は何スか？」


    「視聴者に募集した、番組へのアンケートさ！」


    　視聴率低下などの問題提起ではないようなので、すとんと胸を撫なで下ろす陽ひ奈な。


    「へー……見てる人に意見を募るのは、初めての試みね」


    「遥がいつも、刺激的な展開が必ひつ須すだと意見しているからね。視聴者の希望と乖かい離りしていないか、生なまの声を集めてはっきりさせておこうと思ったのさ」


    　珍しく有能っぽいウマちゃんの行動に、一同の注目がより大きくなる。


    「でも、よくそんな急に意見が集まったわね？」


    　陽奈の疑問に、ウマちゃんは誇ほこらしげに応こたえた。


    「ただ番組へのご意見ご感想をお寄せくださいって受け身になっているだけじゃ、確かにデータとして使える数は集まらない。そこで、公式ＨＰ上で開催したあるイベントの投稿フォームに、番組へのコメント欄を追加してもらったんだ！　すごいでしょ!?」


    　何かの作業の片手間で考えつくようなことを、大層な手て柄がらのように誇るウマちゃん。


    　陽奈だけは絶賛し、ウマちゃんの両前脚を握手するように握った。


    「デキる男ね、ウマちゃん！　それで、公式ＨＰでやったイベントって何？」


    　ウマちゃんは、晴れがましい表情で発表する。


    「第一回『魔ま星せい少女リフレイアＳセカンド』キャラクター人気投票さ!!」


    　賞賛の声で溺おぼれないよう心に浮き輪を構えていたウマちゃんを、静寂という無波が迎える。


    「……………………あれ、もしかして……いやだった？」


    　両りよう掌てでウマちゃんを挟み、そのままめりめりと力を加えていく陽奈。


    「────私たちに相談しないで、勝手に私たちの順位つけたの？」


    「ごめんよおおおおおおおおおお宣伝部が何か番組盛り上げる企画やりたいって言うのを無む碍げにできなくてにゅおおおおおおおおおお!!」


    　愛する者に自分の手の平の温ぬくもりを身体からだいっぱいに感じてもらいつつ、圧あつ搾さくを強める陽奈。


    〝礼〟の所作に込められた思いを大気圏外に放逐する、恐怖のお仕置きである。


    「まあまあ先輩、ぬいぐるみのやったこと、大目に見てやるッス。この一位確定の主役、遥ちゃんに免じて」


    「マナが一位に決まってるよ！　宇宙人だってマナの美少女っぷりはわかるはずだもーん!!」


    　ウマちゃんは、何な故ぜか冷や汗を流しながら、ノートＰＣに投票結果のページを表示する。


    　遥と愛美は、顔で押し合いながら、競うようにしてその画面を注視した。


    



    　★第一回　魔ま星せい少女リフレイアＳセカンドオフィシャル人気投票結果★


    
      （　）内コメントはキャラや番組への一言

    


    



    



    八位：美み金かね愛まな美み（髪型が自分の尻尾しつぽと重なって共感できたから）


    七位：ケセりん（ケセラパライザーがかっこよかったです）


    六位：星ほし上がみ陽ひ奈な（強いから）（前年からのファンだから）


    五位：地ち平ひら遥はるか（セクハラ癖ぐせが残念だが、直ひた向むきさが心を打つ）


    四位：ウマちゃん（見知らぬ土地で頑張っている姿を見ると勇気づけられる）


    三位：ガッタくん（ガッターキャノンを早く販売してください【同意見多数】）


    二位：カラミティーサタン（負けても負けても立ち上がってくる姿に勇気をもらえる）


    　　　　　　　　　　　　（見ていてほっとする。もっと出番を増やして欲しい）


    一位：朔さく良ら皇み月つき（非の打ち所がない。彼女こそ我われ々われが求めていた最高のヒロインだ）


    　　　　　　　（可愛かわいい。皇月たんのウサ耳になりたい）


    　　　　　　　（あまり〝女〟を感じないのが素晴らしい。やはり正義に邁まい進しんするヒロインたるもの、清せい廉れんさを尊重すべきではないか【幼稚園児の投稿】）


    



    「見る目が異次元に飛んでってんスかこの宇宙人どもはあああああああああああああああ!!」


    　結果を見るや、液晶画面に天てん誅ちゆうのボディプレスを炸さく裂れつさせる遥。


    　超絶上から目線のコメント群は、まとめて乳で圧殺する。地球を守る戦士の気け高だかき矜きよう恃じに、ＰＣの液晶画面もひび割れで敬服を示した。


    「わ──────僕のノートＰＣ!!」


    　ウマちゃんがノートＰＣを気遣う暇もなく、次々と抗議が巻き起こる。


    「ちょっと待てーっ！　マナが最下位だぞ!?　毛玉ちゃんに負けてるよーっ!!」


    　涙目で訴える愛美。可愛さに自信を持つ彼女からすれば、未確認フライング毛玉であるＵウＭーＡマ・ケセりんに順位が負けるなどあってはならないことだ。


    「愛美はまだ一回しか番組に出ていないし、正規の登場人物じゃないんだから、当然だよ」


    　ウマちゃんは配慮の至らなさを愛美に詫わびつつ、より深刻な問題を遥に指摘した。


    「問題なのは、今年主役の遥が敵のカラミティーサタンよりも順位が低いことだよ……」


    「ぐぬぬ……」


    　悔しそうに歯は噛がみする遥。空気を読んで口にされなかったが、ウマちゃんより下だ。


    「それにコメント……。やっぱあんたのセクハラ癖、視聴者にも不評みたいよ」


    　戦闘中に遥に胸を揉もまれた陽奈が、それ見たことかと糾きゆう弾だんする。続けて皇月に視線を送り、


    「皇月ちゃんは可愛いって評判みたいだしね」


    「……登場人物に上下をつけるなど、浅ましい。私は何の興味もありません」


    　普段から無表情で、ともすれば常に不機嫌に見える皇み月つきだが、今はどうも本当に怒っているように陽ひ奈なは感じた。「女性を感じない」というようなコメントが気に障さわったのだろうか。


    「勝手に人気投票をしたのは悪かったよ……。でもおかげで、視聴者の忌き憚たんのない意見をリサーチできたじゃないか！　この他のたくさんのコメントも、大体こんな感じだよ？」


    　ノートＰＣのヒビ割れた液晶画面を自前の綿ハンドで撫なで擦さすりながら、ウマちゃんが言う。


    「遥はるかや陽奈は、もう少し番組内でのキャラクターを見直したほうがいいと思う。君たちの素の性格は、視聴者には刺激が強すぎるみたいだしね……。トップの二人は、気取らない素直なキャラクターが好評を博しているみたいだろう？」


    　さすがに陽奈も遥も、考えさせられる結果だった。


    「やだやだやだマナが最下位なんてやだーっ！　ウマ助のばかーっ!!」


    　愛まな美みは置いていた自分のバッグの中に手を突っ込み、金属質な音を鳴らす。お菓子の掴つかみ取りのように手の平に山盛りに取り出したのは、ダブルクリップだった。


    　わーん、と涙ぐみながら、華麗な手て捌さばきでウマちゃんの身体からだをダブルクリップで隙すき間まなくつねっていく。赤いぬいぐるみじみた身体が、黒く覆われミノムシのように変へん貌ぼうし始めた。


    「ぎゃ────────────っ落ち着いて愛美────────────ッ!!」


    　Ａ４コピー用紙を強力に固定する作家の頼もしい相棒・ダブルクリップは、生物に対して強力な武器ともなる。執筆中に眠気に耐えきれず、痛点の集中した太ふと股ももなどをダブルクリップで痛めつけて凌しのぐ作家もいるという。その攻撃力は折り紙付きだ。


    　陽奈に甲か斐い甲が斐いしくダブルクリップを外してもらっていたウマちゃんの眼前に、「ポン」と音を立ててスマートフォンが飛び出した。


    「いだだ……あ、会社から電話だ……みんな、ちょっとごめん！」


    　普段は魔ま星せい術じゆつで異空間に格納しているらしく、着信があるとこうして出現するようだ。


    　まだ身体にいくつかダブルクリップを付けたまま、ウマちゃんはスマートフォンを持って自室へと飛んでいった。ひとまず、会議は休憩だ。


    「…………」


    　陽奈の目から、輝きが消えていく。ウマちゃんの一挙手一投足を見守る陽奈の鷹たかの目は、一瞬だけ垣かい間ま見みえたスマートフォンの画面を完かん璧ぺきに捉とらえていた。


    　画面上で電話マークの上に表示されていた写真アイコンは、ウマちゃんが憧あこがれる会社のＡＤの女の子──陽奈たちがウマ子ちゃんと名付けた、恋こい敵がたきだった。


    



    　　★


    



    　銀河を超越する通信技術は、さすが超文明の惑星・ユーマエル。


    　デスクの上にスマートフォンを浮かせ、ウマちゃんは母星からの電話に声を弾はずませていた。


    　画面には、テレビ電話でウマ子の姿が映し出されている。連絡事項はすぐに終わったというのに、このチャンスを逃のがすまいと必死に雑談で通話を引き延ばしていた。


    『すごいですねプロデューサー、番組絶好調じゃないですかあ～』


    　人間の女の子でいえば、軽く握った拳こぶしを顎あごに添えて小首を傾かしげるようなポーズをするウマ子。当然、そんなオーバーな仕草もウマちゃんは嬉うれしくて仕方がない。


    「いやあ、みんなが頑張ってくれるおかげさ……ところで、ＲＡＩＮラインもスタンプだけじゃなくてもう少し気軽に返してくれていいんだよ？」


    　ウマ子は普段、ウマちゃんからのＲＡＩＮにはうんこのイラストのスタンプなどで超絶適当にあしらっている。それを追及されると、ウマ子は媚こび媚こびボイスで謝った。


    『そうですね～ごめんなさい、プロデューサー忙しいと思って～』


    「いいんだよ、君に返信するためなら僕は地球の自転の速度を変えて時間を作るから」


    　返信が面倒な男に女が使う社交辞令ベスト５入りしているような言い訳を受けながら、ウマちゃんは微み塵じんも疑問に思っていない。デレッッッッッデレでとりとめのない話を続けた。


    『あのー、プロデューサーの後ろに炎が見えますけど、火事ですか～？』


    「え」


    　指摘され、振り向いたウマちゃんが見たものは──


    「初めまして。先代魔ま星せい少女レイアーソルで、今はウマちゃんの妻ツマちゃんな星ほし上がみ陽ひ奈なです」


    



    　ＹＡＳＨＡだった。


    　二本角のように屹きつ立りつしたアホ毛が、爆発した嫉しつ妬と心を顕あらわしている。


    　陽奈は、親愛の情を極限まで削そぎ落おとした微笑ほほえみをスマートフォンの画面に向ける。


    　遅れて気配もなく忍び込んだ陽奈は、二人の会話をこの半笑いで聞いていたのだ。


    　恐怖のあまり気絶しかけるウマちゃんを余よ所そに、画面の向こうのウマ子は初めて見るであろうＯＮＩを前にしても、媚び媚びを崩さない。


    『わー、地球人さんなのに頭部に寄生形宇宙生物を飼われているなんて、珍しいですね！』


    「これは自前のくせっ毛よ!!」


    　本人の意志の埒らち外がいで稼働するアホ毛は、宇宙からの謎なぞ生物という例えが的を射ていた。


    　目を逆三角にし、歯を食いしばって敵意を剥むき出しにする陽奈に、ウマ子は朗ほがらかに微笑んだ。


    『でも、奥さんだなんて素敵です……とってもお似合いだと思います！』


    「「えっ」」


    　陽奈とウマちゃんの驚きが重なる。ウマ子はそのぬいぐるみじみた肢体で懸命にしなを作り、陽奈へとお願いする。


    『プロデューサー、仕事は一生懸命ですけど……繊細なところがあるので、支えてあげてくださいね。私たちユーマエルの現地スタッフも、みんなプロデューサーのこと尊敬してます！』


    「うん、もちろんよ！　任せて！」


    『それじゃあ、よろしくお願いします！』


    　最後に愛想よくお辞じ儀ぎすると、ウマ子からの電話は着信終了する。


    　陽ひ奈なは全身から毛が抜け落ちかけているウマちゃんへ、明るく話しかけた。


    「ウマちゃん！　ウマ子ちゃんって、すっごくいい子じゃない!!」


    「だろ!?　そんないい子に誤解され祝福される取り返しのつかなさを、思い知ってくれよ!!」


    　毛け繕づくろいするようにウマちゃんを撫なでながら、陽奈は低い声で詰問した。


    「…………ところで、私が来る前にウマ子ちゃんとしてたお話って、なあに？」


    　気配を遮断してウマちゃんの部屋に侵入したせいで、陽奈は肝心な部分を聞き逃のがしていた。


    　しかし意外にも、ウマちゃんは自信満々に答える。


    「それは今からみんなの前で話すよ……。すごいビッグニュースだからね……！」


    



    　　★


    



    　陽奈たちがリビングに戻ると、遥はるかが皇み月つきと話し合いをしていたようだ。

  


  [image: ]


  
    　愛まな美みはテーブルの上に自分のノートＰＣを置き、マイペースに原稿を書いている。


    「二人で話し合い？　珍しいわね」


    　皇み月つきはテーブルの上に置いたノートを陽ひ奈なに向けた。〝強化マイテイー〟、〝空間デイメンシヨン〟など、魔星紙片スターピースのラインナップが箇条書きされている。


    「カイザーエディットとの戦いで、レイアーソルが必殺技を使っていましたよね？　せっかく魔星紙片スターピースというカードを操って戦う魔ま星せい少女が、必殺技だけは無機質に発動するのは勿もつ体たいないと考えたのです。だから、必殺技の始動に使えるような魔星紙片スターピースがあればよいな、と」


    　そういうものかな、と納得する陽奈。相変わらず、魔星紙片スターピースには無む頓とん着ちやくだ。


    　遥はるかは苦笑する。


    「私は〝強化マイテイー〟さえあれば決め技は大丈夫だと思うんスけどねえ……。先輩へのセクハラに使えない魔ま星せい術じゆつに興味ねーッスから」


    　ウマちゃんは渡りに船とばかりに提案した。


    「それは僕もずっと考えていたんだ……。君たちさえよければ、ピッタリの魔星術があるよ。〝大魔星術マキシマギアス〟という上位魔星術なんだけど──」


    　攻撃手段に限らずあらゆるものを強化する〝強化マイテイー〟の魔星術とは違い、汎はん用よう性こそないものの、こちらは完全に魔ま星せい力りよくを極限まで先鋭化する、必殺技にうってつけの魔星術だ。


    　その代わり加減が難しく一気に消耗するため、使いどころは注意しなければならないと。


    　説明を聞いて自分には無理だと判断したのか、遥はウマちゃんのほうに話を移した。


    「そっちは何の連絡だったんスか、ウマっち」


    　ウマちゃんは気を取り直して、まだ陽奈が聞いていなかった部分──ウマ子からの電話で一番重要な点を皆に伝えた。


    「この前のスペシャル放送が好評で、スポンサーがまた増えたって話をしたよね？　それは、僕の故郷……ユーマエルで最大手の音楽レーベルなんだ」


    　ウマちゃんは皆の顔を順々に窺うかがい、諸もろ手てを広げて盛大に打ち明ける。


    「──何と、『魔星少女リフレイアＳセカンド』に主題歌がつくことになったんだ！」


    　他の面々に先んじて身を乗り出したのは、皇月だった。


    「本当ですかっ……！」


    「うん。今までＯＰオープニングもＥＤエンデイングもＢＧＭでの構成だったけど……２クール目からは、主題歌を入れようって話になってね」


    「それはいいことです……!!」


    　おもちゃ以外に興味を持つ皇月は珍しい。かなり興奮気味だ。


    「ただ、ここからは相談なんだ。その主題歌を歌うのは、どんな人だと思う？」


    「ＴＶドラマとかだと、スポンサーが自社で売り出し中のアーティストが主題歌でタイアップするってパターンッスね」


    「……そのとおり。今では数少ない、ユーマエルで音楽活動をしている子が、内定しているらしい。だけど……その子自体がものすごく人見知りな上に、そもそもユーマエルの音楽業界が衰退して久しいからね……不安らしいんだ」


    　覚悟を決めたように、ウマちゃんは神妙な声で告げた。


    「──そこでその主題歌を、この星の魔ま星せい少女に……つまり、君たちにも一緒に歌って欲しいと希望してきている」


    　陽ひ奈なと遥はるかは顔を見合わせ、ウマちゃんに向き直った。


    「私たちが、ウマっちみたくぬいぐるみな見た目の宇宙人とッスか!?」


    「心配ないよ。僕がたまにそうしているように、人間の女の子の姿に変身して歌うそうだから。……名前は、えーっと……マオンというらしい」


    



    　　★


    



    　月の裏──光射ささぬ孤独な宇宙空間に、カラミティーサタンの専用小型船が停泊している。


    　その宇宙船の自室の中、彼女は下着姿で姿見の前に立っていた。


    　任務上、魔星少女姿に変身していることが多いカラミティーサタンだが、今は珍しく変身前の姿だ。リボン付きのカチューシャもなく、気弱な人格から戦闘的な性格にスイッチするためのマストアイテム・眼帯も、いつもの黒いものではない。一般的な医療用の白く四角いものを付けている。白い眼帯は、普段以上に痛さ……もとい儚はかなさを演出していた。


    　鏡の前で、半裸の身体からだに重ねるように、白いフリルだらけの衣装を持ち上げる。


    「いまいち……。清純路線じゃないほうが、いいかな……」


    　納得できずに、首を振った。


    「──衣装合わせからとは、気合いが入っているではないか、サタン」


    　横からスライド浮遊で鏡にフェードインしてきたのは、ウマ子だった。正体を隠してウマちゃんと電話をしていた時の媚こび媚こびな態度は、完全に鳴りを潜ひそめている。


    　ムッとしながら、服を抱き締めて裸身を隠す。


    「だから、前触れもなく現れるのはやめて……。それに、変身してないから名前で……」


    「思わぬハプニングで予定より電話が長引いてな、急いで来たのだ。すまんな──マオン」


    　マオン。


    　それが、魔星少女の衣を脱いだこの普通の少女にかけられた名前だった。


    　ノートＰＣを宙に浮かせ、ウマちゃんが見ていたのと同じ人気投票の結果発表ページを表示するウマ子。


    「勤勉なお前に朗報がある。ユーマエルで魔星少女リフレイアＳセカンドの人気投票をやったらしくてな、その結果が痛快だ。先代と次世代の地球産を抑えて、お前が二位だぞ」


    「レイアールナちゃんと、ワンツーフィニッシュかぁ……。何か、嬉うれしい」


    　結果を確認すると、マオンは無意識にか背後のベッドを振り返った。少しの間だけだが、あそこにレイアールナが座っていたのだ。


    　だが、そんな束つかの間まの喜びへ、ウマ子は冷ややかな言葉を送った。


    「レイアールナの利用価値を正しく判断するのはよいことだが、ビジネスの距離感を損なうなよ。深入りは破は綻たんの引き金となる」


    「…………」


    「くれぐれも、友情だ愛だのと学あ生おくさいセンチメンタルに毒されたりせぬことだ」


    　冷えた声こわ音ねで反論するマオン。


    「──あなたは私の上司だけれど、教師じゃないでしょ？」


    　マオンの不機嫌を感じ取ったのか、ウマ子は速すみやかに話題を打ち切った。


    「ともかく、この人気投票の結果が示している。私たちのやり方は間違っていないということだ。奴やつらへの介入も、今回でケリをつけるぞ。今から紹介する、新たな組織と共にな」


    　ウマ子は疑似空間転移穴アナザアライヴアを出現させた。陽ひ奈なたちが戦闘現場に急行する際にたびたび使っている、〝空間デイメンシヨン〟の魔ま星せい術じゆつを応用した瞬間移動のためのゲートだ。


    　マオンを中に招き入れ、広く開けたホールのような場所に転移する。どうやら新組織の宇宙船の内部のようだ。


    「今回契約した組織の名はヴァンド＝エイド。宇宙全土をライブの舞台と活躍する、イケメンバンドマンの集まりだ。独り身のお前にはよりどりみどりかもしれんぞ」


    「イケメン？　へ、へー……」


    　動揺し、手て櫛ぐしで髪を整えるマオン。


    　視線の先にある扉が開く。ウマ子の合図でぞろぞろと入ってきたバンドマンは──


    



    「ウェーイ、侵略に来ちゃいましたーんと」


    「うわ、ちょ、マジ可愛かわいい娘こじゃん。これ、あれじゃね？　お持ち帰り決定？」


    「俺ら、主導権渡さねーし？　つーか逆に指揮下に置いちゃう系」


    



    　──いつもどおり、筋肉質の怪人だった。


    　違うのはチャラい口調だけで、それも若干無理をしているように感じられる。


    「ああああああああああああああああああああああああ一瞬でも騙だまされた私が馬ば鹿かだった!!」


    　気弱な彼女にしては珍しい、全力の慟どう哭こく。[image: ]ポーズで床に崩れ落ちてしまうマオン。


    「イケメン揃ぞろいと太鼓判を押されていたんだがなあ。私にはいつもと違いがわからんが」


    「どこの誰が押した判なの……!?　イケメンの価値観が異次元の基準のだよぅ……!!」


    　せめて動物型宇宙人であるウマ子がそう思っているなら救いはあるが、彼女も判断に迷うというなら……どこの誰が、彼らをイケメンだと評しているのか。


    　動物が人間化したようないつものむさ苦しさに加え、出いで立たちがまた血迷っている。


    　おしろいの上から星形や蝙こう蝠もりの羽のようなくまどりのメイク。セットに一日一本のスプレーを使いそうな、天てん衝つくモヒカンや剣山のようなイカれたヘアースタイル。


    　ダメージ加工を施ほどこした革ジャンに革パン。棘とげつき肩パッドを着けている者もいれば、すでに巨体のくせにシークレットブーツで無意味に上げ底している者も。


    　背中に一丁前にギターケースを背負っている奴やつがイラッとするが、それはまだいいほうだ。


    　ドラムのシンバルを左右一枚ずつ背中に装着し、翼のようにコーデしている馬ば鹿かもいる。


    　ウマ子はマオンを鼓こ舞ぶするように、彼らのプロフィールを補足した。


    「筋肉質のごついおっさん怪人が、無理してチャラい言葉を使っているのが泣けるだろう。いい年してバンドの夢を捨てきれなかった中年の末路だ」


    「それを率いる人はもっと泣ける存在になるって思わなかったの……!?」


    　マオンは糸の切れた人形のように崩れ落ちた。


    「………………可愛かわいい女の子と一緒に戦いたいよう……筋肉はもうやだよう……」


    　そして、割りとマジ泣き気味に目に涙を溜ためる。


    　筋肉を超えてまた筋肉、その果てにまた筋肉では、挫くじけるのも無理はない。


    「……そ、そんな落ち込まなくていーじゃん？」


    　怪人の一人が元気づける。連鎖し、次々と声を上げていく怪人たち。落ち込むマオンを見て自分たちの役割を自覚したのか、すぐに調子を戻したことは評価できる。


    「テンション上げてこうよ姐ねえさん！　あ、俺ハイボールで！」


    　黙っていれば、新歓よろしく酒盛りをおっ始ぱじめた。


    　ウェーイとテンションを上げ出す筋肉怪人たちに堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れ、マオンは黒い魔ま星せい力りよくの奔ほん流りゆうに包まれる。


    　黒こく素そを周囲に撒まき散らし、カラミティーサタンに変身。黒く変化した眼帯を即座に外した。


    「おい……さっきあたしをお、お持ち、お持ち帰りとか言いやがったのは誰だ!!」


    　凄すごむものの、エッチな話が苦手なカラミティーサタンは少し口くち籠ごもってしまう。


    　ヴァンド＝エイドの雑ぞう兵ひようが、その純情ぶりを見てぷぷっと吹き出してしまった。


    「…………何がおかしいんだウオラアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」


    「すんまっせのあー!!」


    　赤面したカラミティーサタンのパンチが炸さく裂れつし、雑兵がホールの天井を突き抜けて吹き飛んでいく。その爪つめ痕あとは大きく、ホール内は無情な宇宙の摂理に襲われた。


    　即すなわち、雑兵が開けた穴から空気が猛烈な勢いで宇宙空間に排出されていくのだ。


    「真空！　真くぎゃ─────────────────────っ!?」


    　ハイボールが飛び、楽器が舞い、無理して作ったモヒカンが抜けかける。チャラ男たちは阿あ鼻び叫きよう喚かんだ。さすがにカラミティーサタンとウマ子はこの惨事でも魔ま星せい術じゆつで直立をキープしているが、お仕置きが済んだら宇宙船は修繕しなければなるまい。


    「クソッ……こいつらで本当に大丈夫なのかよ!!」


    「なに、今回の作戦の肝はお前自身だ。このイケメン[image: ]どもは露払い程度に考えればいい」


    「こいつら自身がデカくて邪魔な露だったら、どうすりゃいいんだよお……!!」


    　ウマ子は憤いきどおるカラミティーサタンをなだめるように、彼女の肩に乗った。


    「安心しろ、今回は作戦の性質上、他にちゃんと人間型の仲間も調達している」


    「本当かよ……!?」


    「その者と一緒に、今度はおまえが奴やつらの懐ふところに飛び込むのだ。……その上で、レイアールナを勝ち取れ。奴は確かに使える」


    　繰り広げられる会話は、侵略戦争の骨こつ子しではない──ビジネスの打ち合わせだった。


    「……わかったよ。ヘッドハントは、ビジネスの基本だ。あいつは、あのお気楽娘たちの側そばに置いておくには惜しい逸材だからな」


    　決意勇ましく拳こぶしを握り締めるカラミティーサタンだが、それを遮さえぎるかのように目の前を筋肉達磨だるまが転がっていった。


    「Ａｈ────俺の翼シンバルが黒い海うな原ばらに飛んでいくぜＹａｈ────────ッ!!」


    　背中に張ったシンバルが真空圧で剥はがれ、宇宙空間に吸い込まれていく。


    　片翼の天使となったバンドマンは筋肉を律動させ、宇宙に哀かなしみを唄うたうのだった。


    



    　　★


    



    「魔ま星せい少女が、主題歌を歌う……!?　それで、どうしたの、ウマちゃん!?」


    　テーブルの上の定位置につき、ウマちゃんは神妙な表情で言った。


    「君たちの負担が増えてしまうからね……まず、君たちの意見を聞きたいんだ」


    「しかし、主題歌を演者が担当するのは珍しいですよ。挿入歌ならけっこうありますが」


    　皇み月つきが得意のヒーロー番組知識を披露する。主演タレントがスポンサーである音楽会社の所属であれば話は別だが、そんな事例は希まれだろう。


    「人気投票をやった理由もそこにあるんだ。おもちゃ製作と販売が軌道に乗ってきたこともあって、別のアプローチにも着手し始めたんだよ」


    「……なるほど。キャラクタービジネスですか」


    　皇月は心当たりがあるようだが、陽ひ奈なはまだ得心がいかない。皇月はさらに補足した。


    「魔星少女に番組外でイベントなどをしてもらおう、ということかと」


    「ええええ!?」


    　さすがに陽奈もそこまでは考えが及ばなかった。


    「……まあ、そういうことだよね……。ここまで手を広げると、君たちにメリットがまるでなくなってしまう。ギブアンドテイクの原則に反してしまう気がするんだ……」


    　ウマちゃんは、人気投票一位の皇み月つきに真っ先に問いかけた。


    「ちなみに一応聞くけど皇月、歌は得意かい？」


    「…………いえ」


    　やや間があったものの、きっぱりと否定する皇月。


    　陽ひ奈なは、無言で自分を指差す。


    　ならばと、ウマちゃんは愛まな美みに向き直った。


    「愛美は？　アイドルになりたいなら、歌も練習したりするのかい？」


    「違うよー、マナはアイドルじゃなくて、アイドルラノベ作家になりたいんだよー!!」


    「別に違わなくない!?」


    　疑問符を浮かべるウマちゃん。


    　陽奈は、無言で自分を強く指差す。


    「うーん、そうなるとやっぱり、遥はるかが一番適任っていうことになるね。魔ま星せい少女オーディションで、歌とかダンスが得意だって言ってたし」


    「まあ、それなりッスよ？」


    「議論の余地はありません。仮に演者が主題歌を歌うのならば、主役である地ち平ひらさんが担当するのが一番説得力があるはずです」


    　何度も何度も顔に向けて指をピストン運動させ、自分をアピールする陽奈。


    「……っ！　ん……！　ん……!!」


    　何だったら、頭部のアホ毛も陽奈自身を差すようにくね曲がっているように見える。


    「さっきからどうしたの陽奈は!?」


    　ようやく陽奈に向き直るウマちゃん。


    「気づいてたなら聞いてよ!!」


    「……陽奈はもしかして歌が上う手まいのかい？」


    　若干やっつけ気味に希望を叶かなえるウマちゃん。


    「苦手だけど」


    　陽奈はドヤ顔で断言する。


    「めっちゃ自信がありそうにしてるのは何だったの!?」


    「自信なんてないわよ！　でも、ウマちゃんには真っ先に私に質問して欲しいじゃない！　その上で私はごめんねって言って、ウマちゃんにいいんだよって慰めて欲しいの!!」


    「めんどくせ────────────────回り道ばかりな女の子の会話ロジックが果てしなくめんどくせ─────────────っ!!」


    　リビングの床をゴロゴロと転がるウマちゃん。


    　ともかく、ユーマエルの音楽会社のアーティスト……つまり宇宙人と協力することになるのだ。これまでのようにその場のノリで決定できる事案ではない。


    「……私は門限がありますので、そろそろお暇いとまします」


    　壁時計を見ると、夕方六時前。皇み月つきはリビングを後にした。


    　彼女と入れ替わりのように、先ほど遥はるかの乳プレスで満まん身しん創そう痍いとなったウマちゃんのノートＰＣ（セロテープで応急処置済み、当然意味はない）からアラートが鳴り響く。


    「……本星からの連絡だ……。宇宙船がこの地球に向かっている。こんなに近づくまで察知できなかったなんて、どういうことだ……!?」


    　さらに、遥のコスモチェンジャーが間かん髪ぱつ容いれず地球に降下する宇宙怪人の反応をキャッチしたのは、その直後のことだった。


    



    　　★


    



    　今回怪人が出現したのは、さほど人の出入りが多いわけでもない、地方の駅舎だ。


    　疑似空間転移穴アナザアライヴアのサポートで現場に急行したレイアーテラが見たのは、ひっそりと駅のエントランス近くに立ち、ギターを奏でる怪人の姿だった。すでに、周囲に人の姿はない。


    「…………………………弾き語り？」


    　細長い胴体をした哺ほ乳にゆう類るいのような見た目の怪人だ。肩から提げたギターを適当にかき鳴らし、ボソボソと歌らしきものを口ずさんでいる。


    　レイアーテラに気がつくと、怪人は面倒そうに向き直った。


    　あらかじめ装備していた武装、クロノブラスターを怪人へと突きつける。


    「……お前、新しい組織の宇宙怪人のようッスね！」


    「ヴァンド＝エイドの、レージーマングース……よろしきゅんきゅーん」


    　レイアーテラはよく耳を澄ませる。ギターの音がうるさくて、聞き間違えたのだろうか。


    「俺たちは宇宙の音楽シーンを塗り替えちゃう、史上最高のミュージシャンなんだよね～」


    　やはり聞き間違いではなかった。いつもと違って、口調がチャラい。


    「目標はご立派ッスけど、そんなアーティスト様たちがなんで他の星の侵略するんスか」


    　社会への不満をこめギターをかき鳴らすレージーマングース。


    「世の中おかしくね？　ギター始めてもさ、全然モテないんだよね。そんならさー……俺らの音楽を理解できない惑星なんて、侵略して回っちゃえばいいわけじゃん？」


    　────モテない逆恨みでの侵略だった。


    「他の惑星侵略してる暇あったら楽器の練習しろッスアホオオオオオオオオオオオオオ!!」


    　ありがたいお言葉も、やる気のないエセバンドマンには左耳から右耳へスルーされる。


    「違うんだって……。音楽はフィーリングなの。練習の数じゃないの。練習は必要ないの」


    「お前、モテたくてバンド始めたけど練習がめんどくてフェードアウトしたタイプだろッス」


    「うん……あ、違う……だから音楽は練習の量じゃなく質なんだって」


    「カラミティーサタンのアホ娘ちゃんは毎度毎度宇宙のどっからこんなめんどい奴やつらスカウトしてきてんスか……!?　ぜってーまともな凶悪怪人でも探すほうが簡単だろッス!!」


    　脱力感に溜ため息いきも零こぼれる。


    「あ、そーでしょそーでしょわかってんだよどーせ弾き語りしても誰も足を止めてくれないしどうせ俺の音楽は誰にも理解されないんだよー。あ、引いちゃう？　めんどくせーってさ、引いちゃったっしょ？　はー」


    　自己弁護の時だけやたら早口になるレージーマングース。


    　レイアーテラは、そのとってつけたような自意識過剰を一笑に付した。


    「こちとらお前の数百倍めんどい嫉しつ妬と深くて依存症で地雷要素満載の女を愛し続けて一年の大ベテランッス、その程度の猪ちよ口こ才ざいなめんどくささにひるむと思ってんスか!?」


    「俺が自分で言うのもなんだけどさー、その娘こヤバくね？」


    「あったりめーだろッス、全宇宙でトップクラスにやべー女ッス。それが愛いとしいんスよ」


    「パネェ……あんたロックな生き方してんね……憧あこがれるわ」


    「こちとら最近戦い続きで疲れてんスよ、一気に終わらせるッス!!」


    　レイアーテラは胸のコズミックオーブから能力魔星紙片エクステンドスターピースを引き抜き、コスモチェンジャーに装そう填てんした。


    



    　《 [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]エクステンシヨン ， [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]マイテイー．》


    



    〝強化マイテイー〟の魔星紙片スターピースの効果で蒼あおい光に包まれたクロノブラスターを、レージーマングースの脳天に一いつ閃せんする。


    　しかしその醒さめきった態度からは考えられないほどの反応速度でギターを掲げ、力の方向をずらして振り下ろしを捌さばいてしまった。


    　勢い余って地面に突き下ろされ、アスファルトが砕け舞う。


    　レイアーテラの唯一の必勝手段だった、各形態モードのクロノブラスターを〝強化マイテイー〟のカードで威力を底上げし叩たたき込むという戦法が、このレージーマングースには通じない。


    「……げっ、意外に強いッス……！」


    　レージーマングースはギターの弦げんを軽く弾はじくと、ぼそぼそと自信なさそうに宣告した。


    「それじゃ聞いてください、俺のオリジナル曲」


    　咄とつ嗟さに耳を塞ふさぐレイアーテラ。


    　しかしレージーマングースの奏でる旋律は、音という名の兵器だった。ギターを中心に、可視化されるほど強烈な振動波が発生する。


    「音波の攻撃……!?　あ、ぐっ……!!」


    　大気を侵略する破壊的なヴァイブレーション。レイアーテラの星衣類スタイルから、夥おびただしい火花が炸さく裂れつする。


    　魔ま星せい少女の証あかしたる〝星〟なる装衣──星衣類は、受けた衝撃を魔ま星せい力りよくの防護効果で外部に反射拡散し、纏まとう者の身を守る。それが火花のように見える理由だ。


    　視界全てを覆い尽くすこの火花の量は、それだけレイアーテラの受けたダメージが甚じん大だいなものであることを示している。


    　戦闘能力に乏しく、口八丁とがむしゃらな肉弾戦で何とかこれまでの戦いを凌しのいできたレイアーテラでは、このように搦からめ手ての戦闘手段を持つ相手はかなり分ぶが悪い。


    「あー、あんた、生き方はロックだけど意外に弱い系じゃん……」


    　調子づき、さらに演奏を続けるレージーマングース。


    　レイアーテラの窮きゆう地ちに、ウマちゃんが念話を送ってきた。相当心配しているのだろう、陽ひ奈なの慌て声が後ろに聞こえる。


    『レイアーテラ、あれを使うんだ……！』


    　今日の会議で話の端に出た、新しい魔星紙片スターピースのことを思い出す。


    「魔ま星せい術じゆつ苦手な私が、ぶっつけ本番で新しいの出せるわけねーじゃ……出たああああああ!?」


    　自じ虐ぎやく気味に胸の宝玉、コズミックオーブに手の平を触れると、本当に新たな魔星紙片スターピースが出現してしまった。コントのように驚きよう愕がくするレイアーテラ。


    　地球のエンブレムが魔星力の爆発のようにオーロラで彩られた、神こう々ごうしい魔星紙片スターピースだ。


    『理論的には〝強化マイテイー〟の魔星術の上位互換だ、それを得意とする君なら使いこなせて当然さ!!』


    　ウマちゃんに晴れやかな激励を受け、レイアーテラは巨大な胸を熱くする。


    「……日々の積み重ねとか努力って、ちゃんと報われるもんなんスね……!!」


    　止まらない音波攻撃を受け続け全身から火花を散らしながらも、その表情にもう苦く悶もんはない。新たなる魔星紙片スターピースをコスモチェンジャーに装そう填てんするレイアーテラ。
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    　魔星少女の持つ魔星力の指向を渾こん身しんの一撃へと収束させる、まさしく必殺技を解放するための切り札、〝大魔星術マキシマギアス〟。その導きを受け、全身から蒼そう光こうを立ち昇らせるレイアーテラ。


    　ブラスターモード時には縮んでいる砲口が、ロッドモードの柄つかと同等に伸長。加速器となって魔星力を増幅させていく。


    　反動に耐えるためグリップを両手を重ねて握り込み、レイアーテラはついに完成した必殺技の名を叫んだ。


    「ガイア、ブラストォォォ─────────────────────────ッ!!」


    　砲口を灼やき潰つぶす勢いで猛然と放たれる、長大な螺ら旋せん波光。


    　迫る超砲撃を前に、レージーマングースは思わず演奏の手を止めた。


    「何それ、超ロックじゃん……！」


    　光に細い胴体を貫つらぬかれながらも──気け怠だるげに独りごちていた声が、初めて歓喜に弾はずむ。


    　全開しオーバーヒートしたクロノブラスターから弾倉代わりのシリンダーを排はい莢きようし、レイアーテラは言い放った。


    「適当に耳当たりのいい歌詞を並べるだけじゃなく、ちゃんと心から歌わねーと……聴き手には響かねーッスよ」


    「……あー、だからあんたの技はこんなに響いたのか……。あんた、モテるっしょ」


    「さーて、どうッスかね」


    　最後まで気怠げな態度を崩さず──レージーマングースは爆散した。


    「はぁー……はぁー……」


    　頭こうべを垂れ、息を荒らげるレイアーテラ。疲労から意志とは関係なく片かた膝ひざを地につき、くすぶる爆炎を見つめる。


    「……番組に主題歌がつくと決まった直後に、ミュージシャンの怪人……。こりゃあ、偶然じゃなさそうッスね……」


    　レイアーテラは、カラミティーサタンとの避けえぬ争いを思い、一人歯は噛がみした。
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    ９ｔｈ：主題歌を歌おう。／Ｂ‐ｐａｒｔ


    



    　新たな敵組織・ヴァンド＝エイドの尖せん兵ぺい──レージーマングースとの戦闘の翌日。


    　主題歌の件もまだ保留ということで、昨日の続きの日常パートについて話し合いを進めようとなった折。遥はるかはしなを作り、ウマちゃんの鼻先に顔を寄せた。


    「ねーねーウマっちー？　私、誕生日プレゼントに可愛かわいいブラが欲しいッス。東京に行った時みたいに、経費で落として～ん、ッス」


    　遥の中では、誕生会を開くのは決定のようだ。ウマちゃんが懐疑的な態度を示す。


    「……番組で誕生日回をやりたがってるのって、それが目的じゃないだろうね……」


    　他の女がウマちゃんに下着をねだるなど、断じて見過ごせない。陽ひ奈なが憤慨する。


    「ブラジャーなんてその辺の店でまとめ買いすればいいでしょ!!」


    「なかなか可愛いの売ってないんすよ、私のサイズ」


    　神が天下の人間を見下ろすかのような傲ごう慢まんな眼まな差ざしで陽奈に返す遥。


    　陽奈など、面倒だから腹巻きをちょっと上げればそれで済むかなと思っているぐらい、ブラジャーに頓とん着ちやくなどないというのに。


    「へー、経費で落ちるのかー！」


    　目を輝かせる愛まな美みに、ウマちゃんが慎重に説明する。


    「誤解しないでね愛美、一応僕たちの仕事は無償でやってもらっているから……」


    「別にお給料なんていらないけどさ、経費で落ちるなら、マナも欲しいのがある！」


    「ちなみに、その欲しいものって……何だい」


    　念のため聞いてみるウマちゃん。問いかけがすべからく念のためになっているあたり、ウマちゃんの苦労が偲しのばれる。愛美は元気よく答えた。


    「ゴリラ!!」


    　幼女のような無邪気な願いが、ドラミングの如ごとく陽奈たちの耳じ朶だを叩たたく。


    「本物のゴリラを飼いたいんだー！　マナの創作の要ようは、ゴリラだからさー!!」


    　ウマちゃんは、ゴリラ要素が乱舞しすぎて物語が迷子になった愛美の投稿作を思い出す。


    「だから君は恋愛小説大好きなのに、何でゴリラ要素をねじ込みたがるんだよ!!」


    　犬や猫なら、上を見ればキリがないとはいえ、おおよその価格の想像はつく。


    　しかし、ゴリラは想像の範囲外だ。陽奈は思わず呟つぶやいた。


    「ゴリラって個人で買えるの？　いくらぐらいするんだろ……」


    「確か、八〇〇〇万円くらいー！　動物は輸送費や餌えさ代で本体より諸経費がかかるものも多いけど、ゴリラは個体数の減少のせいで高いんだってー！」


    　当然のように知識を披露するゴリラノベ作家。ウマちゃんはその高額ぶりに一驚する。


    「高いよゴリラ!?　青森と東京を二千回以上往復できる金額だよ!?」


    「やっぱ駄目か～」


    　しゅんとする愛まな美みを励ます陽ひ奈な。


    「いつか私がゴリラっぽいＵウＭーＡマを探してあげるから、安心して。ビッグフットとか、けっこうゴリラっぽいと思うし」


    「やったー！　陽奈たん好き～！」


    「あははははそんなマナっちが好きじゃなーい!!」


    　またもや陽奈にじゃれる愛美を、遥はるかが引き剥はがそうとする。


    「ゴリラより桁けた違いに希少な生物をさらっと捕獲しすぎなんだよ陽奈は！　いいかい、絶対にこれ以上おもしろ生物を増やさないでくれよ、絶対だよ!?　変形なんて以もつてのほかだからね!?」


    　危き惧ぐが何度も現実になっているだけに、ウマちゃんの願いも切実だ。しかし、もはや確約された未来が幻視される。


    　遥は強引に軌道修正し、


    「というわけでみんなも、遥ちゃんの誕生日にはブラをよろしくッス！　全然安いのでいいッスから！　友情の証あかしにみんなからのブラをコレクションしたいッス!!」


    　こともあろうにシャツの下から腕を差し入れ、器用にブラジャーを抜き取ってしまった。


    　束縛から解放された遥の胸が、シャツの下で躍動的に弾はずむ。


    「これを置いてくんで、目安にしていただきたいッス!!」


    　陽奈は、手渡されたほのかに温ぬくもったブラジャーの、カップの大きさに驚きよう愕がくした。


    「でかっ……何よこれ、スイカ入れ機!?　ふざけんじゃないわよ、今はまだ六月よ!!」


    　あまりの尺度の違いに、負け惜しみに虚無を孕はらむ。


    　フリルの付いた水色のブラジャーが、遠い惑星の異文明の産物のようにすら感じられる。


    　皇み月つきはさっと立ち上がると、興味なさそうに踵きびすを返す。


    「おもちゃが関係しないのなら、私は不要ですね。誕生会とやらも、私抜きでどうぞ」


    　そっけなく残し、皇月は足早にリビングを出て行った……。


    



    　　★


    



    　その週の土曜日──遥の誕生日の当日。


    　陽奈は少しだけ早起きし、郊外のショッピングモールに足を運んだ。


    　普段ユニックロンやしっまむらむらなどコスパ重視の衣料店を利用し、さらにそこで目についた適当な下着をカゴに放り込むだけの陽奈にとっては、本格的な下着売り場がある場所がここしか思いつかなかったからだ。


    　肩から提げたトートバッグの中には、洗濯した遥はるかのブラジャーが入っている。


    　Ｇカップのブラジャーだ。この大きさを参考に買い物をしなければならない。


    　ファック。くたばれＧカップ。


    　数千万年前、地上を支配していた大型生物・恐竜は絶滅した。巨大至上主義が、一つの時代がそこで終しゆう焉えんを迎えたのだ。


    　それなのに何な故ぜ、巨乳は未いまだ大手を振ってこの地上にはびこっているのだろう。


    　巨乳の女は、地球という惑星に申し訳ないと思わないのだろうか。


    　遠大なる生命進化の果てに今という時代を生きるＡカップ・星ほし上がみ陽ひ奈なは、全ての小さき人類の怒りを代表して歩を進めていく。


    （……まあ、普段お世話になってるから、誕生日プレゼントは、ね……）


    　覚悟を決めて、ランジェリーショップのテナントに向かう。


    



    　通路の先に見える店の入り口で、小さな女の子がうろうろしている。


    　勢いよく進んだかと思うと、店の敷居をまたぐ直前で踵きびすを返し、元の場所まで戻る。それを繰り返し、ウサ耳のようなカチュームがぽよぽよと揺れていた。


    　ウサ耳カチュームがあそこまで似合う女の子は、この青森に一人しかいない。


    「皇み月つきちゃん」


    　店に辿たどり着き、陽奈はその小さな背中に声をかける。


    「ッ……!?　………………あ、ぅ、んん」


    　振り返るや飛びすさりかけるほど驚き、居住まいを正して露骨に咳せき払ばらいをする皇月。


    「奇遇ですね、星上さん」


    　ランジェリーショップに朔さく良ら皇月。およそもっとも縁遠い組み合わせだ。


    　だが陽奈は、程なくその理由に思い至った。


    「もしかして皇月ちゃんも、遥のプレゼント買いに来たの？」


    　わかりやすくギクリと肩を震ふるわせ、皇月は視線を逸そらした。


    「じ、冗談ではありません。あなたたちとそこまで馴なれ合あうつもりはないと言ったはずです」


    「そっかぁ」


    「ショー……そ、そうだ、ヒーローショーがあって！　それを見に来ただけです……!!」


    　落ち着きなく視線を彷徨さまよわせた皇月は、通路にある案内パネルを指差した。陽奈もつられて目線を送り、館内イベントを確認する。


    〝６月６日（土）演歌歌手・十と和わ田だもみじが来場　エントランス前大ホールにて〟


    　……歌謡界の大御所ヒーローのショーが開催されるようだ。


    　苦し紛れの嘘うそが誤爆し、バツが悪そうに俯うつむく皇月。


    「とにかく入ろうよ、皇月ちゃん。せっかく会ったのも縁だし、買い物につき合って？」


    「さ、誘われたのなら仕方ありませんね。ほんの少しだけ、時間潰つぶしです」


    　皇み月つきは、表情を悟られまいとするように浅く俯うつむく。


    　陽ひ奈なは口くち許もとが緩ゆるむのを止められない。言葉はきついが、根は優しい子なのだ。


    「星ほし上がみさんから入ってください。私はこういうお店が初めてなんです……！」


    　小さな手で背中を押された陽奈だが、本能的にその場に踏みとどまってしまった。


    「実は、私もなのよ……」


    「そ、そんなあ」


    　女子二人で肩を並べ、しばらくの間ランジェリーショップの前でそわそわする。


    　すると、妙な含み笑いを零こぼしながら女性店員が店の奥からやって来た。


    「でへ、でへへへ」


    　タイトな制服に身を包んだ美人の店員さんだが、挙動不審だ。陽奈は皇月と共に警戒心を露あらわにする。それを見て取ったのか、店員は穏やかに語りかけてきた。


    「心配しなくてもいいわ。お店に入りましょ、ね？」


    　口調こそ優しいが、目が若干血走っているのが気になる。


    「心配って……」


    「わかる！　わかるわよ、初めてブラを買いに来て、恥ずかしいのよね!?　でも大丈夫、おねーさんが手取り足取り胸取り教えてあげるから!!」
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    　陽ひ奈なと皇み月つきは店員に肩をそっと叩たたかれ、かえって不安を煽あおる提案を受ける。


    「ああ……たまらないわ、羞しゆう恥ちと好奇心の狭間はざまでもじもじするウブな子！　初めてブラを買う小学生の女の子に最高の思い出をお届けしたくて、私はランジェリーショップの店員になったのよ────────────────ッ!!」


    　身体からだを掻かき抱き、身み悶もだえる店員。


    「…………」


    　無言でスマホを取り出す皇月。１に続けて１を押し、力強く０をタッチ。あわや後は通話ボタンだけという寸前で、陽奈は皇月を制止した。


    「い、一応善意で言ってくれてるんだし、こうなったら店員さんにお任せしようよ」


    「そんな余裕を見せていいのですか、星ほし上がみさん。小学生だと思われているのは私だけではないようですよ」


    　陽奈はしばらくフリーズすると、ようやく店員の言動の不自然さに合点がいった。皇月と一緒くたに、小学生とみなされているのだ。


    「はあっ!?　私、小学生じゃありませんよ!?」


    　店員は人差し指で陽奈の頬ほおを突いてきた。


    「もう、見栄張っちゃって可愛かわいいんだっ」


    　陽奈はお褒ほめに与あずかった可愛さを置き去りに真顔になる。


    「──緊急時には、一般市民でも逮捕権があったわよね」


    「星上さん、魔星紙片スターピース……。魔星紙片スターピースが出かけてますよ、手……」


    　魔ま星せい力りよくが右手に集中しているのを指摘され、慌てて霧散させる陽奈。


    



    　店員に強引に案内された店内は、まさに今まで陽奈が見てきた衣料店の下着コーナーとは一線を画していた。


    　空気が違う。色彩が違う。威圧感が違う。


    　皇月など、怯おびえておろおろと視線を迷子にし、陽奈のスカートを摘つまんでくるほどだ。


    　しかし、パッと目につくプライスは意外にリーズナブルだ。


    （あれっ、そんなでもない……？）


    　下着など上下まとめていくら、で十分と思っている陽奈は、本格的なランジェリーショップに並んでいる下着は全て、別次元のような価格なのだろうと勝手に先入観を持っていた。


    　お洒落しやれを放棄しているわけではない。どうせ誰に見せるわけでもないのに、そこに見栄を張ってどうするのだ、という醒さめた考えだったのだ。


    　これでウマちゃんが人間の女の子の裸に興味を持つなら、話は違ったのだろうが……。


    「……うわっ……」


    　きわどいショーツを目まの当たりにし、陽奈は思わず声を上げた。


    　フリル付きの下着というよりはフリルが下着になっているという頼りない布面積で、縦に大きく穴の開いたクロッチ部は用途を生々しく想像させる。


    　皇み月つきに視線を送ると、無表情ながらも頬ほおを染めていた。あ、この子も用途はわかるんだ……。


    　陽ひ奈なたちがしばらく店内を見回ったのを確認し、先ほどの店員が声をかけてきた。


    「それじゃ採寸しましょうね～」


    「い、いりません！　プレゼントを買いに来ただけで、自分のものは必要ないんです!!」


    　背に腹は替えられないと、皇月が事情を説明する。


    「そう。でも、いい機会だから採寸しましょうね！」


    「そんな!?」


    　この自分の欲望に忠実なところ、一度決めたら強引に話を持っていくマイペースぶり、後輩にそっくりだ……。陽奈は皇月を一人にしないよう、試着室についていった。


    「何か広いですね、試着室……」


    　決して余裕というわけではないが、三人でも何とか入れる広さだ。


    「こうして採寸するのが前提ですからね～」


    　説明しながら、店員は皇月の洋服のボタンをてきぱきと外していく。


    「服の上からで結構ですから……!!」


    「駄目！　ブラはちゃんと合ったものをつけないと、胸の形が悪くなっちゃうのよ」


    「私はそんな細かいことを気にするほどまだ膨ふくらんでいません！」


    　皇月の言葉がいちいち共感できて、陽奈はその都度心からのハグをしそうになる。


    　とうとう皇月は上着を脱がされ、上半身裸になってしまった。


    「見ないでください！」


    「うん……」


    　肯定をしたものの、陽奈は全く視線を逸そらす気がなかった。


    　これが、お嬢様の肌。きめ細やかで、白く、宝石のように美しい。


    　そして──ほんの少しだけ、胸が膨らみかけているのを認め、陽奈の耳元で悪魔が囁ささやいた。


    〝今はまだ互角。だがここで倒しておかねば、やがてお前を脅かす乳となるであろう──〟


    　頭を振り、邪悪な誘惑を振り切る陽奈。彼女の中の天使が、援護をしようと囁く。


    〝──いや、もう負けてるから気にすんなって〟


    　陽奈が自分の中の天使を血祭りに上げていると、皇月が大変なことになっていた。


    「ゃぁ……」


    　発育途上の胸に添えられたメジャーの冷たさに、思わず声を上げてしまう皇月。


    「うふふ……初めての採寸に戸と惑まどう少女……地球で最も美しい光景だわ……」


    　店員がマジ泣きしていた。


    　しかし、傍観者の陽奈は知らなかった。この採寸が、直後に自分にも降りかかることを。


    　結局陽ひ奈なも皇み月つきも、遥はるかのプレゼントとは別に、自分たちのブラジャーも一枚ずつ買う羽目になってしまった。


    　特に皇月は、人生初のブラジャーだ。鮮烈な思い出となってしまった──。


    



    　店を出た二人を見送った後、店員はいつまでもいつまでも幸せそうに笑っていた。


    「ご機嫌ですね」


    　別の店員にからかわれ、その女性は照れくさそうに頭を掻かく。


    「娘にいいお友達ができたみたいで、嬉うれしいんスよ。一人はどうも、意中の子みたいだし」


    　言葉の意味を掴つかみかねながらも、その別の店員は口調を指摘した。


    「地ち平ひら取締役、また語尾が」


    「おっと、仕事中は気をつけてるんスけどね……」


    　照れくさそうに頭を掻く。大人の女性でありながら、八重歯の似合う笑顔が可愛かわいかった。


    「誕生日プレゼントにしてくれるんスね～、ありゃ私の娘のサイズだったッス」


    　日本を代表するランジェリーメーカーの重役、地平果か歩ほ。


    　今でもたまに店員として現場に赴き、女の子の採寸をすることを至上の喜びとしている。


    　有能だが困ったところがあるところも、語尾も、まるごと娘に受け継がれていた。


    



    　　★


    



    　エントランスにやって来て、二人は隣接したコーヒーショップのテラスで一息つく。


    　陽奈はカフェラテ、皇月はオレンジジュースを注文する。


    「……一三時に迎えの車が来ることになっています。星ほし上がみさんも乗って行きますか？」


    「ううん、ごめんね、私この後用事があるから」


    　女子高生と頻繁に遊んでいると知れれば、また皇月の父親が過剰に心配するかもしれない。無難な嘘うそで皇月の誘いを断る陽奈。


    　自うぬ惚ぼれでなければ、断った時皇月が少し残念そうにしたように見えた。


    「……何ですか、人の顔をじろじろと」


    　視線に気づかれたのを誤ご魔ま化かすため、陽奈はあえておどけてみせた。


    「いつ見ても、お人形さんみたいに可愛いなあって思って」


    「……可愛くありませんよ、私なんて」


    「人気投票一位だったじゃない」


    　茶化すように言ってみたものの、それは皇月にとって別に嬉しい栄誉ではなかったようだ。


    　自分など、〝敵キャラ〟のカラミティーサタンにすら負けたというのに。


    「──────」


    　カラミティーサタン……。


    　ストローから唇くちびるを離し、陽ひ奈なはしばらく考え込んだ。


    　先日のスポットライティアとの総力戦の終局。レイアーテラの起死回生の攻撃が決まり、悪の魔ま星せい少女カラミティーサタンの捕縛に成功した。


    　陽奈は──レイアーソルはそのまま彼女を拘束し、何な故ぜ自分たちの番組作りを邪魔するのか、何を企たくらんでいるのかを洗いざらい聞き出すつもりでいた。しかし、不意に飛来した光の矢が捕縛結界を破壊し、彼女をまんまと取り逃がしてしまったのだ。


    　レイアーテラやウマちゃんは気づいていなかったが、それは明らかに戦線離脱していたレイアールナの放った一いつ矢しだった。


    　──今、自分の前に座っている皇み月つきの。


    　元々興味のある話題以外では寡黙な皇月は、何を考えているか捉とらえかねることが多いが……それでも、陽奈は最近彼女との心の距離が近づいていると喜びを感じていた。


    　その矢先に不審を懐いだき、わだかまりができてしまうのは嫌いやだ。


    　二つに一つだ。このまま気づかなかったふりを続け、やがて忘れるまで待つか。


    　それとも……彼女なりに何か考えがあってのことかもしれない、思いきって聞き質ただすか。


    「あの、皇月ちゃん……」


    　作戦ならば自分だけは共有しておくべきだ。後者を選ぼうと、陽奈が決意を固めた瞬間。


    　まるで皇月もまた機を窺うかがっていたかのように、前触れなく質問をしてきた。


    「……時間潰つぶしのついでです。少し、聞いてもいいでしょうか」


    「う、うん」


    「……地ち平ひらさんや、ウマさんの前では聞けませんでしたので」


    　むしろそれは望むところだった。皇月もちょうど、陽奈が悩んでいたことを自分から打ち明けるつもりだったのかもしれない。


    「星ほし上がみさんは、抜きん出た戦闘力を誇ほこっていますが……戦いを終えた後、やはり相当な疲労に襲われますか？」


    「え？　ううん、全然」


    　陽奈がそっけなく応こたえると、皇月は口くち許もとに拳こぶしを添え、考え込んでしまった。


    「……熟練度の差でしょうか。それとも、私が星上さんから契約を受ける立場だから……？」


    　この話の流れはどうも、陽奈とは違う話題だったらしい。


    「私、初めて変身したあの日から、実は何度か家で……もちろん自室でこっそりですよ、変身して魔ま星せい術じゆつの練習をしてみたのですが……」


    　その光景が目に浮かぶようだ。陽奈は緊張がほぐれ、頬ほおを緩ゆるめた。


    「二度、三度と繰り返すうちに、どんどん疲労が蓄積していくのです。筋肉痛が治りきる前に、すぐ激しい運動をするような……」


    　皇み月つきはその小さな手の平を広げると、何度か握り開きを繰り返した。


    「……私は……初めて変身した日から、戦いで疲れたこと、一度もない……」


    　ともすれば自慢のような言葉は、しかし──陽ひ奈なの口から独りでに漏もれ出てしまっていた。


    「ウマさんは魔ま星せい術じゆつを行使することについてのデメリットを、何か説明していましたか？」


    「ううん、特には……。むしろ、生命力が活性化して若返り効果があるって」


    　陽奈も一度追及したことだが、ウマちゃんはいいことばかりだと強調していた。


    　皇月は、ここだけの話にしておいて欲しいのですが、と前置きし、


    「番組に別プロデューサーと繋つながっている悪の組織が介入を試みることといい、ウマさんは魔ま星せい少女システムについて完全には知らない──というのが、私の見解です」


    　子供らしからぬ聡明な考察だった。陽奈は躊躇ためらいがちに首しゆ肯こうする。


    「うん……。それは、私も考えていた」


    「自分の好奇心で選んだ道とはいえ、最低限の自衛はすべきだと思います。地ち平ひらさんにももう少し、危機意識を促すべきかと。彼女もかなり疲労していると思いますし」


    　魔星術を悪用して自分にセクハラをするためと嘯うそぶいていたが……いや、それも間違いなく真実だろうが、遥はるかは毎日のように、懸命に魔星術の特訓をしている。それに毎週の戦い。


    　皇月の言葉を借りれば、遥は毎日運動部でくたくたになるまで練習しているようなものなのだ。それをおくびにも出さず、率先して会議にも参加している。


    　遥は、陽奈の願いである魔星少女の引退を叶かなえるため、懸命に努力してくれている……。


    「引退を決めた星ほし上がみさんに言うのは、お門かど違いかもしれませんが……」


    　ストローでグラスの氷を弾はじく皇月。乾いた音が、威圧的に響いた。


    



    「──昨年のようにあなたが前線で戦うのが、一番丸く収まるのではないでしょうか」


    



    　息を呑のみ、肩を強こわ張ばらせる陽奈。皇月ははっと我われに返り、立ち上がって頭を下げた。


    「す、すみません。もちろん、私もたまに戦いには参加しますが……星上さんほど上う手まくはできないという意味で……」


    「ううん。ごめんね皇月ちゃん。できることしないで楽してるんだもん、怒られて当然だよ」


    「違うんです、そういうつもりでは……」


    　テーブルの上に置いた皇月のスマホが振動した。迎えの車が来る時間になったのだ。


    「……この話は、私と皇月ちゃんだけの秘密にしてくれる？」


    「当然です。むしろ、先ほどの私の弱気は忘れてくれると助かります」


    　聞けない。聞けるはずがない。


    　不安を目まの当たりにしながら、皇月は自分で選択した運命に立ち向かおうとしている。


    　疲れも痛みも無く、それでいて済なし崩くずし的に魔星少女を継続はしている自分が、どの面つらを下げて敵を助けた真意を問うなどできよう。


    　陽ひ奈なは決心した。皇み月つきは、強い子だ。彼女なりに多くのことを考え、行動している。


    　皇月が何をしようと──今は、彼女の強い意志を尊重しようと。


    「あの、皇月ちゃん……また夕方ねっ」


    「……何度も言わせないでください。私は忙しいのです。たまたま時間に余裕がある時しか行きませんから」


    　そしてきっと今日の夕方は、たまたま時間に余裕ができてくれるのだろう──。


    



    　　★


    



    　ショッピングモールからの帰り道。バスに乗ることもなく、陽奈は遠い道のりを力無く歩いていた。


    　これまで目を逸そらしていた、不安が渦巻いていく。


    　魔ま星せい少女の力は本当に安全なのか。皇月から過度の疲労について聞かされた今、それが一番の不安だ。


    　自分はまだいい。ウマちゃんには半分照れ隠しで身体からだ目当てと思っていたなどと言ったが、肉体に後遺症が残るぐらいのリスクは覚悟の上で、この未知の世界を望んだ。


    　その瞬間になって取り乱さない自信はないが、この先自分の身体に何が起きても、自業自得だと納得するだけの心の準備はしてきた。


    　だが、彼女たちは違う。


    　遥はるかは、レイアーソルに助けられた恩返しで魔星少女をやると申し出てくれた。


    　皇月は、英雄たる前主人公を話の都合で汚させないという、熱い思いで変身した。


    　皇月の言うとおり、自分が引退したいなどと言わずに一人で続けていれば、彼女たちを巻き込むことはなかった。


    　今ならまだ、遅くはないかもしれない。遥たちを、この戦いから遠ざけるのは。


    　けれど、その場合ウマちゃんの番組は……せっかくみんなで作り上げてきた作品の評判は、壊滅的なものになるのだろう。自分一人では何の魅力もないということは、先の人気投票で白日の下もとに晒さらされてしまったのだから……。


    　……いけない。考えに耽ふけって誕生会に間に合わなければ、買い物に来た意味がない。


    　陽奈は肩を落としながら、時間を確認しようとバッグからスマホを取り出した。


    「──って、めっちゃ通知来てる!?」


    　ＳＮＳツール・ＲＡＩＮラインに鬼のようにメッセージが新着していた。


    　しかも、たった一人から。


    



    　▼　やほース！　先輩、今どこッスか!?　お家うちにいなかったッス!!


    　▼　どこにいるんスか～？　遥はるかちゃんもう、飾り付けとかしちゃってるッスよ？


    　▼　先輩どこにいるんスか。


    　▼　ねえ、先輩……どこッスか。


    　▼　……………………会いに行くッス。


    



    　こんな一行に満たないメッセージが、皇み月つきと店に入る前から今までの一時間足らずの間で三桁けたに達しかけている。永遠に未読にしておきたい、悪夢の繋がりラインだった。


    　最初は陽気なテンションで安心させておいて、文が徐々に闇やみを纏まとっていく。


    　何より恐ろしいのは、設定で電話番号検索を拒否していたはずなのに、いつの間にか自分のＲＡＩＮラインに遥が登録されていたことだが。


    　未読分を全部追いきれないうちに、さらにもう新着メッセージが重なった。


    　▼　わたし遥ちゃん　今先輩の後ろにいるの。


    「んなあっ…………っ!?」


    　怖おぞ気けに突き動かされて背後を振り返る。


    「やほース、先輩っ！」


    　数十メートル離れた道路上で、遥が手を振っていた。文面と乖かい離りした満面の笑顔で、自転車に跨またがっている。種類はよくわからないが、マウンテンバイクのようなスポーティな見た目だ。


    「あんた、自転車とか乗るんだ……」


    「そりゃー、私はまだ〝空間〟の魔ま星せい術じゆつでテレポートとかできないんスから」


    　ハンドルを叩たたき、遥は自慢げに愛車を紹介する。


    「愛する先輩の元へ少しでも早く駆けつけるための、必ひつ須すアイテムッス」


    「別に私も、普段から魔星術使って買い物に行ったりとかはしないわよ」


    「えっ、そうなんスか!?」


    「私、日常生活ではできるだけ魔星術を使わないようにしてるから」


    　ほんの数か月前……そう、魔ま星せい少女を引退すると決めたあの日まで、陽ひ奈なはずっと自分で決めたそのルールを守り続けてきた。


    「……その使わないようにしてる魔星術、面白いくらい食らいまくってるんスけど」


    　おしおきで日常的に魔星術を食らっている遥が不本意そうに訴えた。


    「それに私、自転車乗れないし」


    「マジッスか!?」


    　遥は思案顔になると、自転車から降りて陽奈の側そばまで押してきた。


    「公道で二人乗り……は、ダメッスからねえ……。そだ、先輩、ちょっくら〝空間〟の魔星術で、いつもの特訓場まで連れてって欲しいッス！」


    　突然の提案をすんなり受け容いれたのは、陽ひ奈な自身、人目を避けたい気分だったからだ。


    



    　ウマちゃんが現地設備として購入した広大な森林地帯は、レイアーテラに変身して以降遥はるか専用の特訓場となっている。


    「ここでちょっと練習してこうッス！　最初は私が後ろ支えてるんで!!」


    　そこでまさか、自分が自転車に乗る特訓をすることになろうとは。


    　確かに私有地は、道路交通法が及ばない。二人乗りも、練習ならば許されるが……。


    「何でそーなんのよ！　しかも最初がマウンテンバイクって、難易度高すぎるじゃない!!」


    　いいからいいからと勢いのままにサドルに跨またがらされ、陽奈は縋すがるようにハンドルを握る。


    「もっとサドルを股またで強く挟むんスよ！　たっぷりと温ぬくもりが残るように!!」


    　ペダルに足をかけたところで恐怖に負け、自転車を降りかける陽奈。


    「駄目、怖い！」


    「火星くんだりまで飛んでった人が、なーに情けないこと言ってるんスか！　女は度胸!!」


    　こぎ出してすぐ、バランスを崩してよろめき、陽奈は地面に足をつく。


    　そこからはもうこぐこともできず、しばらく地面とにらめっこが続いた。


    「怖がってばっかりじゃ、前には進めないッスよ！」


    　遥の言葉に──陽奈は、はっとさせられる。


    「……うん。そうね」


    　未知を恐れず、むしろ愛して邁まい進しんしてきたからこそ、今の自分がある。真偽も不明な魔ま星せい少女の秘密に怯おびえ、立ち止まっては、それこそカラミティーサタンたちに付け入られるだけだ。


    　この大切な後輩は……友達は、絶対に自分が守る。


    　決意が原動力となったように、驚くほどすんなり自転車は駆動していた。


    　そしていつの間にか、遥が後ろに足をかけ、陽奈の肩に手を置いて二人乗りをしている。一人分の重さが苦にならないくらい、自転車は滑なめらかに道を走る。


    「嘘うそみたい、この年になるまで一度も乗れなかったのに」


    　未知のときめき。できなかったことができるようになる喜び。


    　日常の中にも、魔法はたくさんあるのだ──。


    　陽奈は、意を決して遥に提案した。


    「……ねえ遥。主題歌……私たちでやってみない？」


    「そッスね……。カラミティーサタンがウマっちの星のほうにちょっかい出さないように……」


    「そうじゃなくて。純粋に、やってみたいの」


    「え……？」


    　頬ほおから髪へと抜けていく風の心ここ地ちよさが、心まで爽さわやかにしてくれるようだ。


    　メリットだデメリットだと、小こ賢ざかしく考える必要などない。


    　陽ひ奈なは、彼女たちと青春を分かち合えるのならば、どんなことにでもチャレンジしてみていいと思えるようになった。


    　今の素直な気持ちも風に乗って、背中で笑う少女に届いて欲しい。


    「私……遥はるかたちと一緒に、もっと色んなこと経験してみたい」


    　だから、一緒に歌おうよ。


    　それが──偽いつわりのない気持ち。未知を求める心と、友達への感謝だった。


    



    　胸のこそばゆさに、現実に引き戻される。


    　視線を落とすと、遥が性しよう懲こりもなく自分の胸を鷲わし掴づかみにしていた。


    「違うんスよ先輩、二人乗りは危ないッスから、こうしてバランスを取らないと！　いやはやでも先輩のちっぱいは不安定でそれがまた醍だい醐ご味み────」


    　振り返って冷ややかな視線を向ける陽奈に、遥は逆ギレで応戦した。


    「誘ってきたのはそっちだろッス！　色んなこと経験してーって言うから、経験させてやろうってんスよ！　女に恥をかかせるもんじゃあねえッス!!」


    　陽奈は自転車にブレーキをかけ──遥に向かってにこりと微笑ほほえんだ。


    



    　今からこの私有地は道路交通法だけでなく、人命を守る全ての法が及ばなくなった。


    



    　　★


    



    　ヴァンド＝エイド宇宙船に接続した自室で、カラミティーサタンは何度も屈伸をしていた。


    　ストレッチをし、軽くシャドーボクシングなんかもしちゃって、最後に手の平を拳こぶしで叩たたく。


    「っしゃあ！」


    　後ろに浮いているウマ子は、ぬいぐるみじみた愉快なフェイスで辛しん辣らつな感想を述べた。


    「何だお前、そんなにうきうきして……見ていて面白いぞ」


    「う、うっせえ！　女の仲間が増えっからな、舐なめられねーように気合い入れてんだ!!」


    　ウマ子が紹介すると言った新たな仲間……今度こそ、女の子だ。待望の女の子だ。


    　今までひと山いくらの筋肉怪人ばかり従えなければならなかったカラミティーサタンの頬ほおが緩ゆるむのを、誰が止められようか。舐められないどころか、舐めるほど可愛かわいがりそうな勢いだ。


    「さ、早く連れてきてくれよ。あたしは準備ＯＫだ。部屋もめっちゃ掃除したしな」


    　ウマ子はこくりと頷うなずき、意味深なことを言った。


    「わかった、呼んでこよう。私も準備ＯＫだ」


    「……あ？」


    　ウマ子の身体からだが、突とつ如じよとしてマーブルの光彩を放つ。


    　ＵＦＯキャッチャーの筐きよう体たいに入っていそうなぬいぐるみが、幾色も混ぜこぜの光を伸ばしてグングンと膨ふくらんでいき──やがて、目を見張るモデル体型へと変化していく。


    　光を振り巻き現れたのは、純じゆん黒こくの黒髪を靡なびかせた、美しい少女だった。


    　その冗談のように長い黒髪を掻かき上げ、少女はカラミティーサタンの瞳ひとみを見据える。


    「初めまして、カラミティーサタン。私の名はルーティア……今後ともよろしくな」


    　事務的な自己紹介で浮かべた薄うす笑えみすらもが、魔的に美しい。


    　生気を失った表情で、生まれたての子こ鹿じかのように足を震ふるわせるカラミティーサタン。


    「何だ、残念そうに。可愛かわいいかどうかはわからんと言っただろう」


    「容か姿おじゃねえよ！　何であんたなんだ、ふざけんな、騙だましやがって!!」


    　猛烈なクレームに、ルーティアは眦まなじりを決して返した。


    「それだけ今回は本気だということだよ。連絡が取れた──数日後、奴やつらと会う」


    「……!!」


    　プロの矜きよう恃じ──どれだけ狼ろう狽ばいしようと、仕事の話になると頭を切り換える。目つきの変わったカラミティーサタンに安心したように、ルーティアは続けた。


    「全員に来てくれと伝えておいた。〝ウマちゃん〟は私の願いなら何でも聞く、意地でも全員連れて来るだろう……お前のお気に入りの、レイアールナもな」


    　愛や友情を否定しながら、こうして他者の恋心は理解し、利用する。付き合いは長いが、カラミティーサタンは未いまだにこの悪のプロデューサーの人となりを理解し切れていない。


    「……何が可愛いかわからねえだ、随分とべっぴんさんに変身しやがって。しかも、ちゃっかり乳も盛ってるじゃねーか。好きな姿になれていいな、ユーマエル星人はよ」


    　挑発じみた批評も柳やなぎに風と受け流し、ルーティアは後ろに垂れた長いアホ毛を摘つまんだ。


    「この姿で注目して欲しいのは胸ではない……ここ、アホ毛だ。レイアーソル・星ほし上がみ陽ひ奈なはアホ毛を動力源にしていると聞く。人間体になるならばここにこだわらなくてはな」


    　カラミティーサタンも、陽奈のアホ毛は高く評価している。妙な人気があるレイアーソルのフィギュアは、アホ毛がツインテールへと可動変形する点が大きいと見ているほどだ。


    「まあな……。奴のアホ毛、ありゃあ、神がかり的な力に守られているとしか思えねえ」


    　陽奈が懸命にくせっ毛だと訴えるのも虚むなしく、全宇宙規模でアホ毛と認定されたそれは、敵からも脅威として見なされる始末だった。


    「だが、星上陽奈のアホ毛は二本だぜ。一本こっきりで勝つつもりかよ」


    　ぬかりはない、とばかりに、ルーティアはアホ毛の突端を摘み上げた。


    「よく見るがいい。私のアホ毛のほうが────長い」


    「ハッ、奴のアホ毛は自在に伸ばせる可能性もあるんだぜ。長さを恃たのむのは危険だろうが」


    「確かにな……。やはりお前は頼もしい、一いち分ぶの油断もせぬのだから」


    　ルーティアは視線を切るや、矢庭に部屋の隅を差した。


    「ところでサタン。それは一体何だ」


    　今度は自分が一杯食わせる番だとばかり、カラミティーサタンは自信を口くち許もとに漲みなぎらせる。


    「切り札だよ。次にあいつらと戦う時のためのな」


    　その言葉に呼応するかのように。


    　部屋の隅に置かれた、黒い影をまとった物体に──鋭い二つの光が灯ともった。


    



    　　★


    



    　そして夕方になり。陽ひ奈なのマンションでは、軽快にクラッカーが鳴り響いた。


    　気がついたらリビングに座っていた皇み月つきを横目に、陽奈はほっこりする。


    「……何ですか。……道に迷って、気がついたらここにいただけですが」


    「そっか、それじゃあ仕方ないね！　一緒に誕生会しよ！」


    　テーブルの上には、豪勢なパーティー料理が並ぶ。そこへ遥はるかは、手作りの焼きたてリンゴパイを運び、皇月へとフォークを差し出した。


    「ケーキの代わりじゃないッスけど……みつきち、りんご好きなんスよね？」


    　皇月は不思議そうに遥を見上げる。


    「はい、好物ですが……ケーキの代わり？」


    「私だけお祝いしてもらうの、悪いッス。みつきち、先月誕生日だったんスよね？」


    「──────！」


    　仰天する皇月。おそらく、遥は魔ま星せい少女オーディションで履歴書を見て覚えていたのだろう。


    「こんなんで悪いッスけど、みつきちもちょっと遅いハピバってことで！」


    　皇月はりんごパイにフォークを刺すと、そっと抱き締めるかのような優しさで口に運んだ。


    「あ、ありがとうございます……。こんなん、なんて……本当に美お味いしいです……」


    　ソファの横にある自分のバッグを引き寄せ、中から包装された小箱を取り出す皇月。


    「地ち平ひらさん……た、誕生日プレゼントです」


    「お～、マジッスかみつきち!?　すっげー嬉うれしいッスよ!!」


    「勘違いしないでください。自分のものよりちょっとだけサイズの大きなものを買ってしまったので、地平さんに譲るだけです」


    「ってことは、ついにみつきちもブラデビューッスね!!」


    　陽奈は、あえて皇月と一緒に買い物に行ったことを口にせず、自分の分も遥に渡した。


    「私も。恥ずかしかったんだから、あんたのサイズ買うの」


    「マナもブラジャー買ってきたぞー！　ゴリラカラーの黒いやつだからなっ！」


    　そして愛まな美みも続く。


    「全ての女の子がゴリラカラーと認識して黒い下着を着けてるわけじゃないッスからね!?」


    　皆、遥の希望どおりブラジャーのプレゼントだ。


    　遥はるかは三人から渡されたブラジャーを抱き締め、満面の笑えみを浮かべる。


    「ありがとッス、みんな……本当に嬉うれしいッス!!」


    　その笑顔に、初めてのランジェリーショップで経験した羞しゆう恥ちも浄化される思いだった。


    「ウマっちもさんきゅーッス、このチキンとか全部用意してくれたんスよね？」


    「さあ、知らないねえ……僕、誕生日っていう風習に興味ないし」


    　皇み月つきのお株を奪うようなウマちゃんの照れ隠し。さんざん誕生日回の必要性を疑問視しておきながら、ちゃんと番組の必要経費として、パーティーセットを用意してくれたのだ。


    「よっし！　みんなにブラもらったお礼に、今この場で装着するッス!!」


    　遥はおもむろに立ち上がり、腕をクロスさせてシャツを豪快にたくし上げた。


    「やめなさい、ウマちゃんは私の裸しか見ないことに決まってるんだから!!」


    「君のも別に見たくないよ!!」


    　外気に晒さらされた下着越しの胸が、躍動的に弾はずむ。──薄水色のブラジャーが眩まぶしい。


    　幾度となくセクハラの憂き目に遭ってきたが、遥の半裸を間近で見るのは初めてだ。


    　立ち上がり、遥に詰め寄ろうとした陽ひ奈なは、そのあまりの衝撃に腰を抜かしてしまう。


    「……………………………………でか……」


    　絶望がボキャブラリーを滅ぼし、本能からのシンプルな思いだけが言葉の体ていを取る。


    「遥、ほんとすごいなー！　どうやってそんなにでかくなったんだー!?」


    　愛まな美みの羨せん望ぼうの眼まな差ざしに応こたえるように、遥は腰に手を当てて仁王立ちして宣言する。


    「もっちろん、先輩に飽きることなく揉もんでもらうためッス!!」


    「私はあんたの胸を決して揉まない！　なのに、どうしてそんなにでかくなったのよ!!」


    　残酷なパラドックスを慟どう哭こくに変え、陽奈は無力感のあまり床を両りよう拳こぶしで叩たたく。


    　絶壁……もとい絶望の陽奈に、遥は凝りもせず甘えるように擦すり寄った。


    「ねーせんぱぁい。もー一個誕生日プレゼント欲しいッス」


    「シャツ着なさいよ！　つーかむしろブラのホック外してんじゃないわよ!!」


    　遥は未いまだ背中のホックを外し、腕を添えてブラジャーを支えている状態だ。ストラップが肩からしなだれているのが、たまらなく扇情的だった。


    「ちゅー、ちて？」


    　傍そばで見ていて惹ひき込まれる、渾こん身しんのおねだり。特番で特集する「あなたが選ぶあのドラマの名場面・名演技」で取り上げられるレベルの迫真さだった。


    「ちない」


    　傾国の誘惑であろうと真まっ向こうから切って捨てる荒あら肝ぎも。


    　陽奈はキスをせがむ遥から、アホ毛を靡なびかせて視線を切った。


    「なんでッスかなんでッスかせっかくのハピバなのにー！　ホントはプレゼントじゃなくてもしてもらう権利があるんスよ、そろそろ魔ま星せい力りよく補充してくれッス!!」


    　遥はるかが駄々っ子のように腕を振り回す。支えを失ったブラジャーは──


    「落ちる！　ブラが落ちる!!」


    　陽ひ奈なは咄とつ嗟さに遥のブラジャーのストラップを手の平で押さえた。


    「ちっ……おっぱいを押さえるかと思ったのに……」


    　何という計算高さか。ウマちゃんに他の女の裸を見せたくないという陽奈の習性を利用し、落ちかけたブラジャーを支えようと胸を掴つかむとシミュレーションしていたのだ。


    「ウマちゃんが言ってたのと違って、キスで魔ま星せい力りよくの定期補充って全然必要ないじゃない!!」


    「いや、それは僕も不思議なんだ……。ずっとそういう風に聞かされていたらから……」


    　陽奈は苛いら立だち交じりに背中のホックを留めると、素肌の腰をぺしんと平手で叩たたいた。


    「あふん、これはこれで！　……はー、いつになったらちゅーちてもらえるんスかね……」


    　八重歯を輝かせてけらけらと笑い、後頭部を掻かく遥。


    　天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で、気を迷わされたのだろうか。誕生日ぐらい、後輩の希望を叶かなえてあげたい……そんな人並みの優しさが、自分にあったのだろうか。


    　陽奈は、すうっと息を吸い込むと、


    「…………は、は、はくしゅんっ」


    　遥のおねだりとは比べもできない棒演技でくしゃみをし、転倒。


    　すれ違いざまに掠かする程度のささやかさで、自分の唇くちびるを遥の唇に押し当てた。


    「…………」


    　自分で提案し、自分で料理を用意し、皇み月つきには逆にサプライズをプレゼントするほど徹底した誕生日で、唯一最大のサプライズ。


    　遥は指で唇を押さえ、むぎゃー、と顔を押さえて床を転がる陽奈を呆ぼう然ぜんと見つめていた。


    「わ、わー……わー……」


    　愛まな美みが顔を真っ赤にして、驚きの声を漏もらす。ウマちゃんと皇月は、バツが悪そうに顔を背そむけるばかりだ。


    「……お、お誕生日おめでと、遥!!」


    　やけっぱちに吐き捨てる陽奈を見て、遥は目を潤うるませる。


    　その幸せそうな笑顔が邪悪に染まるまで、秒針の一微動さえ必要なかった。


    「あ───────────もう辛抱たまんね────────────────ッス!!」


    　四つん這ばいのまま驚異的な跳躍力で天井いっぱいに飛び上がり、陽奈に迫る遥。


    「つけ上がるなド変態がアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」


    　陽奈のハッピーバースデーフックが閃せん光こうの如ごとく疾はしる。


    「脾ひ臓ぞうッッ!!」


    　ダメージ箇所を的確に告げ、遥は床に突っ伏した。


    　もう、言うなら今の恥ずかしついでだ。陽奈は、自分の決意をウマちゃんに伝えた。


    「ウマちゃん……。遥はるかにはもう言ったんだけど、主題歌の件……みんなでやってみない？」


    　ウマちゃんを抱き上げると、思っていた以上に不安がこみ上げてくる。


    「え、いいの？　だって陽ひ奈な、目立つのが嫌いなんでしょう？」


    「発案した私が歌が得意じゃないから、みんなの負担のほうが大きいと思うし……頼ると思うけど、今回は私も、一生懸命やるから」


    　ウマちゃんは諸もろ手てを挙げて飛び上がり、陽奈の決断を歓迎した。


    「陽奈がそう言ってくれるなら、僕は何も異論はないよ！　みんなはどうだい？」


    　皇み月つきはりんごパイにフォークを刺しながら、無言でこくり、と頷うなずく。元々乗り気だった愛まな美みも、もちろん賛成してくれた。


    　気持ちが一つになり、陽奈は多幸感に包まれる。


    　寂しいほどに広かった部屋が、大切な友達と過ごす掛け替えのない場所になった今年。


    　主題歌────これまでの積み重ねの通用しない難しい新ジャンルだが、みんなと一緒ならきっと素晴らしいものができると思う。


    



    「……あの先輩、遥ちゃんがくたばりかけているのになぜそんな優しい目をするんスか……」


    　誕生日に生涯を終えかけながら、遥は力無く微笑ほほえむのだった。
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    10ｔｈ：アイドルな魔星少女。／Ａ‐ｐａｒｔ


    



    　騒がしい遥はるかの誕生日が過ぎ──三日後の放課後。


    　陽ひ奈な、遥、皇み月つき、愛まな美みは、ウマちゃんに同伴して太平洋上のとある無人島へと向かった。


    　海岸に転移してからは、陽奈がウマちゃんと共に先頭に立ち、未踏の森林へ分け入って慎重に歩いていく。


    「この辺のはずなんだけど……」


    　陽奈の胸に抱かれたウマちゃんが、きょろきょろと辺りを見渡す。


    「どうしてわざわざ無人島なんかに……青森県で歓迎するのに」


    　ウマちゃん以外では初めて会う、友好的な宇宙人だ。陽奈としては、愛する地元青森で迎えたかったのだ。


    　ウマちゃんは、超文明惑星の民の守るべき常識を説く。


    「地球を侵略に来る宇宙怪人が開けっぴろげなだけで、未開惑星に星間移動する時は関係の無い現地民の目につかないようにするのが礼儀だよ。それに、どうせ青森も無人島も大して変わらなんでもありませーん!!」


    　説明の途中で陽奈が冷たい指使いで頭を撫なでてきたため、ウマちゃんは継ぎ目なく言葉を繋つなげる職人芸でピンチを凌しのぐ。禁句とわかっていながらも、息を吸うように青森を軽んじてしまうのはウマちゃんの悪い癖だ。


    「あー、みーっけ！」


    　愛美が嬉うれしそうに指で指した先の木々の間から、人工的な光が漏もれて見えた。


    　陽奈とウマちゃんがイチャついている間に、開けた場所まで歩いてきていたのだ。


    　そこには、直径三〇メートルはあろうか……巨大な白い球体が鎮座していた。


    　支えもないのに揺るぎもせず、蛍ほたる火びのように淡く発光しているそれは、紛れもなくこの地球上の物ではない。ウマちゃんも確認した。


    「うん、間違いない。連絡にあった外観の宇宙船だ」


    　陽奈は目を輝かせ、宇宙船を見上げた。


    「わぁ……！」


    　好奇心に胸をときめかせて陽奈が近づくと、球体の前面に長方形の穴がぽっかりと開いた。


    『よ、ようこそ、皆さん……。どうぞ、中へお入りください……』


    　開いた穴から女の子の声が響き、中へと案内される。


    「だ、大丈夫ッスかね、すげー自信なさげな声だったッスけど……」


    　遥の言うように弱々しい口調が若干不安だが、案内どおり中に入ってみることにする。


    　新築のビル同様に磨き抜かれた床の廊下を、一同はしばらく進む。


    　その先に、ホールのように大きな部屋があった。


    「地球のオフィスビルと大して変わんねーッスね」


    　ホールの中心に大きめの会議テーブルに、オフィスチェアが一〇脚。周囲には、ホワイトボードやスチールラック。遥はるかの感想のとおり、オフィスビルの会議室といった風情だ。


    　陽ひ奈なたちが入り口で所在なく立っていると、反対側にある自動ドアが横滑りに開いた。


    　そこから出てきたのは、陽奈たちと同い年ぐらいの人間の女の子だった。


    「あの、こ、こんにちは……マ、マ、マ、マオンです……」


    　入り口で聞いた声だ。マオンと名乗った少女はびくびく怯おびえ、目を合わそうともしない。


    　くしゃっとした可愛かわいらしい銀髪と……目を怪け我がでもしているのだろうか、左目には眼帯。自信なさげな所作が、身につけた白いゴスロリ衣装とマッチしている。


    　ドアの縁に指をかけ、恐る恐るこちらを窺うかがうマオンに、陽奈は懸命にコンタクトを試みた。


    「そ、そんなに怯えないで……？　私たち、悪い宇宙人じゃないよ!?」


    　映画に出てくるモンスターのような、獰どう猛もうな宇宙人と勘違いされてはいないだろうか。


    「しゃーない、ここはみんなで着ているものを全部脱いで、敵意がないことを示そうッス。異文化交流で困った時はネイキッドボディランゲージッス!!」


    「言葉は通じてるでしょうが!!」


    　同調行動を強しいて自分を脱がそうとした企たくらみを曝あばき、陽奈は遥の脇わき腹ばらに肘ひじを入れる。


    　動揺しきりのマオンに助け船を出すように、もう一人少女がホール内に入ってきた。


    「ようこそ、地球の魔ま星せい少女の皆さん」


    　白に綾なされたマオンと対照的に──黒い少女だった。


    　髪は漆しつ黒こくに煌きらめき、アクセントにアホ毛が一束後ろに垂れている以外は、シンプルなロングヘアーなのだが……足首にまで及ぶ尋常ではない長さだ。


    　それでいて乱れもなく梳すかれているのだから、ケアにかかる時間は想像もできない。


    「うわあ、綺き麗れい……」


    　無意識のうちに感嘆を漏もらす陽奈。観察するだに、地球人離れした美び貌ぼうだ。


    　やや童顔だが目は鋭めで、意志の強さを感じさせる。完かん璧ぺきなモデル体型で、上が長なが袖そでなだけにミニスカートから露出した美脚が際きわ立だっている。その服装も、深めのＶネックの下にホルターネックドレスのようなインナーを着込んだ変わったもの。


    　少女は薄く微笑ほほえむと、よく通る声で自己紹介をした。


    「私はマオンのマネージャー、ルーティアだ。よろしく頼む、プロデューサー」


    「あ、よろしく……」


    　陽奈の胸からテイクオフし、ルーティアの側そばへと飛んでいくウマちゃん。


    「皆さんには敬語を使わねばならんのだろうが、どうもかしこまった言い回しが苦手でね……許して欲しい。それに、フランクなビジネス関係を築きたいしな！」


    　砕けた口調はともすれば横おう柄へいにもとられかねないが、ルーティアには嫌いや味みが全くない。むしろ、少年のような[image: ]はつ剌らつとした爽さわやかさがある。


    「いや、僕もそっちのほうが気楽だから、問題ないよ。ところで、マオン君のことはすでに聞いているけど、君もユーマエル星人だよね？　どうして人間の姿に変身を？」


    「そもそも、マオンが人間の姿でアイドル活動をする一番の理由は、彼女が君たち地球人に強く憧あこがれているからなんだ。マネージャーとして、私もその情熱に応こたえたくてね」


    　真ま面じ目めに話している時のルーティアは、一七～一八歳ぐらいの見た目でありながらやり手のキャリアウーマンのような聡明な印象が強くなる。不思議な少女だ。


    　ルーティアをまじまじと見つめ、陽ひ奈なとウマちゃんは率直な感想を重ねた。


    「実際というか、人間の姿でもそのぐらいに見えます……」


    「すごいなあ……僕、人間体は短時間しか維持できないから……」


    　ウマちゃんが人間体になる時子供の姿なのは、少しでも長い時間変身しているための工夫だ。ハイティーンの容姿への変身を恒常的に維持できるのはすごいが、欠点もあるようだ。


    「当然、訓練をしたよ。あまり人間体に慣れすぎると、元の姿に戻りづらくなるぐらいさ」


    　二人は同い年ぐらいに見えるが、ルーティアが来たことで、マオンも幾分か余裕ができたように見える。着座を促されたのを機に、陽奈はマオンとルーティアに挨あい拶さつをした。
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    「初めまして。先代魔ま星せい少女レイアーソルで、今はウマちゃんの妻ツマちゃんな星ほし上がみ陽ひ奈なです」


    「やめてくれないか、その物騒なフレーズを自在に操るのは!!」


    　ウマちゃんの抗議をスルーし、遥はるかも乗っかっていく。


    「その陽奈ちゃんの妻ちゃんな地ち平ひら遥ッス!!」


    　複雑な人間関係を誤解されないか懸念されるが、続く皇み月つきと愛まな美みはシンプルに名乗った。


    「朔さく良ら皇月です」


    「美み金かね愛美ー！」


    　それぞれの紹介を終え、陽奈たちは用意されていたオフィスチェアに座る。


    　テーブルの端から、ウマちゃん、陽奈、遥、皇月、愛美の順。ウマちゃんの対面にルーティア、何な故ぜか二つ飛んで皇月の対面にマオンが座っている。


    「皆さん、貴重な時間を割さいて来ていただいている。早速仕事の話に移りたい」


    　ルーティアは間を置かずに商談の口火を切った。


    「我わが社が『魔法少女リフレイアＳセカンド』のスポンサーになったこと、そして君たち魔星少女にユニットを作ってもらい、主題歌を担当してもらいたいとの希望はすでに聞いていると思う」


    　早口で連絡事項をおさらいするルーティア。


    「君たちは、ユーマエルが異星の人間に魔星少女の力を託す目的を、全部聞いているらしいね……ということは、ユーマエルでは娯楽が衰退したことも──」


    　陽奈はウマちゃんを窺うかがいながら、その問いに頷うなずいた。


    「はい、聞いてます」


    「ふふ、もっと楽にしてくれ。大英雄レイアーソルに畏かしこまられては、私も仕事を頼みづらい」


    「私は……英雄なんかじゃありません」


    「真の英雄ほど、そうして謙けん遜そんするものだ」


    　苦笑しつつ、ルーティアは話を戻した。


    「衰退した娯楽産業の中、もっとも打撃を受けたものの一つが音楽業界なんだ……。私は君たちの力を借りて、ユーマエルの音楽に活気を取り戻したい」


    　相あい槌づちを求めるようにマオンに視線を向けるルーティア。マオンは無言で何度も頷いた。


    「本来なら、君たちだけに歌ってもらうのが一番反響があるのはわかっているのだが……この我が社のフラッグシップアーティストであるマオンを引っ張ってもらうのは、魔星少女と一緒に頑張っているユーマエル星人の姿を、視聴者に見てもらいたいからなんだ」


    　陽奈は人気投票のコメントを思い出した。ウマちゃんに寄せられた中に、同胞が頑張っている姿を見て勇気が湧わく、とあった。ルーティアの目標も、よく理解できる。


    「そこで提案なのだが、二つのユニットを作って、マオンがＥＤエンデイングを、君たち地球の魔星少女にＯＰオープニングを担当してもらいたいのだ」


    　いともあっさり提案されたが、陽奈はおかしなことに気づいた。


    「ユニットって……マオンちゃんはソロじゃないんですか？」


    　不思議に思っていると、ルーティアはドヤ顔で自分へ向けサムズアップした。


    「私だ。私がマオンのユニットメンバーとして参加する!!」


    　思わず遥はるかが突っ込んだ。


    「あんたマネージャーさんだろッス!?」


    「いいじゃないか、私も歌いたい!!」


    　なかなかに立派な胸を、惜しみなく反そらすルーティア。


    「ちなみにもう、マオンのユニット名は決まっている。魔ま星せい少女の輪に加わらんとする見習い魔星少女という設定なので──『プリズム☆リング』だ。もちろん、この私が命名した!!」


    　ホワイトボードにもユニット名を書き、☆ほしの部分を指でなぞって強調するルーティア。


    「うぉーい名前に☆ほし入っちゃってるよッス……」


    　超文明惑星人のセンスに戦せん慄りつする遥。


    　見習い魔星少女とは面白い設定だが、名前に☆ほしを入れるとは直球すぎる。


    「そして、君たちのユニットなのだが……一つお願いがある」


    　怜れい悧りな眼まな差ざしで空気を引き締め、ルーティアは提案した。


    「魔星少女には変身せずその姿で……本人として、ユニットに参加して欲しいんだ」


    　思わぬ提案に、陽ひ奈なたちは仰天するが、皇み月つきは一人だけ納得がいったように頷うなずいた。


    「〝魔星少女〟としてユニットを組めば、それは番組にとって主題歌というよりキャラクターソングです。どうしてもメタフィクションな印象が生まれてしまいます……」


    「なるほどね……。地球のヒーロー番組で、作中のヒーロー名義で主題歌をリリースする例がほとんどないのは、そういうことなのか……」


    　ウマちゃんは一理ある、と頷いた。


    「っはー、仕事できる宇宙人さんって初めて見たから新鮮ッスねえ」


    　ツッコミはしているものの、遥もルーティアには好印象のようだ。


    　ウマちゃんがそのところてんじみた前脚で自分を指し、無言のアピールをしている。


    「ルーティアも見たッスよね？　番組に何度か出てた、悪の魔星少女のカラミティーサタンっているじゃねーッスか。あいつがもー、プロだベテランだ自慢してるくせにそりゃもー口だけっ娘こなんスよ！　仕事のできるオンナって、やっぱこういう感じだな～って思うッス!!」


    　今まで散々嫌いや味みを言われてきた宿敵を例に挙げ、けらけらと笑う遥。


    　すると何な故ぜか、それまで不安げにしていたマオンがテーブルに両手をついて立ち上がった。


    「ッおま……!!」


    「マーオンっ」


    　食い気味にルーティアに名前を呼ばれ、マオンは愛想笑いを浮かべて座り直した。


    「おま……？　あらやだこの娘、下ネタアイドル路線で売ってくつもりッスかぶうっ!!」


    　一人だけ意味がわかった陽ひ奈なが、遥はるかの脳天に手しゆ刀とうを打ち下ろす。


    「マオンはたまにこうして唐突に発声練習をする時がある。許してやって欲しい」


    「す……み……ま……せ……ん……!!」


    　マオンは肩を震ふるわせながら詫わびた。


    　発声練習というよりは、遥に向かって何か叫びかけていたように見えたが……。


    「具体的なことはこれからのやりとりで決めていきたい。それぞれの曲のことや、ステージ衣装、ポスターやＣＤのジャケット撮影などもね」


    　超文明の宇宙船の中で話題に挙がった記録媒体名に、陽奈たちは驚きを隠せない。


    「ええっ!?　ウマちゃんの星、そんなに文明が発達してるのにＣＤで音楽発売してるの？」


    　目立つのは遠慮したい。写るなら見切れるぐらいで！と願う陽奈。


    「いや、僕の星では一度とっくにＣＤ文化は廃すたれたけど、今またリバイバルブームでね。コレクションのためにパッケージを求める人が多いんだ」


    「……何スかこの、デジタル音楽全盛期にあえてレコード嗜たしなんじゃう俺カッケーみたいな上から目線」


    　文明の流転が辿たどる相似点を嘆く遥。


    「主題歌ＣＤのパッケージングの際は初回特典として、特製の魔星紙片スターピースを封入しましょう」


    　皇み月つきは、早速販売形態のアイディアを提案している。


    　隙すきあらば、いや針の穴ほどの隙さえなくとも、おもちゃの販促は敢行していくスタイルだ。


    「ところでそちらのお嬢さん……美み金かね愛まな美みくんといったか」


    　ルーティアは、自分のノートＰＣでメモをしている愛美に話しかけた。


    「ふぇ？　マナ？」


    「うむ。君はこの先、何話頃ごろに魔ま星せい少女になる予定なんだ？　よければ教えて欲しいな！」


    　まるで子供のような無邪気さで聞いてくるルーティア。


    「……あ……その、マナは……」


    　陽奈は、動揺する愛美に先んじて事情を説明した。


    「愛美ちゃんは魔星少女にはなりません。後方支援の、脚本担当のメンバーですから」


    　ルーティアは、ふむ、と顎あごを撫なでる。


    「そうなのか？　少し残念だな、仲間が増えていく今の展開は見ていて楽しいんだ」


    「あ、あの、マナは……」


    　言葉を失い、しゅんとなってしまう愛美。『魔星少女リフレイアＳセカンド』の視聴者の貴重な生の感想だが、愛美にとっては辛い期待だろう。


    「きっと君は、すごく可愛かわいい魔星少女になると思ったんだが……いや、差し出がましいことを聞いてすまんね──」


    　愛美に向けたルーティアの瞳ひとみが──陽奈には、やおら悪あく辣らつな凍度を帯びたように見えた。


    　ルーティアは、今後のスケジュールを印字した用紙を全員に資料として渡していった。


    「え、この……ライブって何だい!?」


    　ウマちゃんが思わず聞き質ただす。スケジュールを眼でなぞっていくと、最後の予定に「ミニライブ」とある。


    「曲のお披ひ露ろ目めライブだ。地球時間で六月二十八日の日曜日を予定していて……その模様を生放送でユーマエルに流す。つまり、本放送を一時間に拡大した特番方式だな」


    　そして翌七月の２クール目から、その主題歌に切り替わるというわけだ。


    　確かに地球でなら、こういったリリースイベントは常じよう套とう手段だが、素しろ人うとの陽ひ奈なたちにとっては未知の領域だ。無言で顔を見合わせ、再び資料をまじまじと見つめる陽奈たち。


    　一同の困惑を感じ取ったのだろう。ルーティアはおもむろに席を立ち、深々と頭を下げた。


    「君たちには負担をかけるが……どうか、よろしくお願いする!!」


    　陽奈は恐縮し、かぶりを振る。


    「今まで魔ま星せい少女って、戦いを通じてしかユーマエルと繋つながれなかったから……私、今回の主題歌の仕事って、すごく意義のあることだと思ってます」


    　ある意味丸投げをされた形のこのプロジェクトに、陽奈は大きな価値を感じていた。


    「…………そうか、それは頼もしい……よろしく頼む！」


    　握手を求めるルーティア。ざっくばらんな人となりだが、内に秘めた熱い情熱は伝わる。


    　その後、具体的な進行予定や今後の連絡方法などを密に確認し合い、お開きに。


    　陽奈たちは期待と不安を綯ない交まぜに抱かかえながら、ルーティアの宇宙船を後にした。


    



    　森林を抜けて戻りつつ、行きで疑似空間転移穴アナザアライヴアの出口に使った海岸まで戻ってくる。あらためて宇宙船のあった森を振り返り、遥はるかが懸念を吐と露ろした。


    「作詞から作曲から衣装も自前でって、なかなかハードッスねえ～」


    　最後に確認した予定で少なからず陽奈たちを驚かせたのが、作詞に作曲・衣装デザインなど、大半を陽奈たちに任せるということだった。


    　とはいえ、遥の口調は弾はずんでいる。基本的にお祭りノリは大好きなのだ。


    「ごめんね……娯楽が衰退して、どの業界も制作ノウハウが壊滅状態だからさ……。でも、僕たちが番組で色々と新しいことをしているのを見て、マオンとルーティアみたいに自分たちも──ってやる気になってくれるのは、すごく嬉うれしいよ」


    　ウマちゃんもまた、陽奈と同じく一大事業に胸ときめかせていた。


    「地球からユーマエルに、歌のライブ中継かあ……。僕、歴史的なイベントに関かかわっている気がするよ」


    　容易たやすく宇宙旅行をできる文明を持ちながら、ライブ一つでこの大おお袈げ裟さな反応が可愛かわいい。陽奈は胸に抱き締めたウマちゃんを、よしよしと撫なでる。


    「そうなると、一度はこの星のライブを実際に見ておきたいなあ」


    　盛り上げ方や演出の勉強をしたいと言うウマちゃんに、皇み月つきが提案する。


    「……仕方ありませんね……私、次の日曜日にとあるライブに行くのですが、よければ皆さんもご招待しましょうか。知り合いのツテで、無料招待券が何枚かあるのです」


    「みつきちがライブ……!?　意外とアクティブだったんスね……。ちなみに、場所は？」


    「埼玉ハイパーアリーナです……！」


    　皇月は心なしか興奮気味に答えてくれた。


    「さいたま……」


    　陽ひ奈なは昨年戦いで訪れたことがあるが、空間移動し、事務的に宇宙怪人を倒して直帰しただけで、県の全容は知らない。遥はるかは、月面と同じような場所だと言っていたが……。


    「むふふ～。みつきちも、意外とアイドル活動ノリノリで手伝ってくれるみたいッスね？」


    　頬ほおを指でつついてくる遥を、煩わずらわしそうに一いち瞥べつする皇月。


    「媚こびた内容に変えるつもりはありませんが……私の動画の再生数を上げるために、アイドル活動はよい経験になるかもしれません。これまで同様、暇を見て手伝うぐらいはします」


    　例によって素直ではないが、皇月も協力を確約してくれた。


    「そのライブですが……開場が午前一〇時ですから、始発の新幹線でぎりぎりです。大人数ですので、余裕をもって移動できるよう……今回は、星ほし上がみさんの魔ま星せい術じゆつに頼りたいのですが」


    「いいわよ。チケットをもらうんだから、そのぐらい任せて！」


    　以前は旅程を楽しむという空気を読まずに提案した瞬間移動だが、今回は皇月の要望に応こたえるとしよう。


    　遥は隣を歩いていた愛まな美みの肩を優しく叩たたいた。


    「マナっちも行くッスよね？」


    「……え？　あ……う、うん……」


    　陽奈は、珍しく愛美がおとなしいのが気にかかった。ルーティアたちとの話し合いが終わった頃ころからか、しょんぼりとしていて何か思い詰めているようだ。考えすぎならいいが……。


    



    　　★


    



    　陽奈たちが帰途に就き、マオンと二人きりとなったホールで……ルーティアは、つまらなげに吐き捨てた。


    「……星上陽奈か……。『楽しんで番組を作りたい』などと、フッ……幼稚な……」


    　マオンは、テーブルに両りよう肘ひじを立て、手の甲で頬ほお杖づえをついた。


    「あの子は……レイアーソルは、いつもあんな風に言ってるってば……」


    　広げた五指で自みずからの表情を遮さえぎるルーティア。指の隙すき間まから垣かい間ま見みえる双そう眸ぼうが、妖あやしく光る。


    「お前との戦いの中で『楽しんで番組を作りたい』と口走ったのを聞いてはいたが……変身前も変わらずそう言うということは、脚本や演出ではなく、あれが奴やつの本心ということか……」


    　隠された貌かおの下から、冷たい声こわ音ねがうすら寒く響く。


    「──困るな。闘争よりも意義のあるものを見つけてしまっては」


    「……あなた……レイアーソルを、どうしたいの……？」


    　頬ほおに一筋の冷や汗を伝わせながら、訝いぶかしむような囁ささやきを零こぼすマオン。


    「いや、なんでもない」


    　ルーティアは髪を掻かき上げると、テーブルに置かれた資料へ意味ありげな視線を落とした。


    「とにかく、後は極力奴らの前には姿を見せず、ヴァンド＝エイドを使って揺さぶりをかけてゆくぞ、マオン」


    「……わかった……」


    　指示には従う。それが仕事だ。ドライな関係を尊たつとぶのもわかる。それが安全だからだ。


    　しかし、情緒不安定を自覚しているマオンですら、時折ルーティアが危うく見える。


    　ルーティアの軽んじる幼稚な感情、彼女もまたそれに振り回されているのではないかと。


    



    　　★


    



    　埼玉県の新幹線駅、大おお宮みや。


    　東北新幹線はやぶさが停車するので、青森県から埼玉県に向かう場合はここで下車をすることになる。


    　その大宮駅のほど近く、人ひと気けのない空き地に、極彩色のゲートが出現した。


    〝空間〟の魔ま星せい術じゆつの応用、疑似空間転移穴アナザアライヴアで、陽ひ奈な、ウマちゃん、遥はるか、皇み月つき、愛まな美みはライブの開場時間の一時間前、無事埼玉県に到着した。


    「なんだ……じっくり見ても、やっぱり全然月面みたいじゃないじゃない、遥！」


    　辺りを見渡し、陽奈はほっと安あん堵どする。逆に遥は、自業自得に打ちひしがれていた。


    「その場の勢いで言っただけの冗談が、こんなに早く現地で真偽を確かめられるなんて思わねーじゃねーッスか……よよよよよ……」


    　皇月は定位置として陽奈に抱かれているウマちゃんに声をかけた。


    「さあ、ウマさんは人間体に変身してください。あなたの分のチケットもありますので」


    「うん、そうさせてもらうよ」


    　ウマちゃんは陽奈の手を離れてふよふよと浮遊すると、魔ま星せい力りよくの光彩が全身を包んだ。


    　粘土を捏こねるように身体からだ全体が変化していき、人間のシルエットで固定。


    　小学校低学年の男の子ぐらいの外見の少年に変身が完了した。


    「…………」


    　皇み月つきは人間体になったウマちゃんにしばし見とれていたが、陽ひ奈なの視線に気づいたのか、ぎこちない足取りで歩き出した。


    　皇月の視線の意味など当然気づいていないウマちゃんは、気品と可愛かわいさを併あわせ持った幼い少年の人間体を元気に駆動させ、皇月の後を追うように歩いていく。


    「おー、久々に見たな、ウマトー！」


    「……何それ愛まな美みちゃん、人型のウマちゃんだからウマ人ト？」


    「そーそー、陽奈たんたちも変身したら名前が変わるんだからさ、ウマ助も変わるべきじゃん！　番組でもそのほうがわかりやすいと思うぞー!!」


    　ルーティアたちとの会議以来、少し元気がなさそうだった愛美だが……今日は調子を取り戻したように見える。とりあえず一安心だ。


    　それに彼女の言うことにも一理ある。ウマトちゃん……語感もいい。


    　元々、ウマちゃんという名前も、本名はやたらと長くてしかも発音がしづらいということで、陽奈が名付けたものだ。


    　マオンやルーティアの本名も、やはり同じように複雑なのだろうか……。


    



    　多目的ホール・さいたまスーパーアリーナは、最寄りの駅から徒歩数分の好立地。


    　歩き始めてすぐに全景を視認し、遥はるかは皇月に質問する。


    「そいでみつきち、今日はどんな人のライブなんスか？　大物アーティスト？　それともアイドルッスか？」


    「見てのお楽しみです」


    　聞くまでもなく、その答えは会場の敷地内に足を踏み入れる頃ころには目視できた。
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    　雄お々おしいスーツを身に纏まとったヒーローたちの垂れ幕が、エントランスの上にかかっていた。


    「…………」


    「…………」


    　陽奈と遥は半笑いで垂れ幕を見つめる。


    　玩がん具ぐメーカーの社長の娘である皇月が知り合いから入手できるチケット、と考えれば、容易に予想はついたはずなのだ。


    「何か？　不満でも？」


    　皇月にジト目で見られ、陽奈は慌てて手を振る。


    「い、いや、こういうの初めて来たから驚いちゃって……」


    「実は、私も初めてです」


    　垂れ幕から、エントランスのビジュアルボードまで、忙せわしく視線を移ろわせる皇み月つき。足取りも、スキップをするような軽やかさだ。興奮を隠しきれていないのが、ありありとわかる。


    　入り口でチケットを見せると、他の入場客の流れとは違うほうに案内され、陽ひ奈なたちはそれに従った。


    



    　正直に言って、陽奈は気楽に構えていた。


    　子供向けのヒーロー番組のライブなのだから、ショッピングモールのヒーローショーや握手会にちょっとした生演奏がついたぐらいの規模なのだろうと。


    　しかし──会場は、それこそ遥はるかが例えに出した大物アーティストのライブと比べて遜そん色しよくないほどに、熱気の渦に包まれていた。利便性で選んだだけで、規模が大きすぎるのではとさえ考えていた会場だが、その広大な観客席には空きを見つけられないほどの超満員だ。


    　まだ始まってもいないのに、会場はえも言われぬ高揚に包まれている。


    　皇月のチケットは関係者招待席だったらしく、ステージ近くの一等席だ。


    　ステージ上でＭＣの前説が終わり、照明が落とされると、陽奈は隣の皇月に小声で言った。


    「す、すごいね皇月ちゃん……」


    「…………」


    「皇月ちゃん？」


    「は、はい……」


    　皇月が震ふるえているのを察知し、陽奈はその小さな手に自分の手を重ねた。


    「！」


    　驚き、肩を震わせる皇月。しかし、振り払ったりはしてこず、素直に本心を吐と露ろしてきた。


    「……これより大規模なヒーローライブのＤＶＤを、毎年見ているのですが……」


    　むしろ、これで最大規模でないとは、底が知れない。


    「実際に会場へ来ると、映像で見るのとは全然雰囲気が違って……」


    　皇月が心細そうに息を呑のんだ直後、怒号のような歓声が沸わく。ライブが始まるのだ。


    　曲のイントロが流れた瞬間──皇月は、ぱあっと顔を綻ほころばせた。慣れ親しんだヒーロー作品の曲の前奏が、雰囲気に呑まれていた皇月の緊張を解ほぐしたのだろう。


    　会場と一体になれた皇月の微笑ほほえみを見て、陽奈も自然と表情が緩ゆるんでいった。


    



    　ライブは現在放送中のヒーロー番組だけではなく、過去作からも主題歌を担当するアーティストを招き、代わる代わる演奏していく。


    　陽奈の想像した、ヒーローショーという例えは一概に間違いではなかった。


    　アーティストの熱唱を彩るように、袖そでからスーツを纏まとったヒーローが登場し、番組さながらのアクションで観客を魅せる。圧巻の光景だった。


    　隣でウマちゃんが嬉うれしそうに頷うなずいている。演出のヒントを掴つかんだのかもしれない。


    「……、……」


    　夢中でサイリウムを振る観客たちに倣ならうように、皇み月つきも肩でリズムを取り始めた。


    　そんな皇月に、横から白い棒が差し出される。


    「みんな、サイリウム振ろうよー！」


    　愛まな美みが背負っていたデイパックを下ろし、中から何本ものサイリウムを取り出していく。


    「どうしてこんなに何本も……？」


    「んーとね、前に東京でやった男性声優のライブ行った時に買ったんだー。いっぱい応援できるように、両手の指に挟んで八本一気に振ったー！」


    「作家志望の握力すげーッスね……」


    　以前、ノリだけで東京の出版社に一人旅していたことといい、愛美はよく遠出をしているようだ。


    　皇月は愛美のサイリウムをありがたく借り受けた。使い捨てタイプではなく、ボタンで一五色ほどに変えられる高機能だ。早速、ステージで舞うヒーローのパーソナルカラーと同じ赤色に調光。胸の前で控え目に振り始めた。


    　鼓膜をつんざくような大声量が、間断無く響く会場。気持ちがどんどん昂たかぶっていく。


    　ステージは無数幾色の光条で彩られ、視覚からも鮮烈な刺激をもたらす。


    　熱量が。咆ほう哮こうが。会場を支配する全てが、思考を心ここ地ちよく白に染め上げる。


    　ステージ上で気持ちのよい笑顔で熱唱しているアーティストと、そのバックバンド。彼らを自分や遥はるか、皇月に置き換えてみる。


    　それだけで──陽ひ奈なは、足が震ふるえてきた。


    　彼らは一万五千の観客を前に堂々と歌い上げている。ものの数分の一曲が世に出るまでに、どれだけ多くの人が携たずさわっただろう。


    　そしてその一曲一曲を今日この場で歌い上げるために、どれだけ多くの人が準備に関かかわっただろう。


    　　陽奈は七〇億という人類の命を双肩に預かり、一年の間戦ってきた。


    　しかし、ただの一度として、その重みを肌で実感できたことなどなかった。


    　今……陽奈は初めて、「番組を作る」という怖さを肌で感じていた。


    　自分の〝仕事〟を、大勢に見てもらい、楽しんでもらうということの責任を。


    



    　数十分、いや、一時間にもなろうか。会場の熱気が最高潮に達しようというその時。


    　堅固なスタジアムホールが、断続的に震動する。地震というより、まるで象か何かが歩いてくる音のようだ。


    「な……何!?」


    　曲の終わりを狙ねらったかのように、ステージ袖そでから二体の怪人が身を躍らせる。轟ごう音おんは、想像に違たがわず巨体が地を踏みしめる音だった。


    　にわかに沸わき立つ観客たち。当然、ステージ上のヒーローの活躍を盛り上げる敵役、演出として用意された怪人だと思ったのだろう。


    　怪人相手に颯さつ爽そうと大立ち回りを繰り広げるかと思いきや、ヒーローは困惑し、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように一歩も動かない。


    「ウッェ──────────────イ！　俺はミゼラブルヘッジホッグ！　お前らに本当の音楽を教えてやるぜェ──────────────イ!!」


    　怪人の叫びでスタジアムはさらに激しく震ふるえ立つ。周囲の照明が割れ、セットが破損する。


    　ついに演出ではなく、本物の異い形ぎようであると悟ったが最後。会場は大パニックに陥おちいった。


    　楽器を蹴け倒たおし、セットを押しのけ、我わが物顔でステージの中央に仁王立ちする怪人たち。


    　ヒーローたちはステージから飛び降り、腕を振ってアーティストや観客を先導する。動揺しながらも怪人たちを見据え、観客たちを出口まで誘導するのは、勇気ある行動だった。


    　叫んでいるほうの怪人は、ハリネズミのような見た目で全身凶悪に棘とげ張ばっている。


    「避難させるなし、ミゼラブルヘッジホッグ！　だっからまず出入り口を固めろちゅーたじゃん？　俺は観客をもう一度ここに呼び戻すからさ、お前ライブの準備しとけよん？」


    　ミゼラブルヘッジホッグの他のもう一体が、ステージから降りて出口へと足早に向かう。


    　こちらはどこか、トカゲを思わせるフォルムだ。


    「オッケウェ────イ」


    　一万五千からの観客が、大波が引くかのように出口へと消えていく。


    　許されざる侵犯によって夢の時間は儚はかなく瓦が解かいし、会場は望まぬ静寂を取り戻していった。


    「…………アンニャロ……」


    　遥はるかが拳こぶしを握り締め、右手にコスモチェンジャーを実体化させる。


    　ステージの上で夢を与えていたヒーローたちは、姿を消してしまった。


    　それでいい。彼らは、地球の子供たちの笑顔を守る存在。


    　宇宙より罷まかり越した怪異から現実の地球を守るのは────魔ま星せい少女の役目だ。


    　そしてここに、誰よりも烈はげしく怒りを燃やす少女がいた。


    「ライブを……」


    　皇み月つきもまた、いつの間にか右手にコスモフォンを握り締めている。


    「ライブを…………!!」


    　気紛れな子こ兎うさぎのように、いつも無感情と優しさを綯ない交まぜにした穏やかな表情を崩さなかった皇月が──今はっきりと、凶徒への怒りを露あらわにした。


    　遥が左手に〝地球〟の魔星紙片スターピースを構えると同時。


    「────今回は私も行きます、地ち平ひらさん」


    　皇み月つきは、その静かなる怒りを体現するような静寂の美星、〝月〟の魔星紙片スターピースを手にしていた。


    「彼らを、許すわけにはいきません」


    　未いまだ、正義か悪か定まらぬ身なれど……無法の者を裁く熱き信念は、しかとその五体に刻まれている。少女の迸ほとばしらせる澄み切った熱情に、遥はるかも笑顔で応じた。


    「……おう！　利害が一致した〝共闘〟ってことッスね！」


    　二人の少女は図らずも同時に一歩踏み出す。


    　遥は魔ま星せい変換器コスモチェンジャーに変身魔星紙片トランススターピースを装そう填てんし。


    　皇月は、魔星通信機コスモフォンに魔星紙片スターピースを読み込ませた。
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    　それぞれの変身ガジェットが、装填された魔星紙片スターピースの秘めたる力を電子音声で読み上げる。


    「スタートランス！」


    「……スタートランス」


    



    　《《 [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]スターティン ， [image: ][image: ][image: ][image: ]スター　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]トランス．》》

  


  [image: ]


  
    　陽ひ奈なたちが見守る中、二人の身体からだが激しい光輝に閃せん滅めつする。


    　先ほどまで会場を飛旋していた数多あまたの光に負けぬよう。邪悪にもたらされた闇やみから、輝きを取り戻すよう────。


    「ウェーイ!?」


    　ミゼラブルヘッジホッグが驚きの声を上げる。


    　光を会場つぶさと爆裂させる、眩まばゆい星の輝きに守られた二人の少女。


    　宇宙にはびこる邪悪を滅ぼす、星の魔法の担にない手・魔ま星せい少女。その最高位たる存在・リフレイアの名を現代に受け継ぐ戦士──。


    　レイアーテラ、そしてレイアールナが、燦さん然ぜんと降臨した。


    　二人は胸のコズミックオーブに手を触れる。その輝石から引き抜かれた武装アームド魔星紙片スターピースを、コスモチェンジャーとコスモフォンへと導いた。
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    　光の尾を引き、空中でクロスして二人の元へと飛来する武装。


    　地球銃クロノブラスター、月光弓アルテミアロー。


    　それぞれの武器をその手に握り、レイアールナは即座に相対すべき敵を振り分ける。


    「レイアーテラは外に出たほうをお願いします。私は……」


    　皆まで言わせず、レイアールナの背中を叩たたいて気持ちよく送り出すレイアーテラ。


    「よっし！　ライブを台無しにした張本人におしおきしてやれッス、レイアールナ!!」


    「はい」


    　深く静かな激情を小さな総そう身みに滾たぎらせ、レイアールナは花道を歩む。


    　観客もなく、歓声もなく、静寂の只ただ中なかを切り進む──真打ちは、その瞳ひとみで唄うたう。


    　傲ごう然ぜんとステージを汚した邪悪を、断じて許さぬと。


    「ウェ～～～～イ」


    　煽あおるようにレイアールナに指を突きつけるミゼラブルヘッジホッグ。その筋肉質な頬ほおを、光の矢が無慈悲に掠かすめていく。


    「──ウェーイじゃないでしょう」


    「ウェーイ……!?」


    　遅れて感じ取った畏い怖ふに、ミゼラブルヘッジホッグが冷や汗を流す。


    　弓矢形態・アローモードのアルテミアローの構えを降ろすと、皇み月つきはステージの中心に飛びたった。頼もしいほどに眼が据わっている。


    「座りなさい」


    「ウェ～～～～イ？」


    「座りなさい」


    「ウェイ……」


    　沈ちん鬱うつに「はい」と肯定するようなトーンで頷うなずき、ミゼラブルヘッジホッグは正座をした。


    「何な故ぜ、ライブの邪魔をしたのですか」


    「ウッ…………ウェ────────イ!!」


    　真ま面じ目めに諭さとしてくるだけなので勢いで乗り切れると思ったのか、レイアールナに向かい突進しようとするミゼラブルヘッジホッグ。


    　その足元にアルテミアローの光矢が猛然と突き刺さり、はひっと悲鳴を上げる。今度は土下座でもする勢いで即正座し直した。


    「何故、ライブの邪魔をしたのですか」


    「その、侵略が仕事なので……仕方なく……」


    　静かなる怒りほど恐ろしい。ミゼラブルヘッジホッグは恥も外聞も捨て去り、素に戻って弁明する。


    「仕方なく？　嬉うれしそうにウェーイって叫んでましたよね」


    「はい、めっちゃウェーイって叫んでました……実は楽しんでやってました……」


    「みんな、今日をどれだけ楽しみにしていたか……今日、どれだけ楽しんでいたか……少しでも考えて、邪魔をしたのですか」


    「ウェーイ……」


    「何がウェーイですか。そんな道は知りません」


    　幼女にマジ説教をされるというご褒ほう美びに全身を震ふるわせ、ミゼラブルヘッジホッグはその名のとおりみじめに言い訳を重ねる。


    「シンガーソングライターを目指して頑張ってたんですけど、気づいたらもうおっさんになってて、時代に取り残されてないか常に不安で……。せめて言葉遣いだけでも若者っぽくしようと思って、それでウェーイって……頑張ってます」


    　浅はかな若作りだが、理由を聞くだにひどく物悲しい。


    「それに何ですか、ミゼラブルヘッジホッグとは。無駄に長くて言いづらい」


    　仕舞いには、怪人の名前にまで駄目出しをし始めた。皇み月つきの怒りの程が窺うかがえる。


    「そう言われましても、組織に入ったらそう名付けられたので……はい……」


    「……名付けられた？　あなたたちは宇宙怪人は、組織で名前を変えると？　では、今まで聞いた名前も全部本名ではない……コードネームということですか？」


    　ミゼラブルヘッジホッグは何故か、しまったとばかりにわなわなと震え、弾はじけるように勢いよく立ち上がった。


    「ウ…………ウェ─────────────────イ！　お説教タイムは終わりだ！　俺様のライブを聞かせてやるぜ───────っ!!」


    　あたかも失言をかき消すかのように。


    　両りよう拳こぶしを握り締め、全身の筋肉を隆起させる。その勢いで、身体からだに纏まとった棘とげが伸長した。


    　棘は次々と発射され、ミサイルのように尾を引いてレイアールナに殺到する。


    　その風切り音は不快ながらもリズムを刻み、さながら音楽のようにステージに響きわたった。


    「……このステージで、そんな不愉快な演奏は許容しません」


    　レイアールナはアルテミアローをハープモードに変形。


    　しなやかな指で光の弦げんを爪つま弾びき、壮麗な音楽をステージに響かせた。


    　魔ま星せい力りよくを纏って放たれた音おん子しは、音の壁を形成。ミゼラブルヘッジホッグのミサイルを正面から受け止め、誘爆させていく。


    　油断なく敵を見据えるレイアールナに、ウマトちゃんからの念話が届いた。


    『レイアールナ！　君も〝大魔星術マキシマギアス〟を使って、その無法者に天罰を与えてやれ!!』


    　ステージ上から目端で関係者席に視線を送る。


    　幼い少年の姿のウマトちゃんに遥はるかよろしく力強いサムズアップをされ、レイアールナは密ひそかに頬ほおを染める。


    　それも一瞬のこと。戦士の眼に戻った彼女は、溢あふれる悪への怒りを左手に結晶させた。


    「ありがとうございます、ウマさ……ウマトさん。必殺技、〝大魔星術マキシマギアス〟の魔星紙片スターピース……私はこういうものを待っていました」


    　アルテミアローをアローモードに変形させ、ステージ高く投げ上げるレイアールナ。


    　その間に腰のポーチからコスモフォンを取り出し、〝大魔星術マキシマギアス〟の魔星紙片スターピースを読み込ませる。
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    　コスモフォン自体が激しい光に包まれ、レイアールナの全身に魔星力が充じゆう溢いつしていく。


    　落下して来たアルテミアローを目線もくれずに受け止めると、レイアールナはその聖なる弓の柄つかのジョイント部へ、コスモフォンを合体させた。


    　コスモフォンの液晶画面はさながらライフルのスコープのようにミゼラブルヘッジホッグを捉とらえる。


    「く……俺よりもイカす音楽を奏でるなんて……認めない……ウェ───────イ!!」


    　焦燥に駆られ、ありったけの針ミサイルを発射するミゼラブルヘッジホッグ。


    　ウサ耳型ヘッドギア・ルナティッククラウンによって研ぎ澄まされているレイアールナの索敵能力は、コスモフォンとの連動でさらに完全なものとなる。


    　無軌道に襲い来る無数のミサイルは──アルテミアローにジョイントされたコスモフォンの画面上で、ことごとくロックされていった。


    　真四角のロックアイコンが、画面の中で踊るようにミサイルを捉とらえ、照準を合わせていく。


    　レイアールナは引き絞った光の矢を──決然と目を見開くと同時、解き放った。


    　光の矢は弾はじけ、無数の流星となってミサイルを呑のみ込んでいく。


    　ただの一発も取り零こぼすことなくミサイルを誘爆させた矢は、最後に再び一つの矢と結集し、ミゼラブルヘッジホッグを貫つらぬいた。


    「ウェ、イッ……!!」


    「………………ミーティアスアロー」


    　残心の如ごとく紡つむがれた言葉が、厳おごそかに決着を告げる。


    「ウ…………ウェ──────────────────イ!!」


    　断末魔の叫びを上げる怪人を一いち瞥べつもせず、レイアールナは髪をなびかせて踵きびすを返す。


    　背後に背負った大爆発は、完全勝利の証あかし。


    　シンガーソングライターを目指したウェーイは、まだ見ぬ大舞台の上で散った──。


    



    　レイアールナの快勝を見届け、グッと拳こぶしを握り締めるウマトちゃん。


    「……あれ、陽ひ奈なたんがいないよ？」


    　同じく戦いを見届けた愛まな美みが隣を窺うかがうと、いつの間にか陽奈の姿が消えていた。


    



    　　★


    



    　アリーナからほど離れた場所──けやきの木が樹立する広場で、カラミティーサタンはもう一つの戦局を見守っていた。怪人が暴れているせいで、周囲には人っ子一人いない。


    　爆音を聞き、スタジアムのほうへと顔を向ける。


    「おーおー、レイアールナのほうは快勝したみてえだな……やっぱやるぜ、あいつは」


    　やはり、仮にも仲間である宇宙怪人が撃破されても、微み塵じんの哀情も垣かい間ま見みせない。


    　一方でスタジアムの外に出た怪人を相手取り苦戦しているレイアーテラに、カラミティーサタンは嘲ちよう笑しようを向けた。


    「相変わらず、青のほうは苦戦か……。どうしたもんかね、あの華のなさは」


    



    「──いると思った」


    



    　総そう身みを両断するかのような闘気を察知し、カラミティーサタンは血相を変えて振り返る。


    「……何ッ!?」


    　そこに立っていたのは、ツインテールを靡なびかせる太陽の戦士──先代魔ま星せい少女、レイアーソルだった。


    「スポットライティアとの戦いが序盤の頃ころ……レイアーテラの戦いを間近でずっと監視してたでしょ、あんた」


    　けやきの木の奏でる静かなさざめきに守られながら、ゆっくりと歩を進めるレイアーソル。


    「それで今回もどっかで見てると思って捜してたってわけか。……正義の味方さんが賢さかしく立ち回るのは興きよう醒ざめだぜ？」


    　カラミティーサタンの軽口を気にも留めず、レイアーソルは胸の宝玉に触れ、武装アームド魔星紙片スターピースを引き抜いた。


    「どんな襲撃ならいいなんてことはないけど……今日のことは絶対に許せない。あんたは、私の友達の笑顔を曇らせた」


    　レイアーソルは、武装アームド魔星紙片スターピースを叩たたきつけるようにコスモチェンジャーに装そう填てんする。
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    　天に掲げた右手を勢いよく振り降ろすと、炎の軌跡から武装が出現した。


    　太陽を象かたどったステッキを手にし、カラミティーサタンへと突きつける。


    「決着を着けてやるわ、カラミティーサタン。これ以上、私の後輩に手出しはさせない」
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    10ｔｈ：アイドルな魔星少女。／Ｂ‐ｐａｒｔ


    



    　炎となって揺らめくレイアーソルの怒り。それに怖おじけることもなく、カラミティーサタンは不敵な笑いで返礼する。


    「プロミネンスタッフか……。一回ワゴン行きになった武器おもちやを、後生大事に」


    「おかげ様で、再販分は好調に売れてるみたいよ」


    　レイアーソルがプロミネンスタッフを振りかざすと、炎が周囲に勢いよく飛沫しぶきを上げる。


    　対するカラミティーサタンは、両りよう掌てに練り込んだ黒い魔ま星せい力りよくを曲刀へと凝縮した。


    「てめえを倒すために編み出したあたしの新武器……サタンキャリバーだ。そのうざってえツインテールを切り落としてやるぜ!!」


    　悪党よろしく口上を猛たけらせ、カラミティーサタンは自慢の新武器で斬きりかかる。


    　振り下ろされた魔王の刃やいばを──レイアーソルは、素手のほうで受け止めた。


    「えっ」


    　呆あっ気けに取られるカラミティーサタン。もう片方の手でプロミネンスタッフを振るい、彼女の眼前で爆はぜるように炎を噴き放つ。


    「ぐわっちい！　……て、てめえ、初手は互いの武器で斬り結ぶモンだろうが!!」


    　明らかに牽けん制せいで放たれた炎の残ぜん滓しを、憎々しげに見つめるカラミティーサタン。


    「武器おもちやの遊び方を率先して示すセンスは、私にはないわね……」


    　そんな戦いの様式美など一切解しないレイアーソルは、聞く耳持たずに前進する。


    「ところで、あんたその武器、全然おもちゃっぽくないけど……いいの？」


    「うるせえ！　あたしの武器のおもちゃは販売予定にねえんだよ!!」


    　わずか一合で未いまだ埋まらぬ戦闘力差を痛感させられながらも、カラミティーサタンはレイアーソルへと再び斬りかかる。


    　レイアーソルは、プロミネンスタッフに魔星力を集中。先端の太陽のパーツを柄つかにスライドさせて、杖つえを芯しんとした光波剣を形成。ソードモードへと変形させた。


    　脳天に落ちる黒き刃を、下段からの光の一いつ閃せんが迎え撃つ。


    「なっ……!?」


    　驚きよう愕がくするカラミティーサタン。


    　薄紙を通すが如ごとく、光の刃が闇やみの刃を切断する。真剣とペーパークラフトほどの硬度差がなければ、実現しないであろう。


    　一いつ気き呵か成せいに踏み込み、レイアーソルはその両腕を以もつてカラミティーサタンを捕縛にかかる。


    　仮にもし皇み月つきがこの戦いを目撃し、優しさから再びカラミティーサタンを逃がそうとしても、今度は絶対に離しはしない。


    　いかなる攻撃でも崩せない最強の捕縛──熱烈なハグである。


    「ひゃあああっ!?　いや─────、お、襲われます──────っ!!」


    　レイアーソルが正面から抱き締めた瞬間。拒絶の叫びとは裏腹に、カラミティーサタンは安あん堵どし、身体からだを預けるかのようにふっ、と力を抜いた。


    「ちょっ……何力抜いてるのよ!?」


    　これにはレイアーソルも動揺する。もちろん、力を緩ゆるめるつもりはないが。


    　テンパったカラミティーサタンは素の自分に戻りかけるも、辛かろうじて体裁を繕い抗弁する。


    「ぬ、抜いてねえよ！　てめえこそ、ペッタンコな胸押しつけんな、イテーだろうが!!」


    「そういうあんたはなかなかのものをお持ちでいいわねえ……!!」


    　私し怨えんから、捕縛の力が割り増しになる。


    「あだだだだだだだ!!」


    　締めつけるあまりの膂りよ力りよくに、カラミティーサタンの星衣類スタイルから火花が散り始める。


    　そして、火花に負けないほど激しい叫びが、二人の背後で弾はじけた。


    「ぎゃあああああああああせんぱーい!?　何してんスか、私というものがありながら!!」


    　十数メートル離れた広場の入り口で、ボロボロのレイアーテラが埴輪はにわのような顔になって戦せん慄りつしている。レイアーソルは全く力を弱めずに説明した。


    「見てわかんないの、捕まえたのよ！　それに、あんたというものはない!!」


    　どうやら、なんとか相手の怪人を撃破したようだ。レイアーテラの合流はカラミティーサタンにとってさほど脅威ではないにしろ、これでさらに彼女の敗北は決定的となった。


    「ぐ、うう……こんなところで捕まってたまるか……！　切り札を出させてもらうぜ!!」


    「切り札？」


    　唯一自由になる顔を上向けたカラミティーサタンにつられ、レイアーソルは上空を見上げる。これまでのように宇宙船を呼び出し、巨大な宇宙怪獣を喚よび出すことを危き惧ぐしたのだ。


    「出番だ、来い──ッ!!」


    　カラミティーサタンが天へと向けて叫ぶと、空間の歪ひずみから異様な黒い塊が姿を覗のぞかせた。


    　影の中心で光る二つの光点──それは、生物の双そう眸ぼうだった。


    「まさか…………ＵウＭーＡマ!?」


    「いつもいつもてめえらが出すＵＭＡにしてやられてたからな……今回はあたしも用意してきたぜ！　宇宙をかけずり回ってな!!」


    　確かに、二度にわたるカラミティーサタンとの対戦で、勝敗を決したのはどちらも武装アームド魔星紙片スターピースで武器化したＵＭＡだった。彼女はこれまでの敗戦から学習し、対策をしてきたというわけだ。


    　不気味な存在感を放つ黒い影。さすがのレイアーソルもそちらを警戒せざるを得ず、拘束ハグを解いてしまう。一気に距離を取ると、カラミティーサタンは嬉き々きとしてその影を見やった。


    「さあ紹介するぜ、あたしの切り札をな!!」


    　黒い塊を取り巻く影が消えていき、中からグレーの体色をした四足歩行生物が姿を現す。


    　ポニーの、それもさらに子供のようなサイズだ。


    　太古の首長竜にも似たフォルムで、間抜けな目が気け怠だるげにレイアーソルを見つめた。


    



    「モケー」


    



    　気の抜けるような鳴き声が、張り詰めた戦場の空気を爆砕する。


    　レイアーソルは手を組み、目を輝かせた。


    「モケーレ・ムベンベだわ……！」


    「何スか、それ」


    　退避していたレイアーテラが、思わず聞き返す。


    「地球なら主に熱帯雨林地帯に棲せい息そくしている未確認生物で、ブラキオサウルスなどに代表される首長竜のようなフォルムが特徴よ。首が長いＵウＭーＡマといえばネッシーが有名だけど、モケーレ・ムベンベは陸上を歩行するのが特徴なの」


    　水を得た魚のようにいきいきと解説し始めるＵＭＡ博士。


    　陽ひ奈なにとって、普段の生活の知恵がＨＤＤハードデイスク……いやＦＤＤフロツピーに格納されているとすれば、ＵＭＡの情報はＳＳＤメモリーに保存されているようなもの。アクセス速度が違う。


    　新たなおもしろ生物の出現に、番組プロデューサーが敏感に反応し念話を送ってくる。


    『棲息しているって断言した!?　棲息しているとされているとかじゃなくて!?　君にとってＵＭＡの存在のハードル下がりまくってるんじゃないの!?』


    　自身の本来の姿がＵＭＡに等しいおもしろフォルムの宇宙人でありながら、断固としてＵＭＡの存在を認めないウマちゃんが懸命に念話で不服を申し立てる。


    　いつの間にかいなくなっていた陽奈を、遠視の魔ま星せい術じゆつでようやく見つけた瞬間──彼が一番恐れるおもしろ生物の番組侵略が展開されていたのだ。その心情は察するに余りある。


    「よっしゃ、あの田舎いなか娘どもをビビらせてやれ!!」


    　カラミティーサタンは、頼りにしてるぜとばかりにモケーレ・ムベンベの背中を叩たたいた。


    「モケー」


    　モケーレ・ムベンベのひどく小物じみた鳴き声が、脱力感を誘う。


    「……ん？　な、なんだよ、変形とかしてくれよ！　おら、魔ま星せい力りよくだ!!」


    　背中に触れた手から魔星力を注ぎ込むも、モケーレ・ムベンベは意にも介さずモケるばかりだった。ＵＭＡを連れてくれば、レイアーソルのようにサイバティックな武装に変形させられると思っていたのだろうか。


    「モケー」


    　後先考えずに繰り出した切り札は、ひたすらに気の抜ける鳴き声を繰り返すのみだ。


    「えー、喋しやべることもできねーんスかぁ～？」


    　レイアーテラはこれまでの嫌いや味みのお返しと言わんばかりに、カラミティーサタンへとたっぷりとにやけた顔をお見舞いした。


    「ふ、普通ＵウＭーＡマは喋ったりしねえもんだろ！　レイアーソルが見つけてきたって連中のほうがおかしいんだよ!!」


    「でも、宇宙怪人は普通に喋ってるじゃねーッスか。うちら〝田舎いなか娘〟より高度な文明を持った宇宙人のお前が見つけてくるんだから、もう少しロマンがあってもいいと思うんスよねえ」


    「ぐっ……！　弱っちいくせに口は減らねえヤツだ……！　おい、馬ば鹿かにされてんぞ、気合い入れろ!!」


    　馬鹿にされているのはむしろ自分だとは思いもせず、カラミティーサタンはモケーレ・ムベンベに縋すがり付く。乗馬のように背中に跨またがり、尻しりを叩たたき始めた。


    「あっ、ずるい、私も乗せて!!」


    　レイアーソルは興奮のあまり、カラミティーサタンに後ろから抱きつくような格好でモケーレ・ムベンベの背中に相乗りし、女子トークをもちかけた。


    「首が長いし、身体からだが丸っとしてて可愛かわいい～！　ねえねえ、この子、どこで見つけたの!?」


    「おい、近えぞ!!」


    「別にいいじゃない、女同士なんだし……」


    「その前にあたしらは敵同士だ！　馴なれ合あってんじゃねえ!!」


    　顔を真っ赤にして離れようとするカラミティーサタンだが、モケーレ・ムベンベを愛めでるレイアーソルは離れようとしない。期せずして、再捕縛が完了してしまっていた。


    「ねえ、どの星で見つけたの？　私、行ってみる!!」


    　レイアーソルならば、宇宙船がなくとも本気で太陽系外まで旅行しかねない。


    「ああもう、ホントはたまたま見つけただけだよ！　この星で!!」


    　観念して暴露するカラミティーサタン。宇宙をかけずり回ったという話は、ただの見栄だったようだ。


    「へー……何かこの子、乗ってるとすごい安心するわね……」


    　レイアーソルがモケーレ・ムベンベの乗り心ごこ地ちに夢中になった瞬間。


    「今だ!!」


    　彼を囮おとりにして、カラミティーサタンは速すみやかに離脱した。


    「今日のところは引き分けみてえだな……！　次は覚悟しときやがれ!!」


    　誰がどう見ても完全敗北を喫しておきながら、強気な話術でイーブンな雰囲気に持ち込む。プロの魅せる鮮やかなまでに無様な敗走に、レイアーテラは虚むなしい呟つぶやきを零こぼした。


    「……あいつが人気投票二位って、ぜってー納得いかねーッス……」


    



    　　★


    



    　埼玉県を後にし、疑似空間転移穴アナザアライヴアを介して陽ひ奈なの家へと戻ってきた一同。多くの人の幸せな時間を台なしにされた怒りは、めいめいの表情に表れている。


    　リビングのテーブルの上に乗り、ウマちゃんが確言した。


    「これではっきりしたね……。カラミティーサタンは今回、僕たちの番組に主題歌がつくのを妨害しようとしている……もしくは、その権利を奪おうとしている」


    　やはりカラミティーサタンたちは、ウマちゃんが主題歌を要請されたこのタイミングを狙ねらって、介入を仕掛けてきたのだ。


    　ただでさえタイトなスケジュールなのに、その上今後も横よこ槍やりが続くと思うと、気が滅入る。


    「ルーティアさんともこまめに連絡を取ったほうがいいかも。あちらにも何か妨害を仕掛けてくるかもしれないし」


    　陽奈に注意を喚起され、ウマちゃんはしっかりと頷うなずいた。


    「とにかく、僕たちにできるのは、あいつらの妨害に負けないで主題歌制作を進めることだ。もちろん、この星の平和を守りながらね」


    　陽奈たちが決意を新たにしていると、リビングの宙空に空間の歪ひずみが出現した。ひょっこりと顔を出したのは、ヒトガタのＵウＭーＡマ、ガッタくんだ。


    「陽奈さん、さっき疑似空間収納箱アナザスペイシンの中に『モケー』と鳴かれる見知らぬ方が……」


    　陽奈は瞬時にガッタくんの口を手の平で塞ふさいだ。もっとも、ガッタくんは口があるのかどうかもわからない見た目をしているが。


    　聞き過ごせない報告に、ウマちゃんがその丸い目を見開く。


    「んん!?　陽奈、まさかあのモケーレ・ムベンベ拾ってきてないよね!?」


    「モチロンヨ」


    　悲しいかな、素しろ人うと演技。嘘うそはバレバレだが、ウマちゃんは嘆息するに留とどめた。


    「……あいつ武器に変形できないみたいだし、この先番組にしゃしゃり出ることはなさそうだから、まあいいけどさ……」


    　ガッタくんやケセりんのように戦いに乱入する要素がないので、強く咎とがめても仕方がない。


    　しかし、着々と青森ＵＭＡランドのキャストが充実しつつある事実は、ウマちゃんにとって後顧の憂いといえる。


    　ウマちゃんはルーティアが渡してくれた予定表を見ながら、自分たちがすべきことのスケジュールを組んでいく。


    「ライブが二週間先だから、残された時間は決して多いとはいえない。まずは君たち四人で結成する魔ま星せい少女ユニットのグループ名……これは今日中に決めてしまおう」


    　戦いで疲れた身体からだをソファーに預けている遥はるかが、こめかみを押さえて思案する。


    「あっちはプリズム☆リングとか笑いで攻めてるんスから、こっちはちょいガチで……」


    「いや別に笑いで攻めてはないでしょ」


    　きっちりと否定する陽ひ奈なの胸を見ながら、遥はテーブルの上の用紙に文字を書いた。そして、仕上げとばかりに漢字の上にルビを振る。


    「『貧乳と巨乳サン・アンド・アース』でどうッスか!?　かっちょいいッス!!」


    「ルビを振る漢字が不要ね……そしてあんたの生命も」


    「ひどぁああああああああマワ────────────ル!!」


    　アイディアと共に自身の存在そのものも陽奈に否定され、遥は超スピードで回転させられる。魔星少女の胸の大きさとその守護星の大きさが真逆なのが、無情だった。


    　愛まな美みはポニーテールを揺らしてケラケラと笑った。


    「遥はいーっつも胸のことばっかりだな！　それしかネタがないんだろー!!」


    「ペンネームが『チチガデカーイ愛まな』のマナっちが言う台詞せりふッスか!?　この先新人賞受賞したら、編集に何言われてもぜってーペンネームだけは変えないでデビューしろよッス!!」


    　常備のマイ湯飲みに注いでもらったお茶を啜すすりながら、皇み月つきも控え目に意見した。


    「……アースというフレーズはいいと思います。地球を守る魔星少女の番組ですし、主役の地ち平ひらさんが地球を守護星に持つ戦士なのですから」


    　アイディアが増えてきたので、愛美がウマちゃんのノートＰＣを使って書記を引き受けている。カイザーエディット戦で輝いたタイピング速度は健在だ。


    　魔法というフレーズが欲しい、もっとロックな感じにしたい、漢字四文字はどうか……など、様々な意見が出たところで、陽奈は必要な要素をシンプルにまとめることにしてみた。


    「そもそも地球じゃなく、ウマちゃんの星の人たちに歌を届けるんだもの。ユーマエルの人たちからこの地球に魔法をもらった感謝を込めて……マジカルアースってユニット名はどう？」


    　いつもの癖でいやちょっと待って、と突っ込もうと構えたウマちゃんだが、徒労に終わってしまった。


    「どうしたのさ陽奈!?　それ、普通にいいんじゃない!?」


    「しかもね、マジカルアースを頭文字で略すとＭＡでしょ……これは、未確認生物〝ＵウＭーＡマ〟を確認できる生物〝ＭＡ〟にしたいっていう、私の願いも込められてるの！」


    　したり顔で裏設定を語る陽奈に、遥が目を何度も瞬しばたたかせる。


    「……先輩…………Ｍａｇｉｃａｌマジカル Ｅａｒｔｈアースだから、略すとＭＥッスよ」


    　後輩に英語の添削をされ、先輩は最後のプライドで根限りの強がりを試みた。


    「……………………………………………………知ってるわよ。ボケたのよ」


    「プププー！　うっそだぁぜってー素で間違っただろッスゲハハハハハハハハハハハハハハ」


    　英語はできるが自身の警護がおろそかな遥はるかが、陽ひ奈なの魔ま星せい術じゆつで生命を赤点にされる。


    



    　この悲劇を忘れないよう、ユニット名は英語でＭａｇｉｃａｌマジカル Ｅａｒｔｈアースに決定した。


    



    　　★


    



    　ユニット名も決まったところで時計も午後五時を回り、いつもならそろそろお開きの時間だ。


    　しかし、壁時計で時刻を確認した瞬間、愛まな美みが唐突に落胆の声を上げた。


    「またダメだった～……」


    「また？　何が？」


    　陽奈が尋たずねると、愛美は力のない声で説明する。


    「今日、小しよう楽がく館かんと別の出版社のラノベ新人賞の発表の日なんだー。編集部から受賞の電話が来るなら五時が最後のチャンスだと思って待ってたんだけど、結局来なかったよー……」


    「えー、あの……そっか……」


    　これだけ落ち込んでいる愛美を見ては、新人賞受賞者発表当日に受賞の電話は来ないのではないか、というツッコミは陽奈にはできなかった。


    「マナっち、発表の当日ってずっとそうして電話待ってるんスか？」


    　年に何十作も投稿する多作の愛美では、そういった緊張も薄れているのかと思えてしまう。


    「当然だろ？　いつ受賞の電話が来てもいいように、マナはスマホの充電は絶対に欠かさないぞ。受賞連絡の電話を取れなかったら、受賞を取り消しにされちゃうかもしれないもんな!!」


    「……受賞者への連絡なんて大事なこと、一回繋つながらなくても留守電に伝言残すなりもう一回かけるなりすると思うんスけど」


    　一方遥は、陽奈と違って言いづらいツッコミをガンガンしていく。


    「はぁ～、マナの小説、何が駄目なのかな～」


    「んー。この前応募作品見た時に思ったんスけど、マナっちの小説って自分が主人公になってるじゃないッスか。それなのにリアリティーがないのがいけないんじゃないッスかね」


    　愛美の応募小説は、必ず主役の名前を美み金かね愛美にするという暴挙が前提になっている。審査員は間違いなく、応募者名が書かれた応募概要と本文原稿とを二度見するだろう。


    「アウトプットするための経験が、マナっちには足りてないんスよ。作家ってのは、自分の実体験を基に作品書くもんなんスから」


    　友達として懸命にアドバイスする遥を見て、陽奈は微笑ほほえましさを感じる。


    「えー？　バトルものとかＳＦとか……経験できないよーなこと、いーっぱいあるじゃん！」


    　人差し指を立て、したり顔で語る遥。


    「異世界転生モノを書いている作家は実際に一度や二度の転生経験があるし、デスゲーム的なのを書いている作家はデスゲームで生き残った経験を基に物語を作ってる。謎なぞの美少女に押しかけ女房される作品を書いている作家は当然、人生の中でそんなシチュエーションに遭遇したことがあるんスよ、読者が知らないだけで」


    「マジかー！　作家すげー!!」


    　愛まな美みは子供のように目を輝かせ、遥はるかの大言壮語に疑うことなく食いついている。


    　チャラい男が愛美に近づくようなことがあったら、騙だまされる前に守ろうと心に誓う陽ひ奈な。


    　恐るべきは、遥の語り口の妙だ。べらぼうにデタラメなことを言っていると即座にわかる陽奈でさえ、聞いているうちに何となくそうなのかもと錯覚してしまう。


    　皇み月つきは門外漢が口を出すべきではないと考えているのか、無言でお茶を啜すすっている。


    「……あれ。でも、マナがファンだった恋愛小説の先生、おっさんだけど……」


    　ここで嘘うそだとバラして引き下がればいいものを、引き際を見誤った遥はさらに嘘を重ねる。


    「おっさんだから清らかな恋をできない道理はないッス。きっとマナっちが好きになった作品は、その作者のおっさんが実際に体験した青春を基に描かれているはずッス」


    「え……あれが……？　え……」


    　瞳ひとみから光が消える愛美。


    　愛美を作家の道へと志させた作品がどんな恋愛小説か陽奈たちは知らないが、彼女は今、その内容をひげ面づらのおっさんと重ね合わせているのだろう。その心情は慮おもんぱかるに余りある。


    　さすがに遥もやりすぎたと思ったのか、愛美の肩を叩たたいて慰めた。


    「あ、えと、だ、大丈夫、マナっちもいつか恋してちゅーとか経験すれば、いい恋愛モノが書けるようになるッスよ」


    　愛美の性知識の限界に合わせてキスで留とどめておくあたり、遥はかなり反省しているようだ。


    　しばらく落ち込んでいた愛美は、唐突に両りよう拳こぶしを握り締め、うん、と力強く頷うなずいた。


    「それじゃあ陽奈たん、今ちゅーしよーよ！　マナもちゅーしてみたい!!」


    「えぇ!?」


    「はぁ!?」


    　斜め上の展開に、陽奈と遥が続けて声を上げる。


    「この前陽奈たんと遥がちゅーしたの見てから、マナ、ずーっと興味あったんだー！」


    　純粋な少女の好奇心を刺激しすぎてしまったようだ。


    　すると、ウマちゃんが慌てて横から身を乗り出した。


    



    「えっ、もったいないよ！　どうせ陽奈とキスするなら、愛美も魔ま星せい少女に──」


    



    　ウマちゃんの言葉が萎しぼんでいく。言い終える前に失言に気づいたのか、可愛かわいく寝転んでぬいぐるみに徹し、隠いん蔽ぺい工作を試みた。


    「……………………………………ウマちゃん？」


    　ぬいぐるみは抱かれるが道理。陽ひ奈なは、笑顔でウマちゃんを拾い上げた。そして死の証人喚問が開催される。


    「もったいないって、何？　女の子のキスをなんだと思ってるの？」


    「き、聞き間違いだと思うよ」


    　直線じみた口で、吹けもしない口笛が虚むなしく空から回る。


    「秘めた商売っ気がうっかり出ちまったようッスねえ、ウマっち」


    「控え目に言ってドン引きです、ウマさん」


    「あははウマ助死ね！」


    　四方八方から浴びせられる、冷たい言葉。結託した女子の批難ほど恐ろしいものはない。


    　笑顔だが、愛まな美みが一番辛しん辣らつだった。


    「あわわわわ……今まで僕が築いてきた信頼が、たった一度の失態で瓦が解かいしていく……!!」


    　ＳＮＳの炎上を思わせる惨劇が巻き起こってしまった。


    　陽奈の怒りはやがて悲しみへと転化し、打ち震ふるえて思いの丈たけを吐と露ろする。


    「ひどい……私が他の誰かとキスする度、ウマちゃんは嘆き悲しんでると思ってたのに!!」


    「えっ」


    　その愛らしいフェイスに、劇画調の濃い人相を幻視するほどの素すになるウマちゃん。


    　皇み月つきはジト目で溜ため息いきをつき、話題を切り替えた。


    「ウマさんが外げ道どうなのはひとまずおいておくとして」


    「うう、いやだよ……。遥はるかあたりになら何言われてもノーダメだけど、皇月には嫌われたくないよ……嫌わないでおくれよ……」


    「ウマっちにまでぞんざいに扱われる私って……」


    　悲しむウマちゃんと遥を余よ所そに、皇月は続ける。


    「実際、どうなのですか。ウマさんは元々、美み金かねさんをレイアーテラに次ぐ魔ま星せい少女に推していましたよね。結局、私が三番目の魔星少女になりましたが……追加はまだできると？」


    　魔星少女を追加しようというそもそもの発端は、愛美を協力者に迎え入れる際のやりとりに起因していた。


    　魔ま星せい術じゆつを使ってライトノベル新人賞を受賞したいと交換条件を提案した愛美に、君は魔星少女になりたいのか、とウマちゃんがうっかり聞いてしまい──そこで初めて、主役のレイアーテラ以外にも魔星少女を追加する余地があると発覚したのだ。


    「この星の魔星少女として登録された私がパワーソースになって、遥や皇月ちゃんに経路パスを繋つなげてるから、人数は関係ないんじゃないかな？」


    　うろ覚えだが、陽奈がウマちゃんに説明されたことを復唱する。


    「……では、魔星少女が増えれば増えるほど星ほし上がみさんの力は弱くなるということですか？」


    「陽ひ奈な自身の力は変わらないよ。力を分け与えているのではないからね」


    　ウマちゃんはところてんじみた前脚を挙げ、きっぱりと否定した。


    「だとすれば尚なおのこと、魔ま星せい少女が複数いるデメリットはないように思えるのですが……」


    　もはや、皇み月つきが何を言いたいのかは明白だった。


    「そもそも、一つの星に魔星少女が一人という慣例自体、形けい骸がい化したものだった。複数いるほうが視聴者に受けるとわかった途端、上層部が手の平を返して逆に推奨してくるぐらいさ……。今じゃ増えたらむしろ僕が褒ほめられるぐらゲフンゲフン」


    　取り返しのつかない失言の直後にまた失言を重ねかけ、ウマちゃんは表情を引き締めた。


    「でも、まだ九話目だよ？　魔星少女が増えるには、スパンが短すぎやしないかい。当然増える愛まな美みの分のおもちゃの販売も合流させれば、かなりの過密スケジュールになってしまう」


    「言ったはずですよウマさん。番組開始から数か月が、おもちゃ販売の勝負だと。過密スケジュールが正義です。躊ちゆう躇ちよしている暇があったらおもちゃを作り、どんどん出してください」


    　皇月は一歩も退ひかずに語気を強める。


    「あらやだわこの子、この幼さにして大企業の創業者じみた名言を製造しまくるッス」


    　頼もしげに皇月を見守る遥はるか。しかし、その裏にある理由は深刻味を帯びたものだった。


    「それと……重ねて言いますが、私は常に出撃するつもりはありませんし、そういう約束でした。ですから美み金かねさんがメンバーに加わっていただき、ローテーションができるようになれば……地ち平ひらさんの負担はかなり軽減されると思います」


    　そうまで言われては、ウマちゃんに止める理由はない。番組よりも魔星少女の安全を優先するというのが絶対の約束であり、ウマちゃんのプロデューサーとしてのスタンスだからだ。


    　ウマちゃんは、ふむ、と考え込み、


    「確かに……皇月もそうだけど、引退を望む陽奈はもっと特殊な立場だ。それこそ、よほどの敵でなければ戦えないからね……。もう一人だけでも仲間がいてくれれば、心強い」


    「待って待って。愛美ちゃんの意見を聞かずに話を進めないで」


    　黙り込んだままの愛美を気遣う陽奈。愛美はただ、キスに興味があるだけなのだ。


    「……でも、マナも戦いを経験すれば、面白いバトルが書けるようになるんだよね？　遥」


    　困惑こそしていたようだが、愛美は嫌いやがってはいなかったようだ。


    「わーストップ！　さすがにそこまでは言ってねーッスよ!?」


    　責任を感じたのだろう、遥が強い口調で否定する。しかし、すでに愛美の心は決まっていた。


    「マナ、やってみるよ！　めんどくなったらすぐやめるけど!!」


    　溢あふれんばかりの現代っ子イズムが炸さく裂れつする。


    「そ、それは勘弁してね、君が魔星少女として登録された瞬間から、おもちゃの流通が動くんだから……」


    　愛美は陽奈に肩を寄せ、そのくりっとした吊つり目で無む垢くに見つめた。


    「陽ひ奈なたんとちゅーすれば、変身できるんだよね？」


    「……端折はしよりすぎよ……。でも、一応それが必要なの」


    　遥はるかは正面から愛まな美みの肩を掴つかむ。


    「──マナっち……。魔ま星せい少女は、この星の愛と自由のために戦う高潔な戦士ッス。ラノベのネタにしてーからとか、そんな安易な理由で務まるものじゃあないんスよ……」


    　その目は、いつになく真剣だった。


    「遥、マナと陽奈たんがちゅーするのが嫌いやなだけだろー!!」


    　愛美は作家志望の慧けい眼がんを遺い憾かんなく発揮し、遥の上調子な言葉の奥に潜ひそむ真意を見抜いた。


    「あったりめーだろッス！　地球の平和なんぞより先輩の唇くちびるのほうが一〇〇億倍大事ッス!!」


    　五秒で愛と自由を放棄する高潔な戦士。


    「百歩譲って、魔星少女になるのはいいッス。けど、先輩とちゅーするのは私の役目ッス」


    　遥は、それだけは譲れない、と愛美を説得する。


    「だから、最初に私が先輩にちゅーしてもらう。その〝気〟が私の唇に残っているうちに、私がマナっちにちゅーする……愛の魔ま星せい力りよくリレーここに完成ッス。これでマナっちのちゅーしたいって欲望も魔星少女になりたいって願望も先輩の唇の安全も、全て叶かなうッス!!」


    「そんな役目はないっ！」


    　遥が不ふ憫びんになったのだろう。ウマちゃんは話題を逸そらすように、恒例の魔星少女変身者リサーチを愛美に行った。


    「愛美は、変身アイテムの希望は何かあるかい？　ちなみに皇み月つきが使っているコスモフォンは、陽奈や遥のコスモチェンジャーとは別のものだけど」


    「マナは陽奈たんと同じでいーよ。使い方わからなかったら、すぐに聞けるし」


    　ものぐさな主張だが、確かにそれは合理的な意見だ。


    「わかったよ。でも武器だけは、外見や機能なんかの希望を聞かせておくれよ」


    「えー、武器とかいらないよ、めんどいし」


    「それは困るんだよ商業的に！」


    　ウマちゃんはノータイムで説き伏せた。


    「そうです、作ってください」


    　おもちゃのこととなると、皇月も前のめりに意見する。


    「んじゃーさ、こーゆーのがいいな」


    　愛美は背負ってきたデイパックから、長方形のガジェットを取り出す。


    　スマートフォンと連動する、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ規格の折り畳みキーボードだった。


    「こーゆー、キーボードの武器！　マナ、戦闘中にネタを収集したいから！」


    「キーボードじゃあ、武器にできないんじゃないッスか……？」


    　だが、魔星少女の武器は多段変形がデフォルトだ。遥が疑問を呈する。


    「ハンマーみたいに使えばいーじゃん。畳んだキーボードで叩たたくと痛いぞ？」


    　ペンも剣も強し、の精神だった。


    　いまいちピンと来ず、陽ひ奈なも遥はるかも首を傾かしげるばかりだ。


    　しかし、心強い賛同者が現れた。


    「──いいです。それはいいですよ、実にいいです、美み金かねさん」


    　皇み月つきは鼻息も荒く愛まな美みに近づくと、がっしりと両手で握手をする。


    「う、うん。あんがと皇月」


    　その勢いに、愛美自身も困惑するほどだ。


    　動画配信主の面目躍如、皇月の講義が始まった。


    「おもちゃのモチーフに何を用いるか？　と語る上で外せないのが、〝大人の道具〟です」


    「えっ、なになに、エッチな話が始まるんスか!?」


    　枕まくら詞ことばに〝大人の〟とつくだけでエッチになるという信念を持つ遥が、目を輝かせて食いつく。


    　その桃色な脳を格納した頭ず蓋がい骨こつにチョップし、陽奈は皇月に続きを促した。


    「パソコン、スマートフォンなどの家電製品。車やその他乗り物……。大人の道具は、子供にとって憧あこがれのもの。それをモチーフにしたおもちゃは、強烈な訴求力を持つのです」


    　事実、家電用品を子供向けにしたおもちゃは市場に数多く存在する。


    　したがって、大人が仕事で使うパソコン……その操作端末であるキーボードもまた、子供にとっては興味のあるものであるという。


    「当然のことですが、私が自分の変身アイテムであるコスモフォンをスマートフォンモチーフでデザインしたのは、その狙ねらいもあってのことです」


    　ウマちゃんはコンパスで描いたような正円の目を輝かせて言った。


    「──！　じゃあ、去年僕のアイディアで作った武器の数々も、間違っていなかったんだ！　プリズムバズーカとか、まんまそう、家事道具だもんね!!」


    　一年目の戦いでレイアーソルが最終武器として使うはずだったプリズムバズーカは、ミトンやエプロンといったキッチン用品が合体してバズーカになるという、メルヘンとバイオレンスが大おお喧げん嘩かした迷作だ。


    　ウマちゃんは今でも、レイアーソルがちゃんと使ってくれさえすれば、バカ売れしたに違いないと悔やんでいる。


    　キーボードをモチーフにした武器デザインの構想が固まったのか、ウマちゃんは作業場を兼ねる自室へと飛んでいった。陽奈たちも後を追いかける。


    「よおおおし！　僕のクリエイティビティが今、全開する!!」


    　ウマちゃんはペンタブレットにペンを走らせ、情熱をあらん限り叩きつけた。


    



    　□と、□と、────ぼうせん。


    　もはやこの作業部屋での恒例行事となったウマちゃん画伯の快作披露だが、回を重ねるごとに、遥はるかたちはその低クオリティを本人に自覚させられない無力さが募っていく。


    　もちろん、アバタもエクボを究極まで体得した陽ひ奈なにとって、ウマちゃんの作品は全てが美しく、愛いとしい。その陽奈ですら、「上う手まい」と認識してはいないのが悲しい。


    「ウマ助、これ何だ？」


    「名前を決めてくれ、愛まな美み！　君の頼もしい相棒となる武器だ!!」


    「シカクシカクボーでいいんじゃないかなー」


    　作家志望の少女がネーミングを諦あきらめるほどの超大作だった。


    　変身アイテムと、武器の概要が決まったのなら──いよいよ、魔ま星せい少女の契約だ。


    「……そ、それじゃあ、そろそろ、かな～」


    　明け透けで天てん真しん爛らん漫まんな愛美でも、さすがに「その時」を迎えたことでもじもじし始めた。


    　自分で昇ることを望んだ大人の階段。そして、契約の儀式──キスを。


    「……じゃ、じゃあ、私の部屋に……」


    　陽奈が愛美の手を取り、自分の部屋へと案内する。


    「うおおおおおおおおおおおおおおおどんどん先輩が手慣れてきてるッス！　女を部屋に連れ込む流れがとてつもなく淀よどみねーッス！　そんなビッチな先輩見たくなかったッス!!」


    　膝ひざをついて床を叩たたく遥を尻しり目めに、陽奈は足早にリビングを後にした──。
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    11ｔｈ：愛の魔星少女、爆誕！／Ａ‐ｐａｒｔ


    



    　陽ひ奈なは自室に愛まな美みを招き入れた。向かい合ったまま、無言の時間が流れる。


    　愛美は出し抜けに陽奈の肩に手を置くと、足を伸ばして床に座らせた。


    「……愛美ちゃん？」


    　そのまま陽奈の膝ひざの上に横向きに座る。まるで母親に子が抱かれるような体勢だ。


    　愛美は上目遣いで陽奈を気遣った。


    「重くない？　陽奈たん」


    「重くないけど……」


    　逆に愛美のほうが、こんなあまり肉もついていない腿ももの上に座って痛くないだろうか。


    「マナの好きな恋愛小説の最終巻で、こういうキスシーンがあったから……」


    　皇み月つきは初めてのキスということで、恋人のように好きだと言われることをリクエストした。


    　やはり女の子にはそれぞれ、望むシチュエーションがあるのだろう。


    　自分はどうも、擦すれすぎているのかもしれない。陽奈は密ひそかに自省する。


    　愛美は陽奈の肩に頭を預け、消え入るような声で本心を明かした。


    「……マナね、ホントはけっこう前から、魔星少女になりたかったんだ」


    「え……そうなの!?」


    「一番最初にウマ助が提案してくれた時にさ、めんどいって断ったじゃん。……でもすぐ後に、オッケーすればよかった、って後悔した」


    　陽奈は少なからず衝撃を受ける。そんな素そ振ぶりには、今まで気づくことができなかった。


    「マナ一人だけ魔星少女じゃないから、なんかいつも、仲間外れな気がして……。ルーティアってねーちゃんも、マナがこれから魔星少女になるのは確定だと思ってたよね。やっぱり、普通の人間が魔星少女に協力するのは、変なんだ……」


    　愛美の葛かつ藤とうを決定的なものにしたのは、ルーティアの他愛たわいない期待だった。番組のファンの目線で見て、普通の人間の存在こそ異質だと痛感してしまったのだ。


    　普通の人間が自分だけの空間で、愛美は孤独を感じてしまったのだろう。


    　ルーティアたちとの会談の後、しばらく愛美に元気がなかった理由を得心した。


    「──駄目、愛美ちゃん……仲間外れなんて……そんな理由で魔星少女になったりしたら!!」


    　愛美の肩を、陽奈は焦燥のままに強く掴つかんだ。


    「じゃあみんな、どんな理由なの？　どんな理由なら大丈夫なの……？」


    　無む垢くな問いに、陽奈は言葉を失った。窘たしなめたところで、自分たちが魔星少女になると決意した理由は、誰も聖者のように崇高なものではないからだ。


    　遥はるかは、自分を助けたいという理由。皇み月つきは、普遍のヒーローとしてのレイアーソルを守りたいと言ってくれた。自分に至っては、細こま々ごまとした理由が重なっただけ。つまり、なんとなくだ。


    　みんなと一緒がいいと望む少女を、止める権利があろうはずもない。


    「マナが断ったから皇月が代わりに魔ま星せい少女になったのに……その後でマナがやっぱりなりたい、って言ったら、皇月に悪いかと思って……。ずっと言えなかったんだ……」


    　心細そうにしている愛まな美みを見かね、陽ひ奈なは触れ合った彼女の肩を優しく撫なでていった。母親が、ぐずる子供にそうするように。腕を……腰を、体温を伝えるようにさすっていく。


    「皇月ちゃんは、愛美ちゃんの代わりじゃない。自分の意志で魔星少女になったんだよ。だから愛美ちゃんが気負うことじゃない。もしそれが理由なら……」


    　愛美は頭を強く振り、頑かたくなに否定する。


    「あのね、今から言うこと……遥には内緒だよ？」


    　再び陽奈の肩に頭を預け……


    「……遥はマナのことあんま好きじゃないかもしれないけど……マナは、遥のこと友達だと思ってるんだ」


    　愛美は、無む垢くな羞しゆう恥ちに頬ほおを染めた。


    「遥だって、愛美ちゃんのこと大好きよ。私が保証する」


    「えー、だって遥、いつもいじわるなことばっかり言うもん！」


    　いやらしい知識に乏しいとは思っていたが、純朴な心も子供そのままに可愛かわいらしい。


    　陽奈が思うに……遥は、愛美と仲良くしたいからひねくれたことを言うのではないか。


    「マナ……遥が脚本協力に誘ってくれたこと、とっても感謝してる。遥がマナを頼ってくれて、陽奈たんたちと出会ってから……毎日が楽しいもん」


    　自分の心の映し鏡を見るようだ。陽奈もまた、遥のお陰で救われた。今も救われている。


    　だから、あれほど夢望んだ魔星少女引退が先延ばしになろうと、何があろうと遥だけは助けようと心に誓った。


    「でも……遥ね、最近学校ですごい疲れて見えるんだ。このまま無理してたら……いつか倒れちゃうよ」


    「そっか……やっぱり疲れてるのに無理してるんだね、遥……」


    　抱き締めた愛美の震ふるえが、何かに堪たえるように強く断続的なものになってきた。


    「だから……マナは、遥を、助けてあげた……あ、ははは、陽奈たん、くしゅぐったい！」


    「あ、ごめん……」


    　気がつくと、愛美の腰をさすっていた自分の手は、愛美の剥むき出しの太ふと股ももにまで及んでいた。言い訳がましいが、愛美は抱き締めると妙に撫でたくなる身体からだをしている。


    　図らずして気分を盛り上げるようなことをしてしまい、陽奈は強く自分を戒いましめる。


    　本心を言い終えて迷いが晴れたのか、今度は愛美が陽奈の首に手を回し、抱きついてきた。


    「陽ひ奈なたんは、キスいっぱいしてるんだよね？」


    「い、いっぱいはしてないわよ、まだ二、三回だけだし……!!」


    「だったら今、十回分くらいして！」


    　潤うるんだ瞳ひとみで見上げてくる愛まな美み。


    「この先マナが小説を書く時、いつでもすぐに思い出せるぐらい……いっぱい」


    　朱の差した頬ほおは、彼女らしからぬ艶あでやかな雰囲気を醸かもし出していた。


    「忘れられないようなキスにしてね、陽奈たん」


    　狙ねらって言っているわけはないだろうが、とんでもない破壊力だ。ここまで健けな気げに請われて胸ときめかない男はいないだろう。女の自分でも……ときめきからは逃のがれられない。


    　陽奈にできるのは、彼女の希望を叶かなえる努力をすることだけ。


    　小説でキスシーンを描く時に、嫌いやな思い出として過よぎることのないよう。


    



    　せめて、甘い思い出になりますように──。


    



    　　★


    



    「ふわ～……」
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    　リビングに戻ってきた愛まな美みは、心ここに在あらずといった感じですぐにへたり込んでしまった。ほとんど腰が抜けてしまっている。


    　しかし、何よりも先にそれを報告しなければと、「友達」にとろけた目を向ける。


    「へへー、どうだ遥はるかー！　マナ、もう子供じゃないぞー!!」


    　Ｖサインで勝利宣言する愛美。遥は床に四つん這ばいになり、手に握り締めたウマちゃんを床に押しつけ前後させて何か呟つぶやいている。


    「ぶっぶー、ぶっぶー……」


    「うおおおおおおおおおおおおい遥、自動車のおもちゃじゃないよ、僕だよ!!」


    　大人になったと豪語する愛美とは反対に、遥がショックのあまり子供に退行してしまった。


    　慌ててウマちゃんを取り戻す陽ひ奈な。


    「ぶっぶー……」


    「はいはいあと二年したらぶっぶーの免許取りなさいね！」


    　虚うつろな目の遥の頭に何発か軽くチョップし、正気を取り戻させようとする陽奈。昭和の壊れた家電製品のような扱いだった。


    「……ふん……」


    　遥の狼ろう狽ばいはいつものこととして、何な故ぜか皇み月つきも機嫌悪そうに鼻を鳴らしたように聞こえた。気のせい、だろうが……。


    「何かね、陽奈たんの唇くちびる、すっごいぷにってしてて、あったかくて……ぴりぴりのあとにきゅんきゅんで、何でかな、お腹なかもじゅんってして……気持ちよかった……えへへ」


    　愛美は嬉うれしそうに自分の頬ほおを手で押さえ、精神崩壊した級友に幸せをおすそわけする。


    　作家志望の少女のあり余るボキャブラリーが、完全崩壊してしまっていた。


    「うおあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああマナっちのこの牝めすの顔!!」


    　遥はリビングの隅から隅まで、自みずからの肢体をぶっぶーに変えて無限の反復運動を繰り返す。


    　やれやれ、と呆あきれる陽奈へと、その矛ほこ先さきが向けられた。


    「先輩は何でそんなポーカーフェイスでいられるんスか!?　純真な田舎いなか娘を快楽漬けに堕おとしといて、軽くコーヒーブレイクした程度の落ち着きなのが信じらんねーッス!!」


    「私を悪代官みたいに言わないでよ！　十分動揺してるってーの!!」


    　照れ隠しに魔ま星せい術じゆつで遥を宙に浮かせる陽奈。


    「よし、それじゃあ新しいコスモチェンジャーを出すよ！」


    　ウマちゃんはリビングの床の上でコミカルに踊り始めた。コスモチェンジャーを具現化するための儀式だ。


    　ダンスの軌跡が宙に星となって舞い散り、一塊に結晶していく。


    　最後に大きく弾はじけた光の中から、陽奈たちと同じコスモチェンジャーが出現していた。


    「わー、わー！　マナのなんでしょ、これ！　よーし、変身するぞー!!」


    　遥はるかは恐る恐る、愛まな美みに質問する。


    「魔星紙片スターピース出すの難しいんスけど……どうッスか、マナっち」


    「え？　簡単に出たよ！」


    　あっけらかんと答える愛美。その細指にはすでに、長方形のカードが摘つままれていた。


    「…………おんにょれ、みんな当たり前のように魔星紙片スターピース出せちゃって、立つ瀬がねえッス……！　作家志望なら、若いうちに産みの苦労を味わっておくべきッスよ!!」


    　臍ほぞを噛かむ遥を余よ所そに、ウマちゃんが具現化した愛美の変身魔星紙片トランススターピースを覗のぞき込む。


    「……これは、〝金星〟の魔星紙片スターピースだ……。愛美の守護星は、金星なんだね」


    「確か金星って、恋愛の女神さまの象徴なんだろ!?　チョー可愛かわいいマナにピッタリじゃん!!」


    「ペッ」


    　乳を揺らしながら雄お々おしく唾だ棄きする遥。


    「太陽、地球、月って来て……金星って！　一気にマイナーッスよ、やーいやーい!!」


    「でも、この地球からは一番近いもーん！　ね、陽ひ奈なたん!!」


    「よく知ってるわね愛美ちゃん。宇宙人がいるかもしれない惑星として取り上げられるから、地球に一番近い惑星は火星だと思われがちだけど……実は、金星なの。大きさや密度も地球に一番近い、いわば地球の姉妹惑星なのよ」


    　宇宙人がいそうな惑星の知識を豊富に持つ陽奈は、嬉き々きとして説明する。


    「おー！　じゃあ、遥とマナが姉妹なのかー!!」


    「そッスね、同じ女に初めてを奪われた姉妹同士ッすね……ヘ、ハハハ……」


    　純粋に喜ぶ愛美と、やさぐれる遥が対照的だった。


    「何だこの女子トーク……何でこんな当たり前のように惑星談議に華を咲かせるんだ……」


    　地球人女子の宇宙知識にたじたじになる、超文明の宇宙人。


    「じゃーやっぱ、ウマっちはエッチな会話のほうが好みッスか？」


    「いや惑星談議のほうがいい！　女子高生っぽくないけど宇宙の話題のほうがずっといいよ!!」


    　ウマちゃんが慌てふためいている間に、愛美はコスモチェンジャーのカバーを開いていた。


    「ここにこのカードを入れればいいんだっけ？」


    　カードトレイに魔星紙片スターピースを差し入れようとする愛美。その間違いに気づき、ウマちゃんが前脚を伸ばした。


    「あ、そこは違うよ愛美。後ろじゃなく、前に入れるんだ。しっかりと、奥までね」


    　ウマちゃんの台詞せりふを聞いて、下げ卑びた笑いを浮かべる遥と、頬ほおを赤くする陽奈。


    　皇み月つきと愛美は特に反応していない。


    　どうも愛美は、魔星紙片スターピースをセットするトレイの裏側にカードを入れようとしていたらしい。


    「え、違うの？　でもここにもカードが入るようになってるよ？」


    　愛まな美みの言うとおり、トレイの裏側でも問題なく魔星紙片スターピースは装そう填てんできそうだ。


    　ウマちゃんはしげしげと見つめていたが、あらためて正規の手順を説明した。


    「おや、本当だ……。まあでも、トレイの前面にカードをセットするのが正しい使い方だから、間違えないようにね」


    　一年以上コスモチェンジャーを使い続けてきた陽ひ奈なだが、カードトレイの裏側にも魔星紙片スターピースをセットできる構造になっていることは、初めて知った。


    　それまでの魔ま星せい少女の夢と決意に満ちた変身とは違い、本当におもちゃ遊びの延長のような無邪気さで、愛美は魔星紙片スターピースをコスモチェンジャーへとセットした。
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    　コスモチェンジャーが、電子音声で魔星紙片スターピースの読み取りを告げる。


    「えーと、スタートランスだっけ？」


    　疑問形で変身のための言葉を紡つむぐ。


    　胡座あぐらを掻かいたままの愛美の身体からだが、レモンイエローの優しい光に包まれた。
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    　美み金かね愛美が魔星変換器コスモチェンジャーに〝金星〟の魔星紙片スターピースを装填することにより、封じ込められていた魔ま星せい力りよくが解放を始める。


    　愛美の衣服は瞬時に分子分解され、防護帯・バリアウェーブへと転換されて旋回。


    　コンマ数秒生じる変身時の無防備から、性知識に乏しい清らかな彼女の精神と身体を責任を持って確実に保護する。


    　解放された魔星力は、聖なる衣・星衣類スタイルへと結晶して愛美の身体を包む。


    　そして愛美の自慢のポニーテールは、コメットドリフトと呼ばれる神秘を以もつて伸長。それに対抗意識を燃やしたように、アホ毛までが妙に伸びる。


    　自身の容姿に無根拠な自信を持つ彼女の愛が、オーラと変わり周囲に振りまかれた。


    　ここに金星の守護者・魔星少女レイアーヴィナスが誕生するのだ!!


    



    「ほわ～」


    　変身が完了した全身を見つめ、彼女なりの感慨を零こぼす。


    　まず目を引くのが、彼女の全身を包み覆う薄黄色のマントだ。


    「ほほー、これは何スかね、ザ・魔法使いというか……ベタな文系衣装ッスね～」


    　魔星少女がまとう星衣類は、変身する者の意識が反映されるという。


    　だがこれは確かに、魔法少女というよりは、厳おごそかな魔法使いを連想する見た目だ。


    「中は……みんなと同じはずだよっ!!」


    　間接的に地味と評されたことに反発するように、マントの隙すき間まから腕を出して一気に開く。マントは背中にたなびき、包み隠されていたレイアーヴィナスの全ぜん貌ぼうが明らかになった。


    「どーだ、チョー可愛かわいいだろっ!!」


    　身体からだを包み隠すマントは彼女の消極的な戦闘意欲、戦いへの意識を表しているのだろう。


    　しかし、その下から現れ出るのは、局所的に肢体を強調した衣装だ。純じゆん真しん無む垢くで無防備な愛まな美みの危うさが、彼女の意志とは関係なく表層に実体化したものと思われる。


    　程よく膨ふくらんだ胸元は菱ひし形がたの窓で薄く谷間を見せ。マントに隠されているものの、背中から腋わきまで大きく開いて肌が露出している。


    　そしてハイレグじみたアンダースーツをパレオのように取り巻いているスカートがもたらした副次効果は、大きく露出したウエストというフェティシズムだ。


    　重ね袈け裟さ状に下りたスカートは、膝ひざ上うえまでのブーツから覗のぞく太ふと股ももとでアンシンメトリーな絶対領域を形成。あわや下着が見えるのではないかと、傍はたで見る者をはらはらさせる。


    「遥はるか、これでマナも魔ま星せい少女だからな！　疲れた時はいつでも替わってやるぞー!!」


    「私の仲間、誰一人として常に一緒に戦うって思考の持ち主がいねーんスけど……」


    　肩を落とす遥。複雑な胸中は窺うかがえないが……〝友達〟の笑顔に喜んでいることだけは、間違いなかった。
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    　だが、喜んでばかりもいられない。レイアーヴィナスの初うい陣じんは、着実に迫っている。


    



    　　★


    



    　レイアーヴィナスが誕生してから四日。オーディションや皇み月つきの動画撮影にも使用した疑似空間収納箱アナザスペイシンの中にあるプレハブハウスで、大カラオケ大会が開催されていた。


    　曲作りに入る前に、個々の歌唱力を把握しておきたいからだ。


    　陽ひ奈なたち魔ま星せい少女組とウマちゃんだけでなく、ガッタくん、ケセりん、先日保護したモケーも揃そろっている。言葉が話せず意い思し疎そ通つうのできないモケーはとりあえずいるだけ、という感じだが、ケセりんもまた天井近くに浮いており、ミラーボールと間違えそうだ。


    　まずは愛まな美みがノリノリで歌い終え、美声というよりも「キャッキャしたアイドル感」を褒ほめそやされていた。果たしてそれは褒め言葉なのだろうか。


    「Ｉ[image: ]ｌ　Ｂｅｈｉｎｄ　Ｙｏｕ～♪　Ｆｏｒｅｖｅｒ～♪」


    　次にビブラートをきかせまくった優等生な歌唱を披露し、自分でタンバリンを振る遥はるか。


    　採点機能で表示されたその点数は、88点。自分の胸のサイズと同じだと喜ぶ。


    「すっごい上う手まいわね、遥」


    　陽奈は遥の歌を素直に讃たたえる。妙に自分を意識しながら歌っていたのが気になるが。


    　続いて陽奈が普通に歌い終えると、普通に拍手が起こった。


    　それほど上手くはないが、下へ手たでもない。普通に平均的な女子高生のカラオケレベルといったところだ。遥が唇くちびるを尖とがらせてブーイングする。


    「普通すぎてつまんねーッスよ先輩！　何日も前に歌が得意じゃないってフリしたんスから、ここは私たちが気絶するような破壊的な歌声を披露してくれッス!!」


    「私をあの音楽宇宙怪人たちと一緒にするな!!」


    　ウマちゃんも思わず唸うなる。歌手志望の面めん子つではないのに、歌唱力の平均値が非常に高い。


    「遥がリードボーカルなのは確定だろうけど、何だろう……つくづく君たちって多芸だね」


    「先輩がオンチキャラの期待を裏切ったのがいけねーんスよ!!」


    　多芸なのは、魔星少女メンバーだけではなかった。


    「それじゃあ、アティシも歌声を披露しなきゃねぇん」


    　タブレットに身体からだを器用に押し当てて選曲するケセりん。そして、彼女の毛玉じみた身体にまるで磁石のようにマイクがくっついてしまった。


    　つくづく、ＵウＭーＡマとは物理法則を超越した存在だ。


    　昭和の大女優のような独特な口調のケセりんは、何と最新のアイドルソングを選択。そこは演歌じゃないのか、というツッコミをウマちゃんから受けつつも、完かん璧ぺきに歌い上げた。


    　それならば──と、陽奈はカラオケ店の店員よろしくドリンクを配っていたガッタくんを捕まえ、選曲用のタブレットを渡す。


    　謙けん遜そんしていたガッタくんだったが、マイクを強引に持たされ歌わざるを得なくなった。


    「───ミステリァースアァニマ～」


    　披露されるは、生来の美声より紡つむがれる緩急極めた叙情的な歌声。


    　ガッタくんの歌は、採点機能で本日の最高点、98点をマークしてしまった。


    「うま─────────い！　ガッタくん、メチャクチャ歌うまいじゃない!!」


    「いえ、まぐれですよ」


    　はにかんでヒレで後頭部を掻かくガッタくん。陽ひ奈なも我わがことのように鼻高々だ。


    「歌声清らかな神話の生物・セイレーンは、ガッタくんのことだったのかもしれないわね!!」


    「……確かセイレーンは、美しい歌声で惑まどわした乗組員を皆殺しにする魔物では……」


    　皇み月つきが珍しくツッコミを入れるが、陽奈には通じない。


    「おんやあ？　いつもみじめにガッタくんに嫉しつ妬として小物っぽく騒いでるウマっちが、あの美声を前に大人しいッスね」


    「まあ、彼もそこそこ歌えてはいるけどね……上には上がいるものさ」


    　不思議と余裕たっぷりなウマちゃんに、遥はるかは首を傾かしげる。ＵウＭーＡマ勢の隠された才能を目まの当たりにしたこともあり、遥はウマちゃんにも無茶振りをすることにした。


    「こーなったらウマッちも歌うッス、何か自信があるみてーだし」


    　ウマちゃんは白々しく肩を竦すくめ、受け取ったマイクを一回転させて握り締めた。


    「はあ、仕方ないなあ。これでも、君たちが自信を失わないよう、歌うのを控えていたつもりだったんだけど……まあいい。僕の歌を参考にしてくれたまえ」


    　アーティストたる演者たちが自信を失わないよう、出しゃばるのを控えていたというプロデューサー。その実本当は歌いたくて仕方なかったとばかりに、情感たっぷりに歌い始めた──。


    



    　五感。視覚、聴覚、味覚、嗅きゆう覚かく、触覚──動物がセカイと触れ合うためのシステム。


    　こと人類は、外界の情報収集の大半を視覚に頼っている。感覚情報を一〇〇とすれば、視覚に与えられるのは九〇。それが合理的な割合なのだ。


    　では、突とつ如じよとして聴覚に九〇のリソースを押しつけられた時、人はどうなるか──。


    　その答えが今、本州最北の県で証明された。


    



    　遥の望んでいた破壊的な歌声が、プレハブに死の風を運んできた。


    　遥が、皇月が、愛まな美みが、ソファの上で身体からだを震ふるわせている。


    　ガッタくんも物言わぬぬいぐるみそのものと化し、ケセりんは床でバターのようにのびた。


    　この惨状を前に、音波兵器はドヤ顔で「測定不能」と表示された画面を見つめる。


    「ふふん、やっぱり僕の歌声は機械で測定できる限界を超えるようだね……」


    　一番近くで聞いていた遥はるかの被害は深刻で、ウマちゃんと同じ丸目になってしまっていた。


    「みんな、どうしたの？　そんな、痙けい攣れんするぐらい感動しなくても……!!」


    　死し屍し累るい々るいのプレハブで、愛まな美みが息も絶え絶えに賞賛する。


    「すごいぞウマ助、今時アニメでもそんなベタベタなオンチのキャラなんていないぞ……」


    　作家見習いのありがたくないお墨付きをいただくも、ウマちゃんはますます増長する。


    「まあ、君たちがどうしてもというなら、僕もボーカルで参加してあげても構わないんだよ。もちろん、君たちより目立たないよう、限界まで歌唱力をセーブするつもりだけどね」


    　乱れた脈と呼吸を大きくして懸命に整え、遥が理不尽を訴える。


    「……お絵描かきといい、もしかしてこのぬいぐるみプロデューサー、芸術分野が全部壊滅とかいうパターンじゃねーッスか……!?」


    「ウマちゃんはこれから伸びていく子なの!!」


    　一人だけしれっとしている陽ひ奈ながフォローする。大きなアホ毛が音おん叉さのように音を拡散して、ダメージを軽減したのだろうか。


    「ウマっちは楽器担当でどうッスか……？　プ、プロデューサー様なんスから」


    　この歌声をお茶の間にお届けしたら、活力を取り戻したいはずのユーマエルが完全に滅びてしまう。遥は正義の戦士の貌かおつきになり、懸命に提案した。


    「ふむ、確かにプロデューサーはいぶし銀な役割に徹したほうがいいね……僕はバックバンドを担当するよ。何がいいかな。ギター？　ベース？　ドラム？」


    「カスタネットとか、トライアングルとか……むしろ、拳こぶしを突き上げてリズムを取ってもらうという手もあるッスよ」


    　遥は極限の遠回しで「何もしないで」とアピールする。


    「拳って楽器なのかい……？　そういえば、演歌も〝こぶし〟を効かせるっていうけど……」


    　口直しならぬ耳直しを求めて周囲を見回し、遥は一人だけ歌っていない子に声をかけた。


    「みつきち、やっぱ歌わないッスかぁ？」


    「私は歌わないと言ったはずです。ミニライブでも、ただ立っているだけのつもりですから」


    　皇み月つきは「自分は歌わない」と断言していたのだが、ここは鼓膜の治療に彼女の歌声が欲しいところだ。歌は下へ手ただと自己申告もしていたが、皇月なら歌ってくれるだけで癒いやされる。


    「そこを何とかッス～」


    「だからカラオケというものは嫌いやなんです、『歌わなくていいから』と言っておいて、いざ本当に拒否すると『空気を読まない』なんて勝手なことを言うんですから……!!」


    　怒り心頭の皇月だが、選曲タブレットを手にし、曲を探し始めた。押せば案外折れてくれるものだ、と皆が喜んでいると、無遠慮にアクシデントが訪れた。


    「……！　宇宙人の反応だ！」


    　皇月は即座に選曲を中止、タブレットをテーブルに置く。表情を引き締めるウマちゃん。


    「愛まな美み……いけるかい？」


    「うん、まだ身体からだがぴりぴりするけど……」


    　ウマちゃんは僕の美しい歌声で腰砕けにしてしまってすまない、などと自意識過剰も甚はなはだしい暴言をほざきながら、愛美に出撃までの基本の流れを説明する。


    「さあ愛美、コスモチェンジャーを出してみて！」


    　言われるがまま、与えられたばかりのコスモチェンジャーを右手に出現させる愛美。
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    　コスモチェンジャーのリングが発光し、敵戦力の概要を電子音声で伝える。


    　遥はるかは敵レベルの数値に着目し、嬉うれしそうににやけた。


    「おやおや、ウブなマナっちには刺激の強いレベルッスねえ」


    「強いの？　この数字」


    　遥の茶々を理解できていない愛美が、きょとんとした表情で聞き返す。


    「寝技に持ち込まれないよう気をつけるッス」


    　愛美は左手に魔星紙片スターピースを出現させ、コスモチェンジャーのカバーを開く。


    　と──そこで、不意に手の動きが止まった。


    「……ねえ、今日はマナだけで戦うんだよね？」


    「もちろん、遥と皇み月つきを休息させるためでもあるからね。是非お願いするよ」


    「そかー」


    　コスモチェンジャーのボディの鏡面に、愛美の不安げな表情が映り込む。カードの装そう填てんを待つ変身待機音が、静まった部屋ではとりわけ大きく聞こえた。


    　愛美の緊張を察した遥は嘆息しつつ頭を掻かくと、


    「なぁんか、いまいち頼りねーッスねえ、マナっちは……。しゃーない、ここは私がついてってやるッス!!」


    　仕方がないなあ、と呆あきれ気味に、しかし頼もしげに力強く、その豊満な胸を拳こぶしで叩たたいた。


    「……待って遥、君は変身を控えな──」


    　抱きかかえるようにしてウマちゃんの口を塞ふさぎ、遥は提案する。


    「みつきちの時はまだ話の盛り上げとか気にしてなかったけど、新しい戦士が登場する時はバーンと目立つようにするもんじゃないッスか？」


    「それは……はい、新戦士登場回の基本ですね」


    　皇月も、遥の愛美への気遣いを汲くんで速すみやかに肯定する。


    「私が先に行って、ちょっくら苦戦するッス。そこへマナっちが颯さつ爽そうと駆けつければ……」


    　それまで不安に怯おびえていた愛美の表情は、花が咲いたように明るくなる。


    「なるほどー！　チョー盛り上がりそう!!」


    「うむ、私に任せとけッス。苦戦するのは大得意ッスから！」


    　おどけながら、遥はるかは愛まな美みを導くように、率先して自分が変身してみせた。


    「よーし、マナも！　スタートランス!!」


    　薄黄色の光が、彼女の不安を取り除くかのように優しく包み込んでいく。


    　マントを靡なびかせながら、レイアーヴィナスは自信満々に腕を突き上げた。


    「マナ、頑張るから見ててね、陽ひ奈なたん!!」


    　陽奈は力強く頷うなずくと、〝空間デイメンシヨン〟の魔ま星せい術じゆつ──転移ゲートである疑似空間転移穴アナザアライヴアを出現させる。


    「……気をつけてね、二人とも！」


    



    　　★


    



    　先行したレイアーテラが到着した現場は、関東のスキー場だった。


    　シーズンオフの今は野外イベントのために開放されており、今は数週間後に開催される野外フェスのためのステージセットが組まれている。


    　観客のいないステージ上で、巨大な怪人が楽器をいじっていた。体長三メートル以上はあろうかという巨きよ躯くの前では、握り締めたエレキギターもスプーン同然のスケール比だ。


    　観客席から一足飛びでステージに飛び上がると、レイアーテラはうきうきで調ちよう弦げんしている怪人に指を突きつけた。


    　ゴリラのような見た目で、近くで見ると上半身のマッシブが際きわ立だっている。


    「そこのゴリラ！　また勝手に人様のイベントに乱入しようとすんじゃねーッス!!」


    「このヴァンド＝エイドのＮｏ．１アーティスト、ナーヴァスゴリラのソロライブをリッスンに来たか、地球の魔ま星せい少女よ……！」


    　怪人はギターの調弦の片手間に、妙な英語交じりでレイアーテラへと話しかけてくる。


    「ん、お前はチャラいキャラ付けしてねーんスか、確かそれが組織の規約だとか言っていたような……？」


    　口調は変だが、テンションはこれまでのヴァンド＝エイドの怪人と比べると普通だ。


    「もちろん皆とトゥギャザーの時は足並みを乱さぬようウェーイと沸わき立つ……だが、私の本来の音楽性は、厳おごそかなソロでこそ活いきる。こと闘争をフロントにしては──」


    　話が長そうなので、レイアーテラは拳こぶし一つ引っさげてナーヴァスゴリラへと突っ込む。


    「どりゃあああああああああ！」


    「うおっ、サドンリーどうしたガールよ!?」


    　ナーヴァスゴリラが防御本能で振り回しただけの右腕が、旋風を伴う剛ごう槌ついとなってレイアーテラに襲いかかる。咄とつ嗟さに腕をクロスしてブロックしたものの、レイアーテラはまるで自みずからバックステップしたかのような勢いで、ステージをゴロゴロと転がった。


    「ぐっ……ああああああ…………ッス!!」


    　お父さんが子供と戦いごっこをして遊んでいる時の「うわーやられたー」というほんわかな演技とは一線を画する、卓越したやられ演技だ。


    「クッ……このままでは薄い本みてーな展開になっちまうッス……！　チラッ」


    　何かを合図するように、視線を背後に向けるレイアーテラ。


    「そこまでだぞー！」


    　演技力はイマイチだが、明るく力強い声が野外ステージに響きわたる。


    　レイアーテラは口くち許もとを薄く吊つり上げ、よろよろと上体を起こして観客席の先を見た。


    　後光をまとうように薄黄色の光を放ちながら、ゆっくりと歩み入る少女。伸びたアホ毛とポニーテールを揺らし、放胆な笑えみを向ける。


    　胸の前に構えた腕を振り抜いて勇然とマントを翻ひるがえし、少女は堂々と名乗りを上げた。


    「レイアーヴィナス、さんじょー！」


    「何……おニューな魔ま星せい少女だと!?」


    　驚きよう愕がくするナーヴァスゴリラ。登場までは段取りどおり。あとは、レイアーヴィナスが本人のポテンシャルのままに、怪人と戦闘を繰り広げることとなる。だが──


    「うおー、ゴリラだー!!」


    　レイアーヴィナスは目を輝かせ、ナーヴァスゴリラの元へと駆け寄る。


    「わーい！　初めて戦う相手がゴリラだなんて、運命を感じるよー!!」


    　ゴリラをこよなく愛する少女。神は何な故ぜに、斯か様ように残酷な試練を与え給たもうたのか。


    「アホー！　せっかく私がお膳立てしたのに、なんで敵にきゅんきゅんしてんスかー!!」


    　やられ損となったレイアーテラが、ステージの袖そでから抗議を浴びせる。


    「わははははははー！　ゴリラだゴリラだー!!」


    　興奮のあまりか、レイアーヴィナスはナーヴァスゴリラをぺたぺたと触り始めた。


    「おっふぅん、フランクかつソフトリーにタッチしてくるこのガールは一体!?」


    　それは、テーマパークなどで笑顔で対応する着ぐるみに、テンションが上がりすぎて無邪気な突撃をする子供そのものだった。


    「なーなー、お前のプロフィール教えてくれ！」


    「さらにはマイデータを知りたいとな!?　ホワット何故に!!」


    「取材だよ取材！　マナ、ラノベ作家を目指してるからさ！　ネタを集めたいんだー!!」


    「ほ、ほう、私を題材に、ラノゥベの取材か……バッドな気はしないな」


    　ナーヴァスゴリラはステージにあった椅い子すを二脚、速すみやかに引っ張ってきた。一脚をレイアーヴィナスに差し出し、一脚に自分がふんぞり返って取材準備完了だ。


    「遠慮なく私を主役にした冒ぼう険けん譚たんをライティングせよ。今、初版六〇〇〇万部が確約された」


    　出版どころか、執筆前のプロットを提出しただけで担当編集にノートＰＣの角で頭ず蓋がい骨こつを粉砕されるレベルの妄もう言げんを吐き散らすナーヴァスゴリラ。


    「では、まず私と音楽のミートについてだが、私はモテたくてな。それであるデイ──」


    　一息もつかずにつらつらと、自分のしょうもないプロフィールを語り出した。


    　にこにこしながら聞いていたレイアーヴィナスだが、しばらくしてはっと思い出した。


    「そーだ！　キーボードでメモんなきゃー!!」


    　自分で提案した便利武器の存在があった。探り探りの念話でウマちゃんに呼びかける。


    「……ウマ助～、キーボード！　キーボードできてるー？」


    『うん、バッチリできているよ！　武装アームド魔星紙片スターピースで喚よび出してみてくれ!!』


    　レイアーヴィナスは二の腕のジョイントバンドからコスモチェンジャーを外し、カバーを開いた。特に手間取ることもなく、胸の宝石から武装アームド魔星紙片スターピースを引き抜いた。


    「そしてブラックホールに吸い込まれ、ディレンマに陥おちいった私だが、切れたギターの弦げんが宇宙船と繋つながってライフ綱になっていてな……」


    　小説のネタのために語ってもらっているナーヴァスゴリラの自分語りのほうが、次第に小説じみた創作感を帯び始めている間に、その魔星紙片スターピースをコスモチェンジャーへと装そう填てん。
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    　電子音声が響くとレイアーヴィナスの頭上の空間が歪ゆがみ、長物が弧を描いて落下してきた。


    「出たー！　おおー、すっげー！　これがルシファーズタイパーかー!!」


    　金の装飾が施ほどこされた、柄の長いハンマー。


    　レイアーヴィナスはハンマーの先端に手を添えると、ノートパソコンのラップトップを開くような動作でハンマー部を展開した。


    　現れたのは、分割された二つの画面と、それに付随するキーボード。


    　キーピッチを広く取ってあり、打だ鍵けん感にもこだわったという逸品だ。


    　レイアーヴィナスはキーボードに変形させたルシファーズタイパーを膝ひざの上に載せると、


    「ちょっと待っててー！　今聞いたネタ、書き留めるから!!」


    　なんと、キータッチも軽快に戦闘中に執筆活動を開始してしまった。


    　その名前を聞いたナーヴァスゴリラは、一連の変形を見て突っ込まずにはいられなかった。


    「ハンマーに変形するのにルシファーズ〝タイパー〟では、メニーもやっとするぞ！　ルシファーズハンマーと名乗っておいて打鍵機タイパーに変形するなら、グッド収まるであろうに!!」


    　細かい。ゴリラのくせにどっしりと構えた雄大な余裕がなく、実に神経質な怪人だった。


    「マナ……じゃなかった、ヴィナは作家だから！　武器は文章だもん！」


    「ぬぬぬ、それほどの気け高だかき誇ほこりを纏まとった武器だったとはドラマティック！」


    「ねーねー、もう書き終わっちゃったよ、早く続き聞かせてー!!」


    　無む垢くな笑顔で自分語りを懇願され、ナーヴァスゴリラは天を見上げた。


    「モテてる……!!」


    　ナーヴァスゴリラのいかつい頬ほおを、熱き涙が滴したたり落ちる。


    　悲しいかな、ちやほやされたくてバンドを始めた非モテ怪人。地球征服などという不確かな目標は、女の子に話をせがまれるという喜びの前に消し飛んでしまっていた。


    　白目で唖あ然ぜんと見守るレイアーテラを前に、レイアーヴィナスは取材を続け──。


    「……よーし、たくさんネタ書き溜ためたぞー！　あんがとね、ゴリラ!!」


    　礼を言われるや、ナーヴァスゴリラは恭うやうやしく礼をし、ごつい手を差し出した。


    「フフ……それではフォロミー、我わが宇宙船へ」


    　ハテナマークを浮かべるレイアーヴィナス。血相を変えて二人の間に割って入ったのは、彼女に花を持たせるために戦線離脱したはずのレイアーテラだった。


    「ウオラアアアアア幼児並みに初う心ぶちんな女ナンパしてんじゃねーッス!!」


    　レイアーヴィナスは怪人の愛あい嬌きように毒気を抜かれてしまっているが、その怪人を放っておけば世界の平和が脅かされることを、レイアーテラ──遥はるかは嫌いやというほど理解している。


    「わかってプリーズ！　女の子をテイクアウトするのが、バンドマンの大事な仕事なのだ!!」


    　宇宙怪人が、地球の全バンドマンへの甚じん大だいな風評被害を撒まき散らす。


    　人生の春に歓喜したゴリラは、それを阻はばまれんとしたことでついに戦意を解放。ナックルウォーキングで攻撃の予備動作を取った後、その逞たくましい胸板を拳こぶしで打ち鳴らし始めた。


    「おーっ、ドラミングだー!!」


    　ゴリラ好きの愛まな美みが、迫力満点の威い嚇かく行為に目を輝かせる。


    「この星のミュージックにはパワーが足りない！　私たちのソウルを見習わせてくれる!!」


    　ドラミングの狂おしいまでに微妙な音律が、大気に正円の打紋を次々と作り出していく。それが重なり、反響した時──爆発的な破壊力が、レイアーテラを襲った。


    「っぐ……!!」


    　星衣類スタイルから激しく火花を散らし、地面を転がるレイアーテラ。


    　はしゃいでいた自分を恥じ、レイアーヴィナスはレイアーテラへと駆け寄った。


    「ああっ……だ、大丈夫!?　痛くない!?」


    「こんなんでいちいち騒いでないで……ほら、今度こそ……初うい陣じんをしっかり飾れッス!!」


    　レイアーテラに背中を叩たたかれ、レイアーヴィナスは表情を引き締めた。


    　今度は自分を目立たせるための演技ではない。仲間が、本気で傷つけられたのだ。


    「……わかった……ヴィナ、戦うよ!!」


    「来るか、ガール……よかろう、まずは音楽観の語り合いからだ!!」


    　集めたネタをメモしていたルシファーズタイパーを、左腕にセットする。右手の五指が軽やかにキーの上で躍り、画面には相対するナーヴァスゴリラの情報が表示された。


    　強力に敵のステータスを分析し、戦局を優位に進める──貪どん欲よくなまでのネタ収集という作家の習性がもたらした、レイアーヴィナスの真価だ。


    　ナーヴァスゴリラのドラミング音波は、胸板を起点として扇状に放射されている。ルシファーズタイパーのナビゲートに従えば、死角を見つけ出すのは容易なことだった。


    　二の腕のアタッチメントから、コスモチェンジャーを取り外すレイアーヴィナス。


    「ヴィナだって、今までみんなの戦い見てたんだから……できるもんっ!!」


    　その手に像を結んだのは、先輩たちが使用した〝大魔星術マキシマギアス〟の武装アームド魔星紙片スターピースだ。
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    　レイアーヴィナスの全身から立ち昇る薄黄色に輝く魔ま星せい力りよくが、必殺を確約する。


    　踊るように転回しながら、拡散滞空した魔星力へとルシファーズタイパーを差し出し、さらに旋転を繰り返す。やがてルシファーズタイパーのハンマー部は、水みず飴あめを割り箸ばしで掬すくい取り、巻き付けてかさを増していくように魔星力が充じゆう溢いつしていった。


    「どっかーん！」


    　跳躍し、ナーヴァスゴリラの大上段に輝く武装を振りかぶるレイアーヴィナス。


    「ルシファーインパクト───────────────ッ!!」


    　正しく神の鉄てつ槌ついと化した渾こん身しんの一撃が、ナーヴァスゴリラに叩たたきつけられた。


    「ぐ、お……音楽性の違いで破局、か……シーユーネクストラ──────────イフ!!」


    　しかし、ほんの一時でもモテたことに満足したのだろう。激しいスパークの中で笑えみを浮かべ、ゴリラのシンガーは爆散した。


    「やーったぁーっ！　大勝利っ!!」


    　諸もろ手てを挙げてジャンプし、初勝利の達成感に包まれるレイアーヴィナス。しかし、すぐにレイアーテラを案じ、彼女の側そばへと歩み寄った。


    「あっ……遥はるか、大丈夫!?」


    「……あんねーマナっち。私も戦いはまだまだヘタッピっすけど……一応言っとくッスよ」


    　星衣類スタイルがかぶった埃ほこりを払って立ち上がりながら、レイアーテラは表情を厳しくした。


    「ネタ集めをすること自体はまあ、敵の弱点を探るってことで問題ないはずッス。敵がアホすぎて、思わず突っ込みたくなること……私でもよくあるから、これも仕方ないッス」


    　スカートの埃を払い終え、レイアーテラは真剣な面おも差ざしでレイアーヴィナスを諭さとす。


    「でも、これだけは覚えておくッス。一応私ら、地球の命運を背負ってんスから……戦いはマジでやんないと。新人賞に応募する出版社ごと、世界が消えて無くなるッスよ」


    　レイアーヴィナスはネタ集めが終わったことで満足し、本来の使命を忘れてしまった。元から薄かった戦意は完全に消え、それがナーヴァスゴリラに好意と勘違いさせる原因となった。


    　沈ちん鬱うつな表情で頷うなずき、レイアーヴィナスは素直に頭を下げた。


    「……うん。わかった」


    　普段の愛まな美みからは考えられない素直さに、拍子抜けするレイアーテラ。


    「えらい素直ッスね……？」


    「……その……あのね。マナ、一人で戦うの、ちょっと怖かったから……」


    　レイアーヴィナスは腰の前で手を組んでもじもじとしながら、言いづらそうに口を開いた。


    「一緒に来てくれて……嬉うれしかったの。遥はるか、優しいとこもあるね」


    　レイアーテラは顔を真っ赤にし、


    「はぁ!?　何急にしおらしくなってんスか、怖っ！　お前さてはゴリラの仲間だろッス!!」


    　わかりやすい照れ隠しだが、レイアーヴィナスではいまいち察してあげられない。


    「むー！　やっぱり遥、優しくなーい！　言わなきゃよかったー!!」


    「うるさいッス！　何スかこの髪、先輩みたいにアホ毛伸ばしちゃって!!」


    　とうとう微笑ほほえましい掴つかみ合いを始め……邪悪滅び平穏の戻った戦場跡を、再び賑にぎやかす。


    



    　遠く離れた陽ひ奈なたちに温かく見守られながら──レイアーテラとレイアーヴィナスは、二人でしばらくじゃれ合い続けるのだった。

  


  
    11ｔｈ：愛の魔星少女、爆誕！／Ｂ‐ｐａｒｔ


    



    　赤いランドセルを背負った少女が、軽快に通学路を歩いていく。


    　天使と見み紛まがうそれは、下校中の朔さく良ら皇み月つきだった。


    　慣れているはずの道のりがどこか足取り軽いのは、帰宅後すぐに陽奈の家に向かうからかもしれない。昨日のユニット名決めに続き、今日もやることは山ほどある。


    　だが──いつからだろうか。ランドセルを翼と背負う幼き聖少女を、密ひそかに尾つけ回す挙動不審な人影があった。


    　人影は電柱から電柱へ。曲がり角では頭だけを覗のぞかせて気づかれていないか確認し、抜き足差し足で皇月の後を追う。息が荒く、頭は忙せわしなく揺れ、身体からだが小刻みに震ふるえている。足取りがねちっこい。服装は初夏なのにロングコートを羽織り、サングラスにマスクをしている。


    　通報要素ロイヤルストレートフラッシュの不審者は、徐々に皇月との距離を縮めていく。


    　皇月は不意に足を止め──時代がかった台詞せりふと共に、勢いよく振り向いた。


    「……曲くせ者もの！」


    　ロングコートの不審者は驚き、背後の電柱に後頭部をぶつけた。


    「な、何で気づいたんですか。気配とか、わかるの……!?」


    　女性の声だ。ふわっとした銀髪で、失礼ながら不審者にしては手入れが行き届いている。


    　皇み月つきはスカートのポケットの中の防犯ブザーに手を伸ばした。過保護な父親が過剰な威力の防犯グッズを渡してくるので、普通の防犯グッズを持つのも一苦労だ。


    「……気配も何も、そんな挙動不審な動きを後ろでされて、気づくなというほうが無理です」


    　ロングコートの女はサングラスを外し、懇願した。左目は医療用の眼帯をしており、もう一方の目は血走っている。


    「二人きりで、話がしたいの……どこかでお茶しましょう……えへへへ」


    「[image: ]っ……」


    　皇月らしからぬ、低い驚声が漏もれる。


    「朔さく良ら、皇月ちゃん……だったよね」


    「何な故ぜ、私の名を……」


    「わ、私」


    　さらにマスクを外したところで、皇月は不審者の正体に気づいた。


    「……マオンさん……あなたでしたか」


    　先日会ったばかりのアイドル・マオンだ。確かに会った時からすでに挙動不審だったが、日の下を歩くとここまで不審者と化すとは……アイドルとしての未来が心配になる。


    　しかし、あの無人島からここまで独りでやって来たのだとすれば、無む碍げにもできない。


    　皇月はしばし考え込み、近くのオープンテラスのあるチェーン店のカフェへと案内。しきりに周りを気にするマオンに不審を懐いだきながら、速すみやかに移動した。


    　皇月がアイスティー、マオンがコーヒーを注文し、テラスに着席する。


    「それで、お話とは……」


    「その前に……。実は私……皇月ちゃんと前に会った────カラミティーサタンです」


    　急に番組の〝敵キャラ〟の名前を出して、何を言っているんだ、と眉まゆを顰ひそめる皇月。緊張をほぐそうと気を使ったのかもしれない。しげしげと見つめると──


    「──────!?」


    　もう、彼女がそうとしか見えなくなった。


    「なっ……、え──どうして……!?」


    　皇月らしからぬ狼ろう狽ばいを見せる。何故、今の今まで気づくことすらできなかったのか。


    　目の前にいるのは、紛れもなくカラミティーサタンだ。そして彼女は、マオンだった。


    　困惑しきりの皇月を落ち着かせようと、カラミティーサタンが説明する。


    「これが、認識撹かく乱らんの魔ま星せい術じゆつの弱点です……。顔を隠したり変装したりしなくても、変身前後で、同一人物だと気づかせないよう……守ってくれますが……ひとたび『もしかしてあの人は○○では』と、相手が疑念を懐くと……術が途端に綻ほころんでしまうのです……」


    「そんな、ことが……」


    「私も、レイアールナの正体としてあなたを認識できたのは、先週宇宙船で話した時、〝レイアールナの朔さく良ら皇み月つき〟と紹介されたから……」


    　確かに、皇月は変身前の姿でカラミティーサタンの前に現れたことはない。第一、変身前後の顔を両方見ると認識撹かく乱らんの術理から外れるというこの説明が真実でなければ、番組を見ている視聴者すら地ち平ひら遥はるかとレイアーテラという存在が同一人物だと認識できないことになる。


    　この話は真実だろう。


    「ウマさんが以前……ユーマエル星人では、魔ま星せい術じゆつは使えても魔ま星せい少女に変身することはできないと言っていました。つまり、あなたがユーマエル星人というのは真っ赤な嘘うそですね……」


    　一気に警戒心を強める皇月。


    　マオンは否定も肯定もせず、バツが悪そうに俯うつむくばかりだった。


    「それで、私をどうするつもりです。戦うというのなら受けて立ちます。ヒーローライブを台無しにした怒りは消えていませんよ」


    　皇月は決して好戦的な性格ではない、むしろ真逆だ。しかし、降りかかる火の粉は払う。


    　防犯ブザーを握った左手はポケットの中で開かれ、代わりに魔星紙片スターピースをいつでも具現化できるよう気を張り詰めておく。


    「…………う、ぐす……」


    　ところが……皇月の敵意を目まの当たりにしたマオンは、目端に涙を浮かべ始めてしまった。


    「な、泣くことはないでしょう……！」


    　一気に調子を狂わされる。皇月は大おお仰ぎように嘆息すると、説明を急せかした。


    「とにかく、戦うのでないのなら要件を話してください。私は忙しいのです」


    　マオンは目め許もとを指で擦こすると、テーブルに身を乗り出した。


    「皇月ちゃん……お願い。私と、一緒に歌って。あなたがこちらに来てくれれば、ユニットの人数バランスがよくなると思わない……？」


    　今さらな話だった。確かに、現状は四人と二人。誰か一人──例えば皇月がプリズム☆リングに加わったとすれば、メンバーはマオン、ルーティア、皇月の三人。そしてＭａｇｉｃａｌマジカル Ｅａｒｔｈアースも陽ひ奈な、遥、愛まな美みで三人だ。人数はバランスが取れる。


    　もっともそれは──初めて出で逢あった時、皇月がマオンの正体を知らなかった頃ころなら成り立つかもしれなかっただけの仮定だ。


    「無理に決まっているでしょう。あなたがカラミティーサタンだとわかった以上、一緒に歌ったりなどしたらウマさんたちを裏切ることになります！」


    　突き放す皇月。しかし、マオンは追い縋すがるようにすかさず聞き返した。


    「じゃあ皇月ちゃん、どうしてあの時、私を助けてくれたの……？」


    「……なんのことですか」


    　とぼけはしたものの、何を指しているかは明らかだった。カイザーエディットとの戦いの後、レイアールナは捕縛されたカラミティーサタンを人知れず助けた。彼女は、自分が誰の手で助け出されたのか、気づいていたのだ。


    　そしてこの件は陽ひ奈なも明らかに見抜いており、皇み月つきは一緒に買い物をしたあの日、陽奈から問い質ただされることを覚悟していた。結局彼女は、自分の胸の裡うちに仕舞ったようだが……。


    「皇月ちゃんが助けてくれなかったら、私、レイアーソルに捕まって……エ、エッチな拷問をされてたかもしれない……」


    「な……」


    　頬ほおが赤くなり、咄とつ嗟さに俯うつむく皇月。アイスティーを飲むふりをしてやり過ごした。


    　何か誤解があるようだが、彼女の中でレイアーソルはどんなイメージになっているのか。


    　いや……戦闘中にレイアーテラとキスをしたり、戦闘中にレイアーテラから胸を揉もまれたりしているのを立て続けに目撃していれば、無理もないのかもしれない。


    「あなたを助けたのは……なんとなくです。あの日あの瞬間だけは、あなたが悪人に見えなかった……ただの、気の迷いです」


    　そう考えれば……ヒーローライブが台なしになった遠因を作ったのは、自分なのかもしれない。皇月は一人、自責の念に包まれた。


    「わ、私の部屋でお話しした時、言ったよね……。皇月ちゃんは、信用できるって」
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    　皇み月つきは素直に喜べなかったが、カラミティーサタンは皇月の番組作りへのスタンスをいたく評価していた。


    　少なくとも、カラミティーサタンが正体を明かしたのは、助けてもらったことに対する彼女なりの礼なのだろう。どう考えても、メリットが何もない。


    　とにかくこうなってしまった以上、皇月は最低限の情報だけでも引き出そうとした。


    「今回の主題歌企画……あなたはすでに相当深く介入しているようですが、どんな作戦を遂行するつもりなのか教えてください。話はそれからです」


    　ここでマオンが素直に教えた後で皇月が首を横に振れば、カラミティーサタンたちの作戦は破滅する。しかし、それをすることでようやく交渉のスタートラインに立てるだけだということは、マオンもわかっているのだろう。躊ちゆう躇ちよすることなく、口を開く。


    　車の走行音や雑踏にかき消える、マオンの小さな声。皇月は厳しく唇くちびるを引き結び、作戦の概要を聞いていた。


    「──なるほど。細部に疑問点は残るものの、決して悪あく辣らつな手段とまでは言えませんね」


    　嬉うれしそうに頷うなずくマオンへ……皇月は、きっぱりと意志を示した。


    「聞いておいてすみませんが……やはり、お断りします」


    「そんな……!!」


    「何な故ぜわざわざ、私たちを騙だますような作戦を。初めから堂々と、カラミティーサタンとして『どちらが主題歌を歌うか勝負しろ』と申し込めば、番組的にも盛り上がったでしょうに」


    　マオンは眼帯に隠れない右目に慚ざん愧きの念を滲にじませ、か細い声で訴えかけてきた。


    「今回の主題歌は、絶対に負けられないの……。頼れるのは、皇月ちゃんしかいないの」


    　畳みかけるような勢いで頼み込んでくるマオン。


    「……あなたは味方を裏切るんじゃない。私が勝手に利用する……。一度目に宇宙船に来た時、洗脳の魔ま星せい術じゆつをかけていたとか……理由はいくらでも作る。あなたは、被害者でいい」


    　つまり……演技をしてくれと、マオンは懇願してきているのだ。


    「責任は全部、私に押しつけていいよ……。私は、悪の魔ま星せい少女だから。視聴者に卑ひ怯きようだと蔑さげすまれ、卑劣だと憎まれることこそ、最大の仕事」


    　これまで悪と断じてきた少女が垣かい間ま見みせた、強い意志の光。


    「皇月ちゃん……レイアールナは、〝正義か悪かわからない謎なぞの戦士〟なんでしょう……？」


    　その瞳ひとみの中の輝きが、あまりにも純真で……心が揺らぎかける。


    　迷いを払うようにかぶりを振り、皇月は言った。


    「あなたは私を買い被かぶっているようですが……私に言わせれば、誠実さ、熱意……どれを取っても星ほし上がみさんたちのほうが上です。大義がある……正義と悪の役割があるというのなら、私ではなく星上さんたちにこそ相談し、協力すべきでしょう」


    　懸命に番組作りをする陽ひ奈なたちは、口にこそしないが、皇月にとって尊敬すべき存在。


    　それをいつも嘲ちよう笑しようするだけのカラミティーサタンに、協力などできるはずもない。


    「あの子たちじゃ、駄目なの！　あの子たちの好きにさせたら、宇宙が滅──」


    　マオンはしまったとばかりに口を押さえるが、もう遅い。


    「……やはりあなたは、ウマさんも知らない魔ま星せい少女に関わる秘密を知っているのですね」


    　皇み月つきは彼女を正面から見据える。


    「あの時、宇宙船で零こぼしていた……『番組が面白くならなければ宇宙が滅びる』……その言葉の真意を教えてください」


    　マオンは目を逸そらしたが……ちらちらと小刻みに視線を送ってきた。


    「ずっと、気になってたんだね……」


    「当然です」


    「……詳しくは、言えない。言ったら、きっとあなたは耐えられないから」


    　今回の自分の作戦までもを躊ちゆう躇ちよなく教え聞かせたマオンが、これほどまでに躊躇ためらう。とてつもない秘密なのだろう。それでも皇月は譲らない。


    「見くびらないでと言ったはずです。子供に見えるかもしれませんが、私は九九九歳ですよ」


    　マオンは、忙せわしなく彷徨さまよわせていた視線を初めて真まっ直すぐに皇月に向けた。


    「……わかった。よく聞いて──惑星ユーマエルの真実を」


    



    　今度は──声が周囲の騒音にかき消される、どころではない。


    　時間が停止したかのような錯覚。周囲の色全てが消え、世界は皇月とマオンだけとなった。


    　マオンの語る真実の凄せい絶ぜつさに、我われに返った皇月が椅い子すを倒すほどの勢いで立ち上がる。


    　顔面が蒼そう白はくになった皇月に、マオンは再度問いかけた。今度はその顔に、笑えみはない。


    



    「……私に協力してくれるよね？　皇月ちゃん」


    



    　　★


    



    　ライブまで残り一〇日──。レイアーヴィナスの登場は好評で、早速ルシファーズタイパーなど新しいおもちゃの生産に着手した。迫る主題歌発表への弾はずみがついたというものだ。


    　陽ひ奈なの家のリビングは、これまで以上の活気を帯びている。


    　カラオケで個々の歌唱力を把握した面々は、およそのパートを決めることができた。


    　メンバーが四人ということで、センターを完全に固定できないことが論点に。そこで演出面では番組の新旧主役魔星少女である陽奈と遥はるかを暫ざん定てい的にダブルセンターとし、歌唱面では歌唱力のある遥をリードボーカルとして曲を展開するという流れとした。


    　ここからは肝心の曲作りを軸としながら、他の作業を並行して進めていく。


    　ウマちゃんがノートＰＣをリビングのテレビに接続し、筆記事項を見やすくするホワイトボード代わりに使っている。


    　そこには、拡大した画面ですら細かくて見えなくなるほど、多くの意見が集まっていた。


    　皇み月つきと遥はるかが、曲の方向性について話し合っている。


    「ヒーロー番組の主題歌なのですから、奇をてらわずストレートなものを目指しましょう」


    「子供から大人まで歌いやすい曲を……ってことッスね？　それなら、あんまテンポの速くない曲のほうがいいッス」


    （皇月ちゃん……いつもの調子に戻ったみたい）


    　陽ひ奈なは安あん堵どした。この数日、今度は皇月が何かを思い詰めたような表情をしていたからだ。


    「じゃー、作詞はマナに任せてよ！　みんなで好きなフレーズ言ってくれれば、歌っぽくまとめてくからさー!!」


    　間に合うかどうかの最大の難関が曲作りだったが、愛まな美みの存在が実に頼もしい。


    　曲のフレーズと聞いて、陽奈は思案する。やはり、一曲でテーマが統一されていたほうがいいだろう。そうなると──


    　ウマちゃんの眼前にスマートフォンがポンと音を立てて出現し、陽奈の思考は中断された。


    「……お、ルーティアからの連絡メールだ。ミニライブで先行公開する、ＣＤのジャケットを撮影しないといけない。君たちの衣装をデザインしたいんだけど、何か希望はあるかい？」


    　陽奈は、気になることを聞いた。


    「マオンちゃんたちの衣装は決まったの？　できてるなら参考にしたいかな」


    「うん、ちょうど写真が添付されているよ……今表示するから、待っててね」


    　油断しているウマちゃんの後ろから、陽奈はスマホの画面を覗のぞき込む。


    　恋する女の子がカレシのメールチェックをするのは義務。全宇宙共通だ。


    　できる奥さんになると、旦那が仕事で取引先と交わすメールも全てチェックするという。


    　件名は「衣装の件について」という事務的なものだったが、業務連絡が綴つづられた本文の最後にあった追伸が見逃せないものだった。


    『あなたの仕事ぶりは素晴らしいな。ライブの前に、二人だけで会わないか？　ゆっくりと話がしたいんだ』


    　有罪ギルテイ確定な文面を視線で走査し、陽奈は双そう眸ぼうとアホ毛に雪女もかくやな凍気をまとわせる。


    「……………………駄目じゃない、ウマちゃん。迷惑メールの添付ファイルを開いたら」


    　ぎょっとして振り返るウマちゃん。そのぬいぐるみじみた頬ほおを、陽奈の指突が掠かすめていった。


    「覇ハッ──!!」


    　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、ルーティアから届いたメールをロングタップ。速すみやかにごみ箱フォルダへとドロップする陽奈。


    「おわ────────────業務メールを躊ちゆう躇ちよなく消すなああああああああああああ!!」


    　駄目押しで繰り出された奥義「ごみ箱を完全に空からにする」は、ウマちゃんの手により辛からくも食い止められた。陽ひ奈なのフィルターを通すと、重要な業務メールも迷惑メールに早変わりだ。


    「油断も隙すきもないわ……あの女ひと、ウマちゃんを狙ねらってたのね」


    　例えではなく油断も隙も微み塵じんもない同居人に恐怖しながら、ウマちゃんは復旧したメールから添付ファイルを展開、ホームネットワークを通じてテレビ画面に拡大表示した。


    　画像は、アイドル衣装を華々しく纏まとった写真だった。


    　……マオンではなく、ルーティアが。ドヤ顔で。


    　どこまで自己主張の強いマネージャーだろうか。普通、推しアーティストのマオンが衣装合わせをした写真を選ぶのではないか。


    「おー、かーいーなー!!」


    　愛まな美みが画面を見て率直に賞賛する。


    　赤いギンガムチェックのベストにスカート。頭と腰に、白い羽根をまとめたコサージュ。それと対照となるように、膝ひざ下を黒いエナメルブーツが脚色する。


    　まさに正統派アイドル衣装だが、コルセットタイプのアンダーベストが曲くせ者ものだ。かなり胸が大きいルーティアはしっかりと乳袋が作られ、その上胸元は大きく開いて谷間が見えている。


    「危ない危ない……こんないやらしい衣装でウマちゃんを誘惑しようなんて」


    　陽奈は眼力だけで五〇インチテレビを爆砕しかねないほど殺気を高め始めた。


    「……陽奈はちょっとしばらく役に立たなそうだから、みんなで衣装を考えようか！」


    　ウマちゃんが冷や汗だくだくで提案し、衣装作りに話題が移る。


    　プリズム☆リングが正統派なアイドル衣装できた以上、こちらＭａｇｉｃａｌマジカル Ｅａｒｔｈアースは少し変化球でいったほうがいいかもしれない。


    



    　　★


    



    　さらに翌日。陽奈たちのアイディアから皇み月つきがラフスケッチしたデータを元にユーマエルでブラッシュアップされ、完成品となった衣装が一式転送されてきた。


    「武器デザインもそうだけど、ウマっちの星にいるデザイナーは仕事が速いッスねえ……めちゃ助かるッス」


    「まあ、僕のデザインでほぼ完成しているからね、あちらもかなりやりやすいとは思うよ」


    　ちなみに先に皆の衣装を描いたウマちゃんの絵は、どう見ても○と△がくっついただけのてるてる坊主にしか見えなかったため、皇月が気をきかせたという次第だ。


    　いざ、Ｍａｇｉｃａｌ Ｅａｒｔｈの衣装合わせとなった。


    　プリズム☆リングの衣装が赤メインなこともあり、陽奈たちは寒色のライトブルーを基調とすることで意見が一致。


    　宇宙をテーマにした衣装は随所に遊び心が施ほどこされており、☆マークや公転軌道を意識したリングアクセサリーなどが目を引く。


    　マオンとルーティアには色気で競っても勝ち目はないと判断。ヘソ出しや肩の露出など、健康的な美でバランスを取った。


    　しかしここで、ちょっとしたトラブルに見舞われる。


    「これ、胸が……!!」


    　衣装を着た皇み月つきが気にしているのは、その肩出しだ。デザインの落とし込みは完かん璧ぺきだが、人体構造を熟知していないユーマエルの仕事だけあり、肩出し衣装を固定する工夫がない。


    「ちょっと動いたら落ちちゃうかもー！　マナでこれなら、陽ひ奈なたん瞬殺だねー!!」


    「瞬殺するわよ大作家先生」


    「わーん瞬時は待ってー!!」


    　陽奈は愛まな美みを教育しつつ、皇月たちに撮影前のプチ衣装改造を提案する。


    「透明のストラップを付けるとか、インナーと衣装をマジックテープでくっつけるとか、方法はいくらでもあるわよ！」


    　口くち許もとを手で覆い、嗚お咽えつを漏もらす遥はるか。


    「先輩……引っかかるものがないばっかりに、ずり落ち対策だけは博識になられて……」


    　遥の魂を肉体からずり落としにかかる陽奈。それを見た皇月は怪け訝げんな表情を浮かべた。


    「地ち平ひらさんは、星ほし上がみさんに好意があると公言しているのに……いつも怒らせてばかりですね」


    「ノンノン。相手を好きだからこそ……信頼してるからこそ、こうして悪ぶったりもできるんじゃないッスか！　あと慣れるとおしおき気持ちいいから、あえてされてるとこもあるッス」


    「…………そう、かもしれませんね……。わかる気がします。前半だけ……」


    　遥の戯れ言に納得したように頷うなずく皇月を、陽奈は不思議そうに眺めていた。


    



    　最近多目的スタジオと化した感のある疑似空間収納箱アナザスペイシンのプレハブハウスは、今回も大活躍。


    　レフ板や光源のライトが設置され、結構本格的な撮影が始まった。


    「あ、ごめん遥、もう少し右足前に……陽奈、ちょっとだけ顎あご引いて」


    　ウマちゃんが一丁前に一眼レフを構え、四人並んだ陽奈たちに細かく指示を出している。


    「皇月、右腕もっと開いてくれる？　あ、それだと開きすぎ。ちょっと戻して……愛美、ポニーテールの毛先を右にずらして」


    　この調子でもう、三〇分ほどダメ出しが続いていた。撮影用に笑顔になった遥の表情筋も、さすがに限界を迎え始める。


    「遥、そんな胸突き出さなくてもいいよ……あと、揺らさないで」


    「呼吸ぐれーさせてくれッスぉあああああああああああああ!!」


    　とうとうポーズを崩し、ウマちゃんの元へと詰め寄る遥。


    「ぜってー自己満足で微調整してるだけで、違いなんてわかってねーだろッス!!」


    「いい写真を撮るためだよ、僕のフィーリングを信じて！」


    「ウマっちの創作センスなんて『絶対に株で儲もうかる』ってコピーと同じぐれー信用できねえんスよおおおおお!!」


    　大物ぶりの度がすぎて、首に巻かれたカーディガンでそのまま首をきゅっとしたくなる。


    「待ってください地ち平ひらさん」


    　陽ひ奈なの前にウマちゃんの窮きゆう地ちを救ったのは、皇み月つきの声だった。


    　撮影待ちのポーズのまま微動だにせず、皇月は遥はるかを窘たしなめる。


    「父様に連れられて見学した特撮ヒーローの関係者撮影会では、もっと細かい指示が飛んでいました。スーツアクターの方々は、何十キロもあるスーツを着てカメラマンのミリ単位の要求に応こたえて何百何千枚と写真を撮るのです……私はこの程度で弱音を吐いたりしません」


    「素晴らしいよ皇月！　はーそれに比べて女優志望の誰かさんは堪こらえ性がないなー!!」


    「……覚えてろッスぬいぐるみ、終わったらそのオーブントースターにジャストフィットなサイズで生まれてきたことを後悔させてやるッス……!!」


    　こめかみをひくつかせながら、遥は撮影ポジションへと戻る。


    　うっきうきで撮影を再開するエセカメラマン。


    「あ、陽奈、アホ毛動いてる、一いつ旦たん止めて……。遥、レンズに向かってガンつけないで……陽奈、まだアホ毛動いてる…………それと皇月──いや陽奈、アホ毛ずっと動いてるよ!?」


    　不毛な指示に従い、数時間。ついに、ウマちゃんの満足のいく一枚がレンズに収まった。


    　一同が肩の力を抜いた瞬間、皇月が要求してきた。


    「……私を除いた三人での写真も、一応撮っておいてもらえませんか。私は忙しいのです。ライブ当日に参加できなくなる可能性は十分にあります」


    　今さらそれはないよ──とは、誰も言わなかった。これが皇月流の照れ隠しであることは、皆知っている。作業が佳境に入ってきた今、思い出したようにこう言ってくるのが微笑ほほえましいではないか。


    　微笑ましいのだが──再びミリ単位の指示に従う不毛な数時間が、幕を開けてしまった。


    



    　　★


    



    　最後の関門である曲制作が、数日の努力が実を結びいよいよ完成を迎えようとしていた。


    　歌詞作りは、とにかく斜しやに構えず、ストレートに心に響くような詩を。陽奈が率先してアイディアを出し、愛まな美みがまとめて歌詞の体裁を取っていく。


    　そして一番の難関が、作曲だ。これだけはユーマエルに任せるつもりでいたのだが、ルーティアの言っていたとおり、ユーマエルの音楽産業は衰退し、作曲技術もほとんど失われている。


    　プリズム☆リング側から助言をもらいつつ、陽ひ奈なたち全員で一から作曲マニュアル本を読んだりしながら、地道に進めていった。鼻歌を徐々に洗練し、メロディを作っていく作業は、遥はるかのセンスに助けられたところが大きい。


    　今日、全員が揃そろったところで、出来上がった曲を発表することになっている。


    　放課後、遥たちがやって来るまでの間。ウマちゃんは、リビングで陽奈と二人きりだ。


    「……ついに、ここまで来たね、陽奈……感無量だよ」


    「あはは、まだかなりギリギリだけどね。とりあえず一番ができただけだし」


    「いや、ルーティアが言うには、ライブで披露するのはテレビサイズだけになるらしい。僕たちもひとまず、当日までに一番だけテレビサイズとして仕上げれば大成功さ」


    　最初にテレビサイズだけを作って、正式なリリースまでにフルサイズを完成させる手法も珍しくはない。このスケジュールで曲自体は完成させたのだから、大健闘といえるだろう。


    　ずっと張り詰めていたものが少し緩ゆるんだのか、ウマちゃんは万感を吐と露ろした。


    「ありがとう、陽奈。君に打ち明けて、協力しながら番組を作り始めて、本当によかったと思ってる。君のおかげで……ユーマエルは、大きく変わることができるかもしれない」


    　転換点となるこの主題歌作りで、陽奈は誰よりも熱心に取り組んでいた。誰かに勝る特技や技術など何一つ持っていない陽奈だが、彼女の熱意がなければここまでは来れなかった。


    「反省しているよ。仲間を信頼して一緒に番組作りをすると、こうも違うものなんだね」


    　ウマちゃんは言う。自分たちの星のためにと魔ま星せい少女に協力を求めながら、失敗を恐れて秘密と制約だけを積み重ねてきた。そんなことで、面白い番組ができるはずはなかったのだと。


    「それを言うなら……私だって。去年はウマちゃんと二人きりで嬉うれしかったけど……でも、楽しいのは絶対に今年のほうだもん。毎日が文化祭みたいで、すごく充実してるよ」


    　陽奈は今、一日一日に鮮烈な手て応ごたえを感じていた。


    「私、目立つの嫌いだし……本音を言えばこのアイドルユニットだって、バックバンドでいいくらいだけど……衣装合わせとか、写真撮影とか、凄すごく楽しかったし」


    　全てに背を向けて逃げ出しかけ、一から始めたこの二年目の魔星少女こそ、陽奈にとってはかけがえのない日々なのだ──。


    



    「やほース！」


    　いつものように、インターホンも押さず入ってくる遥と、その後ろに愛まな美み。皇み月つきもいつものようにいつの間にか来てくれた。


    　しんみりとしていたところにこの面めん子つが揃うと、なおさらウマちゃんの涙るい腺せんも熱くなる。


    「全員集合だね。それじゃあ、完成した歌詞を見せてもらうよ……！」


    　感極きわまってばかりもいられない。陽奈たちの頑張りを最高の作品に昇華させるのが、ウマちゃんの仕事だ。プロデューサーとして表情を引き締め、ウマちゃんは歌詞の検分にあたった。
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    　テーブルに置かれた歌詞表を熟読した後、ウマちゃんは和なごやかに苦笑した。


    「熱血だなあ……」


    　常にマジカル路線を提唱するウマちゃんの好みとは真逆。ひどく漢おとこくさく、ヒーロー然とした詩だ。この歌詞からはむしろ皇み月つきのイズムを強く感じる。


    「まず、タイトルはいいよ！　Ｅａｒｔｈ　Ｏｎ　Ｍｏｒｅ　Ｒａｙ──地球にさらなる光を、ってことだね！」


    　……しかし、歌詞を読めば読むほどに湧わき上がってくるこの不安は、如何いかがしたものか。


    「……Ｅａｒｔｈ、Ｏｎ……」


    　その答えは、ウマちゃんが歌詞を口ずさんだ時初めて顕在化した。


    「Ｅａｒｔｈ　Ｏｎ　Ｍｏｒｅ　Ｒａｙ……アースオンモアレイ……ん……？」


    　サビのワンフレーズに潜ひそむ仄ほのかな違和感に、ウマちゃんは首を傾かしげる。


    「……アー、オン、モァ……ルゥィ……」


    　さらにポップな歌い回しを続けるにつれ、あぶり出しのように一つのワードが像を結んでいった。


    



    「────青森って歌ってんじゃねえかああああああああああああああああああああああ!!」


    



    「わかった？　ウマちゃん！」


    　陽ひ奈なが正解を讃たたえるが、ウマちゃんは歌詞表をべしべしと叩たたいて猛抗議する。


    「何で歌詞の中に小気味いいギミックを仕込んでるんだよ！　素直に青森って歌わないのが輪をかけてイラッとするわァァァ!!」


    「違うわ！　ギミックとストレートの二段構えよ！　最後の歌詞をよく見て!!」


    「Ｂｌｕｅブルー　Ｆｏｒｅｓｔフオレスト──ほんとだこっちはまんま青森だチクショ───────ッ!!」


    　連続した青森要素で不安が爆発、ウマちゃんは歌詞表にまじまじと顔を近づける。


    「こ、この大三角って」


    　陽奈はウインクし、歌詞に執念の如ごとく込められた情報をどんどん開示していく。


    「青森県観光物産館アスパムのことに決まってるじゃない！　素敵な三角の建物なのよ！」


    「全宇宙で青森県民しか知らねえよそんなとこおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」


    　コズミックスケールの辛しん辣らつなツッコミで、青森県が激震する。


    「いや、ぶっちゃけ青森県民でも全員が全員知ってるかってーと……」


    　地元民でありながらほとんど印象にない遥はるかが、自信なさげに補足する。無表情の皇み月つき、ぽへーとした面おも持もちの愛まな美みも同じようだ。


    「何言ってるのよ遥！　東京にはスカイツリー！　ニューヨークには自由の女神！　そして青森にはアスパムよ!!」


    　もはや、聞くに及ばない。陽奈は興奮気味に捲まくし立てた。


    「何な故ぜアスパムが三角なのかというと、青森──ＡＯＭＯＲＩの頭文字Ａから来ているの」


    「視聴者にネットで検索する手間をかけさせるなよ！　君が事あるごとに口にするから、僕の星のＳＮＳのホットワードに『青森』が常駐しちゃってるんだよ!!」


    　遠く離れた星の情報で、最も検索されているのが今や「青森」だという。


    「やった……地道な布教活動が功を奏したわ!!」


    「そうだねえ!!」


    　白目でヤケになるウマちゃん。遥が最初の行を指差して納得した。


    「冒頭の紅あかき果実って、りんごッスね！」


    「単なる名産かよ！　神話のスケール感を用いているのかと思ったよ!!」


    　ウマちゃんはこの詩には完全に騙だまされていた。熱血ワードに交ざっているのがタチが悪い。


    「桜も、豪雪も！　青森アピールだらけじゃねーか、ヒーロー番組の主題歌で地元ＰＲしてどーすんだアホオオオオオオオオオオオオオオオ!!」


    　涙は涸かれ果て喉のども嗄かれ、ウマちゃんが床にぽてんと転がる。


    　ただ、桜は青森県が誇ほこるさくら祭りのＰＲになるが、豪雪の凄せい惨さんさを伝えてはＰＲとしては逆効果だ。実際、ウマちゃんは積雪に怯おびえて昨冬はほとんど外に出なかった。ユーマエルはあまり雪が降らないからと言うが、青森の降雪事情はこの地球上でもなかなか特殊なものだ。


    「青森だけじゃないよ。この歌詞はね、私たちみんなのことでもあるんだ」


    　陽ひ奈なは歌詞を指でなぞり、もう一つの隠し要素を説明した。


    「ここの〝月〟はね、皇み月つきちゃんともかけてるの」


    「え……」


    「それと、愛まな美みちゃんの〝愛〟」


    「ほえ……」


    「〝大地〟は、遥はるかの分」


    「おおっ……」


    　陽奈は皆へ順に説明し終えると、照れくさそうに別の行で指を止めた。


    「一応、この〝太陽〟は、私かなっ」


    　つまり、思いを共にした仲間のことが、歌詞に込められていたのだ。


    「すごくいい話だよ……絆きずなの結晶だよ……。これで青森が出しゃばってさえいなければ……」


    　ウマちゃんが、ままならぬ世の中への無念を天に馳はせる。


    「いやウマっち、Ａメロをようく反はん芻すうするッス。ちゃんとウマっち要素もあるみたいッス」


    　ここで遥が、更なる真実に気づいてしまった。


    「本当かい!?」


    　仲間に入れてもらえて喜ぶウマちゃんだが、数秒のことだった。


    「『たとえ種族が違ったとしても、必ず引き合い、僕たちは結ばれる。太陽の温ぬくもりで身体からだ一つに』……ここ？」


    　陽奈が自分の頬ほおを両手で押さえ、恥ずかしそうに告白する。


    「ふふ、そこはね……ウマちゃん視点で描かれた、私への思いを表現してみましたっ」


    　種族が違っても、結ばれ……一つに──


    「怖えええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」


    　一人称視点で望まぬバラードを綴つづられたウマちゃんが、膝ひざから崩れ落ちる。


    「ウッソでしょ、これが主題歌になるの!?　僕はこの世界に生きてちゃいけないの!?」


    　精神がゲシュタルト崩壊を起こし、哲学の深しん淵えんへと到達するウマちゃん。


    「さあ、後は本番まで練習よ！　歌もそうだけど、振り付けもみんなで揃えないとね!!」


    　リーダーシップを発揮する年長者の陽奈を、最後の力を振り絞ってなだめるウマちゃん。


    「待って！　タイトルはこのままでいいから！　もう少し青森要素を薄めよう！」


    　何とか歌詞の改稿にこぎつけ、Ｍａｇｉｃａｌマジカル Ｅａｒｔｈアースは本番に向けて練習を進める。


    



    　かつてない高密度で過ぎていった数週間。


    　ついに本番の六月二八日、主題歌お披ひ露ろ目めミニライブの当日となった。


    　しかしそこに恐るべき罠わなが待ち構えていたことを、陽奈たちは知ることとなる。
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    12ｔｈ：星の上のステージ。／Ａ‐ｐａｒｔ


    



    　ライブの開催場所にとルーティアが指定してきたのは、陽ひ奈なたちの地元青森にある巨大な自然公園。当然、陽奈のテンションは一気に上がった。


    　ところが、Ｍａｇｉｃａｌマジカル Ｅａｒｔｈアースの衣装に着替え張り切って転送した陽奈たちが見たのは──ステージセットはおろか一つの機材も用意されていない、無人の一面緑だった。


    「……え、時間とか、場所とか間違ってないよね……!?」


    　陽奈が不安を漏もらすが、不安な点はもう一つある。


    「みつきち、まだ来ねーんスか？　リハとかしたいんスけど……」


    「遅れるって連絡は来たんだし、もう少し待ちましょ」


    　何な故ぜか、皇み月つきが遅れると連絡をしたきり、一向に現れる気配がない。


    　照れ隠しで「来ないかも」と言ったのを、律儀に守ろうというわけではないと思うが……。


    　皇月もそうだが、今日のもう一方の主役であるルーティアたちもまだ来ていない。


    　開演まであと一時間。ライブビューイングとはいえ、いささかのんびりとしすぎている。


    　本来ならば、リハーサルすらも終えているべき時間だ。


    「僕、ルーティアに電話してみるよ。まさか中止になったりはしないと思うけど……」


    　ウマちゃんがスマートフォンを取り出そうとした、その時。


    「あっ……」


    　一ひと際きわ強い風が吹き、陽ひ奈なのアホ毛を揺らす。


    　ルーティアたちが宇宙船に乗ってやって来たのだろうかと、上空を見上げる陽奈。


    　現れたのは……無人島で見た、白い球体の宇宙船ではなかった。直径数百メートルはあろう楕だ円えん状の飛行物体が、陽奈たちの頭上に大きな影を落として飛来する。


    「……この宇宙船の反応……！　本星でキャッチしていた、ヴァンド＝エイドの宇宙船だ!!」


    　ウマちゃんに説明され、陽奈は血相を変える。


    「……宇宙船ごと来たってことは、例によって総攻撃……!?　カラミティーサタンのヤツ、私たちのライブを邪魔する気ね……!!」


    　遥はるかが突風に髪を押さえながら、八重歯を煌きらめかせた。


    「先輩、考えようによっては開演前で助かったッス。開演までにあいつら全部倒せば、歌ってる最中に邪魔されることはなくなるッスから!!」


    「確かにそうね！　よーし……!!」


    　二度の大戦を乗り越えて勝負度胸もついた遥を、陽奈は頼もしく思う。


    　そして総力戦ならば、自分の出番だ。


    　陽奈が魔星紙片スターピースを実体化させようとしたその時──宇宙船から女性の声が響いてきた。


    『よせ。戦うつもりはない』


    　聞き覚えのある──だが、そこから聞こえてくるはずのない声。ルーティアの声だ。


    「な、え、どうして!?」


    　思わず手を止める陽奈。宇宙船は轟ごう音おんを響かせ、見渡す限りの芝しば生ふの上に着陸した。そして楕円状の円盤の上半分が二枚貝のように開いて、内部が明らかになる。


    　展開した宇宙船は、それ自体が一個のコンサート会場と化していた。


    　観客席のように整えられたホール。その先にあるのは、完かん璧ぺきに準備が整ったステージセットだった。やぐらが組まれ、その下に広いステージ。楽器も一通り準備してある。


    　陽奈が、遥が、ウマちゃんが、愛まな美みが、ステージを見て驚きよう愕がくする。


    　そこにいたのは……マオン、ルーティア、そして──


    「……嘘うそでしょ……!?」


    　──自分たちの元へとやって来るのを心待ちにしていた……皇み月つきだった。


    　三人が三人、全てその宇宙船に乗っているはずのない面めん子つだ。陽奈たちは言葉を失う。


    　その後ろには、ヴァンド＝エイドの怪人が十数体、整然と立ち並んでいる。


    　まるで、三人が宇宙怪人を率いているかのような、象徴的な光景だった。


    　しかも、皇月までもが、隣にいるマオンたちと同じ、プリズム☆リングの赤いギンガムチェックのアイドル衣装を着ている。……Ｍａｇｉｃａｌマジカル Ｅａｒｔｈアースの衣装ではなく……。


    　目の前で想おもい人に自分以外の誰かがキスしたのを目撃するような、胸を締め付ける鈍痛。


    　自分たちと皇み月つきとの間を、地割れで巨大な断裂が引き裂いてしまったような錯覚に陥おちいる。


    「皇月ちゃん！　一体どうしたの!?」


    　呼びかけても、皇月からは反応がない。


    　陽ひ奈なが続けて隣のマオンに呼びかけようとすると、突とつ如じよその身体からだが黒い魔ま星せい力りよくに包まれる。


    　霧が晴れるように消えた魔星力の奔ほん流りゆうから姿を現したのは──カラミティーサタンだった。


    　事ここに至っては、陽奈たちを騙だましおおす必要はなくなったのだろう。これで陽奈たちの認識の撹かく乱らんも消え、マオンはカラミティーサタンと同一人物だという意識が正常化された。


    　遥はるかが指を差して叫ぶ。


    「あ───────────っ！　カラミティーサタンッス!!」


    　陽奈の背筋を、最悪の予感が駆け抜ける。


    　ルーティアたちと語り合った夢が、遥たちと過ごした充実した日々が、一枚の写真となって脳裏を過よぎっては、真っ二つに裂けていく。


    「ッ……カラミティーサタン……！　あんたがマオンちゃんだったなんて！　ルーティアさんを騙したのね！　しかも、また皇月ちゃんを攫さらって……!!」


    　鼻を鳴らすカラミティーサタン。


    「どっちも外れだ。騙したんじゃねえ、あたしは初めからルーティアと組んでいる」


    　しかし、いつもの傲ごう慢まんさはそこにはなく、どこか不服すら滲にじませているようでもあった。


    「そして……皇月は、自分の意志であたしと組んだんだ。このプリズム☆リングとな」


    　気安く皇月の肩を叩たたくカラミティーサタン。と同時に変身解除してマオンに戻り、再び自信なさげな態度になった。


    　愛まな美みは状況についていけず、目を白黒させていたが……遥は小声で、陽奈に目配せした。


    「……あんなこと言ってるけど、みつきちの表情、何か変ッス……。あいつ、また洗脳しやがったに決まってるッス！」


    　洗脳、と聞いて陽奈は眉まゆを顰ひそめた。確かに遥の言うとおり、皇月の表情はいつもと違う。しかしそれはかつてカラミティーサタンに洗脳された時のような生気を失った虚うつろなものではない。陽奈は、あの切なげな表情を皇月と二人きりの時に見たような気がした──。


    



    　宇宙船の先端からタラップがせり出し、陽奈たちは観客席に相当するホールに駆け上った。


    　するとドームは貝のようにゆっくりと閉じ、薄暗いホールがライトアップされる。


    　不確かな憶測を振り払い、陽奈はひとまずルーティアに弁明を求めた。


    「ルーティアさん！　説明して、これは一体どういうことなの!?」


    「すまんな……だが、騙してはいないぞ。私がマオンのマネージャーなのは間違いない。──つまり……カラミティーサタンのな」


    　邪よこしまな笑顔で陽ひ奈なたちの感情を煽あおるルーティア。そこで初めて陽奈は、今回の件が最初から仕組まれていたことだったのだと確信する。


    「まして、今から始まるのは正真正銘、ユーマエルに生放送されるライブだ。ただし……仲良く歌いっこではなく、Ｍａｇｉｃａｌマジカル Ｅａｒｔｈアースとプリズム☆リングの勝負だがな」


    　ウマちゃんが陽奈の肩の上から猛烈に抗議する。


    「何だ、勝負って……そんなのは聞いていないぞ！　生放送の段取りにもない!!」


    「ああ、君が忙しそうだったのでな、私のほうでユーマエルとは話をつけておいた。二つのユニットが歌を披露し、観客に投票してもらう。得点の多かったほうが主題歌を担当するという、視聴者参加型の企画になるようにな。喜んでＯＫしてもらったが、聞いていなかったかね？」


    　人気投票を勝手に行ったことを問い詰めた時の、ウマちゃんの弁明を思い出す。


    『ごめんよ、宣伝部が何か番組盛り上げる企画やりたいって言って、無む碍げにできなくて』


    　ルーティアは……色々な企画で番組を盛り上げたいという、本星スタッフの熱意につけ込んだのだ。


    「勝負のルールは二つ。双方の持ち時間は最大一〇分。三〇分放送のライブだからな……。そして歌っていいのはそれぞれが作った番組主題歌のみ。……これだけだ」


    　未いまだ混乱冷めやらず立ち尽くす陽奈へ、ステージから喋ちよう々ちようしく腕を突き出すルーティア。


    「さあ、定刻どおり始めようじゃないか。魔ま星せい少女リフレイアＳセカンドの主題歌披露ライブを!!」


    　陽奈は違和感を覚えていた。魔星少女カラミティーサタンのマネージャーでありながら、作戦の主導権を握っているのはルーティアに見える。もっとも、カラミティーサタンの変身を解き、気弱そうにもじもじしているマオンを見かねて前に出ているとも考えられるが……。


    　突とつ如じよとして、自分たちの周り──観客席に、無数の人間が出現した。


    「……嘘うそ、何で……!?」


    　サイリウムを握り、ハッピやうちわなどのアイドルグッズには、公開されたばかりのそれぞれのユニット名がプリントされている。


    　遥はるかたちと一緒に慌ててステージの縁まで退避し、顔を隠そうとする陽奈。


    　だが、現れた人間は本物ではない。


    「ホ、ホログラフィです……」


    　マオンが説明し、ルーティアも続けた。


    「その観客はユーマエルでのライブビューイングの観客と連動したアバターだ。本星と同じ盛り上がりが、この場で再現される。感謝しろ、お前たちのテンションが上がるよう、地球人の姿に似せたアバターにしたのだぞ」


    　傲ごう慢まんに笑うルーティアに、陽奈が噛かみつく。


    「何余計なことしてるのよ！　ウマちゃんみたいな可愛かわいい宇宙人がいっぱいいたほうがテンション上がるに決まってんでしょ、アバターを変えなさいよ!!」


    「むうっ、なんという潔いさぎよい性せい癖へき!!」


    　さすがのルーティアも気け圧おされるが、指を鳴らして指示を出す。ヴァンド＝エイドの数十体の怪人はステージを下り、観客の前に陣取った。


    「そいつらはさながら警備員だ……。貴様たちが歌を放棄し、私たちを力尽くで止めようとしたら、遠慮なく攻撃するよう指示を出している」


    　本物のライブで言えば警備員の位置取りだが、彼らこそが安息を脅かす侵略者だ。


    　ステージの横に、車用信号機ほどの大きさのデジタルの得点表がせり出してきた。


    　マオンは眼帯で隠されていない右目で陽ひ奈なをちらちらと見つめ、勝敗の決し方を伝えた。


    「実際に本星でライブビューイングを見守っているユーマエル人たちの席には、得点ボタンが設置されています。双方の演奏終了後、リアルタイムで投票してもらい、勝ったほうが主題歌の権利を獲得します……」


    　そして、自分たちプリズム☆リングが先攻を務めることも重ねて伝えるマオン。


    「感謝しろ、お前たちへのハンデだ。先に私たちのステージを見て勉強できるだろう？」


    　仲間を奪っておきながら、いけしゃあしゃあと憎まれ口を叩たたくルーティア。


    　いや、もし本当にカラミティーサタンの言ったとおり、皇み月つきが自分の意思でプリズム☆リングと組んだのだとしたら……力尽くで奪い返すだけでは、彼女の心までは取り戻せない。


    　本当の意味で皇月を取り戻すために……そして、番組を乗っ取られないために。


    　今回はあくまで、歌の勝負で悪の魔ま星せい少女たちに勝利しなくてはならないのだ──。


    



    　　★


    



    　赤い衣装のアイドルユニット・プリズム☆リングが揃そろってステージに並ぶ。


    　後攻となった陽奈たちはステージの袖そでで待機し、観戦していた。


    　ルーティアたちに騙だまされたことよりも、皇月がそのルーティアたちと息を揃えているのが見ていて堪たまらなく悔しい。


    　こういう時、いつもは遥はるかが陽奈にセクハラをしてきて、それを迎撃することで場が温まるというのに……遥も緊張しており、それどころではなさそうだ。いっそたまには自分から──


    （……って、何考えてんのよ、私……!!）


    　陽奈は本番前に今一度、歌詞を頭の中で反はん芻すうする。


    　その僅わずかなメディテーションを中断するように、大音量で楽器のならしが始まった。


    　プリズム☆リングのバックバンドは、ヴァンド＝エイドのメンバーから五名が集つどっている。


    　おそらくは精鋭だろう。いずれも筋骨隆々の、本来ならば戦闘うで自慢のような見た目の怪人ばかりだ。さらにはＭＣも務め、速すみやかに淡々とユニットメンバーの名前を紹介し終える。


    　一〇分も持ち時間があるのにメンバー紹介に時間を割さかないのは、歌への自信からか。


    　そして曲の準備が整い、プリズム☆リングは歌唱用の立ち位置に変わる。


    　愛まな美みが腕を懸命に振ってステージを指差す。


    「おい陽ひ奈なたん、皇み月つきがセンターだぞ！　すっげーサマになってるよー!!」


    「……ほんとだ……!!」


    　プリズム☆リングの衣装を着こなす皇月は、センターとしてステージに陣取っていた。


    　彼女はマオンたちと何を話し、そして何を思って今、あの場にいるのか──。


    　皇月はマイクを口の前にかざし、すうっと息を吸い込んだ。


    　瞬間──澄み切った湖面に波が立つかのような、透明な歌声が響きわたる。


    　無表情でポップな曲を歌う皇月に、会場の歓声はみるみる強まっていく。


    　愛美はポニーテールを跳ねさせ、その歌声に舌を巻いた。


    「わ────────────っ皇月めっちゃうまいよ────────────っ!?」


    　ボーカルを際きわ立だたせたところで、ヴァンド＝エイド怪人の伴奏も開始。メインボーカルは皇月だが、マオンとルーティアも各パートを担当して見事にユニゾンを果たしている。


    　陽奈は、主題歌の制作にあたって遥はるかや皇月たちと交わした会話を思い出していた。


    「そ、そういえば皇月ちゃん、歌がうまいかどうか聞いた時、何か誤ご魔ま化かしてたみたいだった……カラオケでも歌わず仕舞いだったし……!!」


    　だが、歌の上う手まさだけではない訴求力が、皇月の歌にはある。


    「普段のおもちゃレビュー動画を見ていればわかるよ、皇月の声には癒いやし効果があるとされる１／ｆゆらぎ波長がある……歌唱力があるのは予測できたんだ！」


    　しかし天性の才能があっても、皇月にプリズム☆リングの曲を練習する時間はなかったはずだ。ほぼぶっつけ本番でありながら、このステージクオリティ。


    　陽奈たちは、早くも気け圧おされ始める。


    　ハンデで後攻を譲ってやったなどと、とんだブラフだ。


    　これを目まの当たりにしては、緊張でパフォーマンスを封殺されるのは必至。後攻の陽奈たちは追い詰められた形になる。


    　躍動感のある間奏の後に始まるＢパート。ウマちゃんは悔しげにステージを見つめた。


    「しかも、当たり前のようにフルサイズだ……。こっちは長さで完全に不利になったよ」


    　テレビサイズでいいなどと持ちかけておいて、あちら側は完かん璧ぺきに仕上げてきた。それも罠わなだったのだ。


    「……勝算があるとすれば、あっちは結構軽い感じの歌ッス。こっちはガチガチの熱血ソングだから、ステージをもっと盛り上げれば……」


    　リアルタイム投票のメリットでもありデメリットでもあるのは、その場のノリで決められるということだ。観客は吟味する時間、リピートする機会もないため、終わった瞬間の昂こう揚ようがそのまま点数に繋つながる。


    　だが遥はるかの言うとおり、後攻である自分たちが短期決戦で盛り上げれば、まだ勝算はある。


    　そんな微かすかな希望を打ち砕いたのは、曲が終了した直後だった。


    「以上、ＥＤテーマ候補の楽曲『ほしほしデイズ』をお聞きいただいた」


    　ヴァンド＝エイドの怪人が務めたＭＣを耳にし、陽ひ奈なたちはその曲紹介に違和感を覚えた。


    　直後──


    「続いて、ＯＰテーマ候補の楽曲、『Ｓｔａｒスター　Ｊｕｓｔｉｃｅジヤステイス』を聞いていただく!!」


    「────何だって!?」


    　ウマちゃんの、そして陽奈たちの驚きよう愕がくを置き去りに、ハイテンションな前奏が始まった。


    　そして、しっかりとルールを聞いたつもりで、まるで理解していなかったことを悔やむ。


    　曲時間はおろか、何曲発表するかという発想さえ、陽奈たちにはなかったのだ。


    「や、やられた……！　ルールの中に曲数制限はなかった、何を置いても先に確認しておくべきことだった……！　あいつら最初から、ＯＰオープニングのほうも作っていたんだ!!」


    　地面にぽてんと落ちるウマちゃん。


    　沈ちん鬱うつな無念を上塗りしたのは、響く歌声の迫力だった。


    「ええええええええええええええええええみつきち超うっめえええええええええええ!!」


    　皇み月つきが上う手まいのは先刻承知のこと。


    　だがＥＤエンデイングテーマに限っていえば、皇月のクールなイメージからそう外れたものでもない。


    　今始まったＯＰテーマは、陽奈たちの用意した曲に比べて勝るとも劣らない、ガチガチの熱血ソング。


    　それを皇月は──またも、眉まゆ一つ動かさずに歌い上げている。いつもの気け怠だるげなジト目と、最低限の表情筋稼働だけで。


    　アニソン・特撮ソング界の大御所を思わせる、心震ふるわせる力強いシャウトだった。


    　直立不動で、手足でリズムを取ることもなく、無表情で紡つむがれる魂の歌唱。


    　陽奈たちは一様に白目になり、皇月の隠されていた一面に圧倒された。


    　そしてＢパートは、マオンがメインボーカルを務めた。


    　不謹慎かもしれないが、陽奈は彼女の声こわ音ねに引き込まれてしまった。皇月の歌声に気後れすることなく、また違った面から歌の魅力を引き出している。完かん璧ぺきなクロスボーカルだ。


    　会場の盛り上がりも最高潮。ポップな曲調のＥＤ曲を先に持ってきた順番も、明らかに客のテンションを計算したものだ。


    「ちょ、やべーッスよ、みつきちはもちろん、マオンも私なんかより全然うめーッス!!」


    　メインボーカルの遥が弱音に肩を震わせる。


    　陽奈たちＭａｇｉｃａｌマジカル Ｅａｒｔｈアースは一気に窮きゆう地ちに追い込まれてしまった。


    　ＯＰ曲とＥＤ曲と銘打ってフルサイズの楽曲を立て続けに披露したプリズム☆リングは、都合一〇分近くの時間を歌い続けたことになる。


    　フルサイズとは、単純にテレビサイズの倍の時間ではない。間奏や転調などの要因が重なり、三倍以上の時間になることも珍しくない。そのために生まれた合計時間といえる。


    　一方、Ｍａｇｉｃａｌマジカル Ｅａｒｔｈアースの持ち曲は、Ｅａｒｔｈアース　Ｏｎオン　Ｍｏｒｅモア　Ｒａｙレイのテレビサイズのみ。


    　その上、テレビサイズとは名ばかりでギリギリ一番相当の部分が間に合ったに過ぎないため、一般的なオープニング楽曲のサイズである九〇秒どころか、六〇秒程度しかなかった。


    　一〇倍以上の総演奏時間の差。いくら後攻で会場が暖まった後とはいえ、観客がノってくる前に終わってしまう時間だ。


    



    　大歓声の中ステージ袖そでへと引いたマオンとルーティアは、そこで待つ陽ひ奈なたちと相対した。勝利を確信しているのだろう、顔つきが自信に溢あふれている。


    　皇み月つきだけはあれほどの熱唱の余韻もなく、陽奈たちから視線を逸そらして俯うつむいていた。


    「テレビサイズの長さしか作れなかったあなたたちでは、ミニライブの体ていすら取れません……。それとも、この場で急いでフルサイズを突貫仕上げしますか……!?」


    　気弱で引っ込み思案なマオンですらもがそう勝ち誇ほこるほどの、圧倒的な戦局。


    　勝利を確信して奥へとすれ違っていく彼女たちの背中へ、ウマちゃんは言い放った。


    「……君たちはテレビサイズでいいと僕たちを騙だまし、二曲あることまで隠してステージに臨んだ。だったらこの後Ｍａｇｉｃａｌ Ｅａｒｔｈが何をしようと、文句はないだろうね？」


    　勝機を見失ってパニックになりかけていた陽奈たちは、ウマちゃんの提案に瞠目する。


    「ふむ、もっともなことだ。当然だよ、最初に説明した基本ルールにさえ抵触しなければ、どんなことでもしたまえ。むしろ、何をしでかしてくれるのか、楽しみなぐらいだよ」


    　ルーティアの傲ごう慢まんなまでの余裕を言げん質ちとして受け取ると、


    「……よし！　みんな、聞いてくれ!!」


    　ウマちゃんはふよふよと浮いて皆を集める。


    「何か作戦でも思いついたの、ウマちゃん……!?」


    　皆の気持ちを落ち着けるように円陣を組むウマちゃん。出番までに残された数分のインターバルで、イチかバチかの秘策を立案するのだった。


    



    　敵の用意した宇宙船ステージの上では、陽奈たちは実質アウェー。


    　ＭＣも陽奈たちが兼任することになる。


    「それじゃあ演奏の前に、私たちＭａｇｉｃａｌ Ｅａｒｔｈのメンバーを紹介するッス!!」


    　遥はるかが一歩前に出て、ステージ後方を手で示した。


    「フン……のろのろとバンドメンバーの紹介をして時間を稼ぐとは、安直な……。よほど人気やカリスマがあるメンバーでなければ、効果などない。観客をだれさせてしまうだけだ」


    　ステージ袖そでから聞こえるルーティアの嘲あざけり。一人ステージ袖に残ったウマちゃんは、その彼女にだけ聞こえるように、口く惜やしそうな表情で返した。


    「……そうだ。よほどの人気やカリスマがありやがるから、効果的だ!!」


    「……何？」


    　スポットライトがステージの一角を照らす。


    「まずは──ギターの、ガッタく───────────────────ん!!」


    　デフォルメサイズのガッタくんが、愛らしくヒレを振っていた。


    　ごく普通のメンバー紹介でありながら、観客席は大いに沸わいた。「ガッタくーん」、という黄色い歓声がアバターを通して響きわたる。


    　ルーティアは驚きよう愕がくして観客席を見渡した。


    「むうっ……何だこの歓声は、あのＵウＭーＡマに子供層が心奪われている!?」


    　初めて動揺を見せるルーティア。


    「続いてドラムのー、ケセり─────ん!!」


    　毛玉がドラムセットの上で浮いている。


    「ハァイ、みんな今日はアティシに酔いしれていってねぇん。んーまっんーまっ」


    　唇くちびるを突き出すケセりん。サービスで投げキッスをしているつもりのようだ。


    「た、ただの毛玉ですよ!?　毛玉をメンバーに加えて、何をさせるつもりですか……!?」


    　ケセりんにも驚かされたが、次の紹介メンバーでマオンはさらに驚愕する。


    「今日からの新メンバー！　ベース……？　の、モケーッス!!」


    　ステージを指差し、あー、と叫ぶマオン。


    「モ、モケー……!?　帰ってこないと思ったら……」


    　陽ひ奈なは観客に聞こえないよう、袖で戦慄おののくマオンに言った。


    「あんたが置き去りにしたモケーは、私が保護したわ。今は頼もしいバンドメンバーよ!!」


    　人語を話し、意志を持っているガッタくんやケセりんとは違い、モケーがどれだけ役に立つかはわからないが……マスコットとしても、盛り上げに一役買っているのは確かだ。


    「そして僕が、救世主として降臨する！　目にもの見せてやるぞ、プリズム☆リング!!」


    　会場の反応に手て応ごたえを感じ、ウマちゃんは真打ち登場とばかりにステージへ進み出た。


    「救世主様！　カスタネットとトライアングルッス！　あなた様にしかできない、勝利の鍵かぎとなる楽器を何とぞよろしくッス!!」


    　予あらかじめ用意していたのか、遥はるかが素早くウマちゃんに楽器を渡し、済なし崩くずしで役割を決定した。


    　ウマちゃんも、あえて人間体にならずに臨む。青森の郷土玩がん具ぐ・八や幡わた馬うまじみたぬいぐるみボディを誇ほこりとし、右手にカスタネット、左手にトライアングルという最強武装で──。


    「あ、あわわっ……演奏前にここまで会場のボルテージを上げるなんて……」


    　気を揉もむマオンに、皇み月つきは冷静な見解を語った。


    「落ち着いてください、マオンさん。メンバー紹介で魅せても、まだ三分と経たっていません。私たちに勝とうとするには、必ず同じ一〇分弱まで引き延ばしたいはず。しかしＭａｇｉｃａｌマジカルＥａｒｔｈアースの持ち歌では、残り七分を保もたせるのは不可能です」


    　遥はるかは両手を存分に振り上げ、観客にタイトルをアピールした。


    「おっしゃあ聞いてくれッス、Ｅａｒｔｈアース　Ｏｎオン　Ｍｏｒｅモア　Ｒａｙレイ!!」


    　メインボーカルの遥に、陽ひ奈なと愛まな美みが続く形で歌い上げていく。


    　観客の盛り上がりは上々。メンバー紹介で上がったテンションをそのまま引き継げた。


    　懸念されていた練習時間の少なさをものともしない本番強さ。順調に曲は進む。


    　しかしどれだけ会場が沸わいても、どれだけ精魂込めて歌っても、曲の長さが変わるわけではない。陽奈たちの最大の弱点である曲時間の短さは、隠しようもない。


    　最後の歌詞を遥がロングシャウトし、演奏が終わる。


    　横で見ていたルーティアが、勝利を確信した瞬間。


    　ギターのガッタくんが──シームレスに曲の前奏へと繋つなぎ戻した。


    「……馬ば鹿かな、持ち時間いっぱいまでループするつもりか!?　客を飽きさせるぐらいならば、短くとも潔いさぎよく一巡で終わっていたほうがまだましであろうに……!!」


    　直後、ルーティアの、そしてマオンと皇月の眼が、驚きよう愕がくに見開かれた。


    「────スタートランス!!」


    



    　星ほし上がみ陽奈が〝太陽〟の魔星紙片スターピースを掲げ、アホ毛が灼しやく熱ねつのツインテールと燃え盛る。


    　眼前で降臨する魔ま星せい少女の姿に、観客たちは今日一番の歓声を送った。


    「ステージ上で、変身するなんて……!?」


    　マオンは、真ま面じ目めな顔でカスタネットとトライアングルを奏でているウマちゃんに視線を送る。先ほど立てていた作戦は、こちらが本命だったのだ。確かにこれもルールには無いことだ。変身前の姿で歌おうというのは、勝負となる前の提案なのだから。


    　歌で勝負すると宣言したマオンたちには、浮かばない発想だろう。


    　だが陽奈たちには、下地があった。


    　皇月と一緒に見にいった、ヒーローライブ。


    　熱唱される主題歌の後ろで見栄を切り、会場のファンを魅了するヒーローの存在感。


    　ヒーロー番組の主題歌コンペのライブならば、ヒーローが降臨しない道理はない。


    　太陽の星衣類スタイルとツインテールを舞い躍らせてパフォーマンスに徹するレイアーソルをバックに、遥と愛美のダブルボーカルが二巡目の曲を熱唱する。


    「……気づいたか、マオン」


    　はっとするマオン、そして皇月も続く。


    「リ、リミックス……!!」


    「そう、リミックス……アレンジで勝負をかけてきました」


    　ボーカルをシャッフルするだけではない。


    　ステージを舞う魔ま星せい少女に合わせ、伴奏もリミックスし、曲調を変えてきたのだ。


    「ッ……そりゃねーっしょ……！」


    　ヴァンド＝エイドの怪人が、ステージへと上り、レイアーソルへと襲いかかる。


    　陽ひ奈なが魔星少女に変身したことで、「歌を放棄したら攻撃しろ」という指示を遂行しようとしているのだろう。堪たまらずルーティアが制止する。


    「よせ、今あいつらに戦いを挑んでも無意味だ。むしろ──」


    「オケオケ、晴れ舞台ぐらい、命令は守っから！　勝利をお持ち帰りしてやんよ!!」


    　夢破れたバンドマンたちは、最高のステージにかつての情熱を揺さぶられたのだろう。


    　しかし、半端者の見せた気け高だかい心意気が、文字どおり敵に塩を送る結果となってしまう。


    　コスモチェンジャーを取り出し、武装アームド魔星紙片スターピースを装そう填てんし、プロミネンスタッフを発動。流れるような三動作で手にした武装を、怪人へと振るうレイアーソル。


    　染みついた戦闘挙動は、完かん璧ぺきなるおもちゃのプロモーションとなって観客を魅了する。


    　憐あわれ、決死の妨害は、ヒーローのステージにさらに花を添える結果となってしまった。


    　空中で爆散する怪人で二巡目がフィナーレを迎え、曲は三巡目へと突入する。


    　レイアーソルは変身解除してアイドル衣装に戻ると、遥はるかにハイタッチをした。


    　快音を響かせた遥の手の平に、〝地球〟の魔星紙片スターピースが出現する。


    「スタートランス!!」


    　入れ替わりで参上したレイアーテラへ、観客たちの持つサイリウムも青一色に変わる。


    　静観していたルーティアたちに、更なる焦りが浮かんだ。


    「そうか！　注目すべきは魔星少女だけではなかった……！　賑にぎやかしと軽んじていたＵウＭーＡマのヒトガタとケセランパサランだ……!!」


    　レイアーテラのリミックスはメタル調で、原曲との差が、より顕著になっていた。


    　あまりに演奏が自然すぎて一巡目、二巡目こそ目立たなかったが、大胆なリミックスになるにつれ、バックバンドを務めるＵＭＡの卓越した演奏技術が浮き彫りになっていった。


    　ヒレをピックとし、華麗にギターを奏でるガッタくんの妙技が冴さえ渡る。しかもその美声を活いかし、スキャットを挿入して歌のクオリティを上げていた。


    　圧巻なのがケセりんだ。


    　どうやってドラムセットを演奏するのかと思えば、空中でバウンドした自分自身の身体からだでシンバルを、ベースドラムを、スネアタムを、目にも止まらぬ乱舞で打ち鳴らしていた。


    　空中には、ケセりんの丸い目と唇くちびるだけが、残像として残って見えている。


    　恐るべきは、大女優の芸達者。


    「あ、あのＵウＭーＡマたち、どんだけ多芸なんですか……っ!!」


    　もちろん、ウマちゃんも一生懸命やっているが……曲調の変化には全く貢献していない。


    　モケーは……長い首を活いかしてギタースタンドとなり、モケーッとしている。


    　レイアーテラも、意地で挑んでくる怪人をギリギリで迎撃し──渾こん身しんの熱唱、四巡目へ。


    「マナっち!!」


    「おけー、スタートランス～ッ！」


    　レイアーテラと交代で変身する愛まな美み。変身を解除した遥はるかが、今度は陽ひ奈なとのダブルボーカルに挑む。


    　そしてルシファーズタイパーの先端を軽く蹴けってマイクアクションのように舞わせ、レイアーヴィナスが降臨する。番組に登場したばかりの新戦士は注目度も高く、ステージパフォーマンスに乏しい彼女でも一層の歓声を受けた。


    　黄色いサイリウムが揺れる中、レイアーヴィナスはルシファーズタイパーを変形。


    　飛びかかってきたヴァンド＝エイドの怪人をいなしながら、タイパーモードのルシファーズタイパーを、アームバンドで左腕に固定した。


    　今彼女が打だ鍵けんするは、原稿ではない。軽快なキータッチに合わせ、メロディが奏でられる。


    　ルシファーズタイパーのおもちゃにも搭載される隠し機能、入力装置キーボードを簡単な鍵盤楽器キーボードとしても使えるその遊び心を、レイアーヴィナスはこの晴れの舞台で披露した。


    　これから発売を控えるおもちゃにとって、これ以上の販促はない。


    　戦闘中に颯さつ爽そうとキーボードを操るというレイアーヴィナスのキャラクターは観客にも浸透し、まさしくヒーローショーのように応援の掛け声まで飛び出し始めた。


    「わ、私も……怪人あいつらの加勢に……！」


    　マオンは怪人たちを援護しようとカラミティーサタンへと変身するが、その手を皇み月つきに掴つかまれた。驚いて振り返ると、皇月は無言で首を振っている。


    　曲の終わりと同時に変形させたハンマーモードで、怪人を撃破するレイアーヴィナス。


    　そして──五巡目。


    　変身解除していた陽奈と遥も再変身し、ついに三人の魔ま星せい少女がステージ上に結集した。


    　魔星少女たちは、魂のトリプルボーカルで勝負をかける。


    　仲間を次々と撃破されたことで、一気に襲いかかるヴァンド＝エイドの怪人たち。レイアーソルたちは……ほとんどレイアーソルだが、総攻撃を華麗に迎撃していく。


    　熱唱を途切れさせることなく、レイアーソルたちのステージはクライマックスを迎えた。


    　歌を完唱させてなるものかと、怪人たちは信念を懸けて飛翔する。


    　レイアーテラとレイアーヴィナスは顔を見合わせると、それぞれの手に武装アームド魔星紙片スターピースを出現させる。


    　バックバンドとして活躍していたガッタくんとケセりんの身体からだが、魔ま星せい力りよくの光に包まれた。
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    　ついに正式な電子音声を収録してもらえたガッターキャノンをレイアーテラが。そしてケセラパライザーをレイアーヴィナスが発動し、残るヴァンド＝エイドの怪人へと発射する。


    　俗にいう落ちサビ──ラスト直前にボーカル以外を無音とし、まさしく嵐あらしの前の静けさのように終局へと昂こう揚ようを促す技法であるが……バックバンドが離脱したことで、独り残ったレイアーソルは期せずしてこの状態となった。


    　ツインテールをエモーショナルに振り乱し、レイアーソルは魂の歌声を迸ほとばしらせる。


    　直後に巻き起こる怪人の大爆発がステージにもたらす、壮大なカタルシス。


    　Ｅａｒｔｈアース　Ｏｎオン　Ｍｏｒｅモア　Ｒａｙレイはここに、壮絶なファイナルリピートを終えた。


    　一瞬訪れた静寂に合わせ、最後にチーン、とウマちゃんのトライアングルが響く。


    　火山が噴火するように、観客たちは大歓声でレイアーソルたちを讃たたえたのだった──。


    



    　リアルタイム投票の結果が集計されていく。固かた唾ずを呑のんで電子ボードを見つめる陽ひ奈なたち。


    　──プリズム☆リング２４９００ポイント。


    　そしてＭａｇｉｃａｌマジカルＥａｒｔｈアース────２５１００ポイント……!!


    　僅きん差さで、陽奈たち地球の魔ま星せい少女が勝利を収めたのだ。


    「────やったあっ!!」


    　思い思いに喜び跳ねる陽奈たち。


    　対するカラミティーサタンはステージ袖そでの壁を殴りつけ、悔しさに肩を震ふるわせる。


    「くそ、歌唱力も演出もこっちが数段上だったはずだ……！　あの付け焼き刃のステージショーが、そこまで観客を魅了したってのか!?」


    「付け焼き刃ではありません」


    　歌唱中にも見せなかった薄うす笑えみを浮かべ、皇み月つきが陽奈たちを優しく見つめる。


    「……魔星少女リフレイアＳセカンドはヒーロー番組です。視聴者層を拡大するのが目的のアイドルステージとはいえ、演者が主題歌を歌うとなればメタフィクション的な目線は避けられないこと……。それをあえて逆手に取り、ＭＶミユージツクビデオとして完成させた彼女たちの、見事な作戦勝ちです」


    「ＭＶ……!!」


    　娯楽を渇望するユーマエル星人にとって、番組主題歌とはある意味不確かな存在だったのかもしれない。そこへ来て、確かにプリズム☆リングの歌唱力は群を抜いていたが、あくまでアーティストのライブ。番組との連動感に乏しかった。


    　しかしＭａｇｉｃａｌ ＥａｒｔｈはＭＶを兼ねたライブを見せることで、強烈な印象を観客に与えたことだろう。これぞ、主題歌だと。


    　カラミティーサタンは力無く項うな垂だれ、自みずからの敗北を受け容いれた。


    「……皇み月つき……。お前も……あっちで歌いたかったか……？」


    　皇月は肩が触れるか触れないかの距離にまで、カラミティーサタンの傍そばに寄る。


    「……私はＭａｇｉｃａｌマジカル Ｅａｒｔｈアースとして曲を制作した日々に満足しています。そして今日は、プリズム☆リングのメンバーとして全力で歌った。……それだけです」


    　最後に救われたように──カラミティーサタンは、寂しげな微笑を浮かべた。


    



    　観客たちのアバターは消え、ドームの天井が開く。


    　晴れやかな空気が吹き込み、視界を埋めるは青森県の広大な緑。


    　カラミティーサタンの前に、レイアーソルが歩み寄った。


    「私たちの勝ちよ、カラミティーサタン。レイアールナは……皇月ちゃんは返してもらう」


    　乾いた声で、カラミティーサタンは自じ嘲ちようするように言った。


    「ああ、洗脳は解いたよ。さあ行け、皇月……」


    　皇月に視線を送り、帰還を促すように顎あごで示す。


    　レイアーソルは、カラミティーサタンの態度を見ていく分か語調を和やわらげながらも、歴戦の戦士の誇ほこりに訴えかける。


    「カラミティーサタン。二度と地球と、ウマちゃんの番組に手を出さないと約束して。できないなら……今度こそ拘束する」


    　今回の敗北は、これまでとはわけが違う。


    　もはやカラミティーサタンには、抵抗する気もないようだった。


    　返答のないカラミティーサタンに焦じれ、レイアーソルが手を差し伸べた瞬間──。


    「誤算だったよ。まさかお前たちがここまでやるとは思っていなかった」


    　ルーティアが、双そう眸ぼうを光らせながら歩み寄ってきた。レイアーソルは無意識に、テラやヴィナスをかばうように前に進み出ていた。


    「あんた……何者なの!?」


    　それまでの気さくな少女の面影など、もはや微み塵じんも残ってはいない。


    「信念の歌声、深く感じ入ったぞ……地球の魔ま星せい少女たちよ。それだけサービス精神に溢あふれているのだ、アンコールには応こたえてくれるのだろう？」


    　ルーティアは全身から禍まが々まがしい黒の魔ま星せい力りよくを立ち昇らせる。右手を突き出し、手の平へとその力を収束させていった。


    「歌で勝てればそれが一番よかったが……まあ、問題無い。これだけ盛り上がった後に、正義の魔星少女が悪に完全敗北する──衝撃的な展開だとは思わないか？」


    　押し固められた暗黒。結晶した闇やみ。


    　ルーティアが握り締めた黒いガジェットを見て、ウマちゃんが驚きよう愕がくする。


    「それは、まさか……!!」


    「──プロトチェンジャー。これが、悪わたしの魔ま星せい変換器だ」


    　いびつな機械だった。


    　大きさは陽ひ奈なたちのコスモチェンジャーと変わらないが、無骨な黒い見た目。内部基板や配線さえが一部露出している、夢の魔法具にあるまじきフォルムだった。


    　華やかな外装も可か憐れんな装飾もなく、ただ機能一点に先鋭化した旧式の装置には、血の涙のように滴したたる怨おん念ねんが彷徨さまよい見える。


    「不格好だろう？　これはおもちゃになる前の試作品だからな……。だが、私にはこれしか残されていなかった」


    　さらにルーティアは左手を真横に突き出し、紫電纏まとう黒き魔ま星せい力りよくを奔ほん流りゆうさせる。


    　具現化した魔星紙片スターピースが、しなやかな二本の指で挟まれた。そこに刻まれていたエンブレムを見たウマちゃんが息を呑のむ。


    「変身魔星紙片トランススターピース……！　それも、冥めい王おう星せいだって……!?」


    　続けざまの驚きよう愕がくをなお置き去りに、ルーティアはマジックのようなカード捌さばきで指をずらす。その下に重ねられた──もう一枚の魔星紙片スターピースを見せつけた。


    　──海かい王おう星せい。太陽系最果ての惑ほ星しが、エンブレムとなって魔星紙片スターピースを象徴している。


    「……!?　変身魔星紙片トランススターピースが……二枚!?　守護星を二つ持っているっていうのか……そんなこと、ありえない!!」


    　ウマちゃんが愕がく然ぜんと見つめる中、ルーティアは二枚の変身魔星紙片トランススターピースを構えた。


    「君は本当に純粋で可愛かわいいな……。事実、目の前でありえているではないか」


    　トレイもなく、棒線のような開け口が左右に一対あるだけの、　簡素で空虚な変身装置──それを繰くる者もまた、一いち毫ごうの感慨すらも垣かい間ま見みせず、無機質に操作を完了した。


    　左右それぞれの口に、二枚の魔星紙片スターピースを続けざまに装そう填てんする。
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    　プロトチェンジャーの発する電子音声は、今にも電池が切れそうなおもちゃのように鬱うつ々うつとくぐもっていた。


    　それはまるで、冥めい府ふより響く悪魔の囁ささやきにも聞こえる。


    「──スタートランス」


    　ルーティアが何の感情も込めずに呟つぶやいた瞬間、彼女の身体からだが極限の暗黒に攫さらわれる。
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    　相対しているレイアーソルだけではない。


    　レイアーテラが。レイアーヴィナスが。そして皇み月つきと、カラミティーサタンもが。


    　完全悪が降臨するこのおぞましくも静せい謐ひつな瞬間を、固かた唾ずを呑のんで見守っている。


    



    　宇宙そのものを身に纏まとったかのような、暗黒の星衣類スタイル。それは、高貴さや麗うるわしさを度外視した戦闘装衣。


    　邪竜の翼を思わせる肩布と腰布。星の静かなる輝きを押し固めた、神こう々ごうしいまでに冷たい輝きを放つティアラ。


    　そして、本来魔ま星せい少女は一つしか持ち得ないはずのコズミックオーブが、蠱こ惑わく的な胸を彩るように谷間の上下に二つ輝いている異質。


    　魔法を振るう少女というよりは、飽くなき戦闘に身を窶やつす闘争者を思わせた。


    　左右異色眼オツドアイへと変化した瞳ひとみが、不敵にレイアーソルを見つめる。


    



    「我わが名はディザスターネプルティア……。全宇宙に災厄をもたらす、究極の魔星少女だ」


    



    　黒き魔星少女は、闘争という名のアンコールを求める。


    　どちらかが滅びるまで続く、血塗られた演奏を────。
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    「ディザスターネプルティアだと……う、嘘うそだ、ありえねえ……お前が魔ま星せい少女になれるはずがねえんだ!!」


    　カラミティーサタンが、レイアーソルたちを先置いて驚きよう愕がくする。だが、驚きの度合いがレイアーソルたちとはどこかずれているようだ。


    　その疑問を熟考する暇もなく、レイアーソルは戦いを申し込まれた。


    「さあ、戦えるのはお前だけだ、レイアーソル。番組の脇役同士、存分にデュエットを楽しもうではないか」


    　カラミティーサタンのサタンキャリバーのように、自身の魔ま星せい力りよくを押し固めて黒剣を作り出すディザスターネプルティア。


    　レイアーソルは、ツインテールを翻ひるがえして振り返ると──


    「そうさせてもらうわ」


    　プロミネンスタッフを振りかぶり、先制攻撃を仕掛けた。


    「むっ！　ノータイムで狩りに来るか……肝も据わっている」


    　プロミネンスタッフと黒剣が、幾合と切りつけ合い、周囲に炎と火花を散らしていく。


    「そんな心身共に強きお前が、自身への自信無さゆえに引退する……おかしな話だ」


    「ディザスターネプ……ああもう！　長いのよ！　名前だけ大おお袈げ裟さに盛って、大物感でも出してるつもり!?」


    　牽けん制せいし合いながら宇宙船の観客席まで跳躍し、レイアーソルはステージを背にしてディザスターネプルティアと対たい峙じした。ディザスターネプルティアが、サッカー選手が渾こん身しんのシュートを打つように右足を振り上げる。


    「盛っているのは名前ではない──力だ」


    　レイアーソルは地面に手をついて横飛びし、繰り出された蹴しゆう撃げきを冷静に躱かわした。


    　ディザスターネプルティアが振り抜いた爪つま先さきは、背後にあったステージセットの中心にめり込み──轟ごう音おんを響かせた。


    　激しい衝撃波を巻き起こし、いびつに捻ねじれた鉄塊が空くうを錐きりもみする。


    　未知なる鋼鉄でできたステージは、スプーンでなみなみと掬すくい取ったアイスクリームのように無む惨ざんに抉えぐれて吹き飛び──その先にあるドームの屋根に、巨大な穴を開けてしまった。


    「ッ……あんた、自分も歌ったステージを……!!」


    「多少の破壊がなければ、ヒーロー作品は画面映ばえせぬ。先輩としての助言だ」


    「くっ……もっとみんなから離れないと……!!」


    　体力が有り余っている自分とは違い、すでにステージ上で戦闘を経たレイアーテラやレイアーヴィナスは疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。巻き込むわけにはいかない。


    　攻撃をしながら横走りし、ステージである宇宙船から離れようと誘導するレイアーソル。


    　人払いの魔ま星せい術じゆつが広範囲に及んでいるとはいえ、シールドで守られているわけではない。


    　被害を抑えるためにもっと開けた場所まで誘おびき出そうと、レイアーソルは宇宙船から飛び降り、疾走した。


    　プロトチェンジャーを取り出し、不敵に笑うディザスターネプルティア。
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    『〝加速アクセレイト〟の魔星術……！　まずい、陽ひ奈な、止まって!!』


    　宇宙船から少し離れて退避していたウマちゃんが、念話で危機を伝えてくる。


    　咄とつ嗟さに足を止めたレイアーソルの眼前を、黒剣の切っ先が掠かすめていく。


    「よく反応した……!!」


    　前後、上下、左右……恐ろしいほどの立体性を伴った高速移動で、ディザスターネプルティアが迫撃する。


    「ツケが回ったな、レイアーソル。あり余る才能に祝福された身でありながら、魔星術を使わずに五体の力だけで戦ってきた、貴様の自業自得だ!!」


    　レイアーソルは攻撃を躱かわすので精一杯で、その速度に翻ほん弄ろうされた。


    　効力が切れ、残像で宙に尾を引いたディザスターネプルティアが足を止める。


    　息を切らしながら、レイアーソルは問い質ただした。


    「あんた一体、何者なの!?」


    「私はお前だ……。かつてお前だった者だ」


    　意味深な繰り言で惑まどわしてくる相手に、レイアーソルはペースを完全に狂わされている。


    「太陽系には、地球以外に生物がいないはずよ……！　あんたもウマちゃんと同じで、ずっと離れた星の宇宙人なんでしょ!?　なんで太陽系の星を守護星にしてるわけ……!?」


    「宇宙に知識明るいなら、思考の飛躍も許容できよう。お前は、異世界を信じるクチか？」


    「当たり前でしょ。異世界からの使者って言われているＵウＭーＡマだっているし……。この世にないものなんてない……全ての未知を信じる。それが私のモットーよ！」


    　プロミネンスタッフと黒剣が交錯する。


    「よし……ならば方眼紙の隣り合ったマスを想像しろ。この全宇宙が、その無数に並んだマスの一つだったらどうする？　マスの数だけ、この広い宇宙が存在するとしたら！」


    　互いの武器から迸ほとばしる紫電が、稲光のように大気を震ふるわせた。


    「……異世界とは、無数に隣り合った平行世界なのだ!!」


    「なんともメルヘンな話ね、嫌いじゃないわ、そういうの……！」


    　交錯したプロミネンスタッフを押し込むレイアーソル。その圧力で、ディザスターネプルティアの踵かかとが地面を陥没させた。


    「本来、重ならず、干渉し合わず、互いを知覚せずに存在する無数の宇宙……平行世界！　そのうちの二つが、何らかの事故で境界を失い、合わせ鏡のように融合してしまったとしたら……今いるこの太陽系と同じ太陽系が、遥はるか宇宙の彼方かなたにもう一つあるはずだな……？」


    「……つまりあんたはそのもう一つの太陽系から……わたしたちの太陽系の合わせ鏡から来たって言うの？」


    　最初の言葉の答えだと言わんばかりに、ディザスターネプルティアは妖よう艶えんな笑えみを浮かべた。


    「そうだ……私はお前なのだよ。かつて、私も地球を守る魔ま星せい少女として戦っていた……!!」


    「な……！」


    「だが一つだけお前と違ったのは……立場だ」


    　交錯した武器を弾はじき上げ、ディザスターネプルティアが放ったミドルキックを腕でガードするレイアーソル。


    　その衝撃で大気に波紋が起こり、遠く離れた遥はるかたちにもその衝撃が伝わった。


    「お前は圧倒的な力を持つがゆえに武器も仲間も必要とせず、一年の戦いを完かん遂すいした。そして二年目の今、意志を託す仲間を求めた……。私は逆だ」


    　激化していく戦いに昂こう揚ようするように、ディザスターネプルティアは嫣えん然ぜんと笑う。


    「最初に戦っていた仲間が……〝主役〟が、あまりにも弱すぎたため、地球を守りきれなくなってしまった。想定外の事態へテコ入れを行って魔星少女の資格を得たのが、この私だ」


    「……テコ入れの、二人目……」


    　経緯こそ違えど、陽ひ奈なと遥の立場に似ている。


    「私は強かった。どんな敵であろうと、無数の魔ま星せい術じゆつを駆使して完勝したよ。だが、急なテコ入れの戦士には、おもちゃにする武器もアイテムも、ほとんど与えられない……。かといって主役専用に作った武器は、私には使えなかった……。笑えるだろう、テコ入れをしたせいで、かえって番組がつまらなくなっていったのだ」


    　双そう眸ぼうを爛らん々らんと輝かせ、呪じゆ詛そを吐き散らすディザスターネプルティア。


    「続々と追加アイテムの発売が控えている主人公をなんとか目立たせたい……しかし何をどうしても主人公は成長せず、武器も使いこなせず、私が敵を倒すのが常態化してしまった」


    「武器を、使いこなせない……」


    　我わが身を省かえりみるように心揺らぐレイアーソル。


    「一度決めた配役は簡単には変更できん。ストーリーは破は綻たんし、主役を目立たせたい一心の指示で、私は不本意ながら敗北を重ねさせられたよ。ちょうど、お前の後輩レイアーテラがレイアーヴィナスの初戦に花を持たせようとしたようにな……あれを毎回やらせられたのだ」


    　遥はるかが、楽しげにリビングで語らっていた作戦が脳裏を過よぎる。


    『私が先に行って、ちょっくら苦戦するッス。そこへマナっちが颯さつ爽そうと駆けつけて……』


    『なるほどー！　チョー盛り上がりそう!!』


    　戦力も整い、友達同士の信頼があるからこそ安全にやれるだけのそれを、しがらみだらけの戦いで強引に指示されるとしたら……その焦燥は、どれほどのものだろう。


    「そこまでしても駄目だった！　私抜きでは戦闘が立ちゆかなくなり、視聴率は下がり、おもちゃは売れなかった……！　その時ユーマエルの使者は、どうしたと思う!?」


    　ディザスターネプルティアは黒剣を袈け裟さに振り、仕切り直すように話を続けた。


    「──番組を打ち切りにしたのだよ」


    「う、嘘うそよ！　ウマちゃんの故郷の人が、そんな……！」


    　動揺を突かれ、黒剣の斬ざん撃げきがレイアーソルの肩口を直撃する。


    　斬きられて血しぶきが舞うことはなかったが、星衣類スタイルから飛び散った夥おびただしい火花が、その威力を物語っていた。


    「私は『最終回』を目前にして物語の中で〝死亡〟させられ、それと同時に現実では変身能力を剥はく奪だつされた……。なんとも薄っぺらい悲劇だ……。私には何の役割も与えられず、ドラマもなく、活躍もできなかった！　そんな〝キャラクター〟を殺して何になる!?」


    　最もミステリアスな惑星と長年持て囃はやされていながら、あっさり「これは惑星ではない」と梯はし子ごを外されてしまった悲劇の星、冥めい王おう星せい。


    　それを守護星に持つ彼女の流転はまさに、冥王星の現うつし身みだった。


    「そして私の故郷は、瞬く間に征服されてしまった……。ユーマエルの使者は、そのまま私の地球ほしを見捨て、母星に帰っていったよ。冗談のような話だろう？　我わが儘ままを許され好きなように魔ま星せい少女の力を振るう、貴様にとっては！」


    「そんなはずない！　番組の盛り上がりよりも、その星の平和のほうが大事だって、ウマちゃんは言ってくれた!!」


    「プロデューサーによって、方針が違う……当たり前のことだろう！　おまえはたまたま運がよかっただけ、ユーマエルの使者が〝当たり〟だっただけの話だ!!」


    　再度の斬り結び。今度はレイアーソルが押し込まれる番だった。


    「私の無念が貴様に理解できるはずもない。私は、自分の生まれ故郷を守る力がありながら……侵略されていくさまを、ただ指を咥くわえて見ているしかできなかったのだからな!!」


    　ディザスターネプルティアは、遠く見守るウマちゃんをその左右異色の瞳ひとみで睨ねめつけた。


    「……だがもちろん、ユーマエルが責任を問われることはない。魔星少女の力を渡さなければ、どの道滅んでいた星だ……失敗例の一つとして、私の星のことなど忘れ去られただろう……当然、〝ウマちゃん〟はそんなケースなど知りもしなかっただろう？」


    　皇み月つきも気づいていたことだ。


    　おそらくウマちゃんは、まだまだ上層部から知らされていないことが多い。


    　その中には、ユーマエルが歩んだ失敗の歴史も含まれているのかもしれない……。


    「だから私は、自力で変身能力を取り戻した……。私の持つもう一枚の魔星紙片スターピースは──逝いった主役の忘れ形見だよ」


    「そ、そんな……」


    「変身魔星紙片トランススターピースは、守護星を授かった本人にしか具現化できない唯一無二のものだ……。私はその主役の怨おん念ねんに取り憑つかれてしまったのかもしれんな」


    　ディザスターネプルティアは、裂れつ帛ぱくの気合いと共に黒剣を振り下ろす。


    　レイアーソルもまた、バックハンドからの一いつ閃せんで力任せにそれを弾はじき返した。


    「私の時間は、私の世界が滅びたあの雨の日で止まってしまったのだ……!!」


    　その言葉が、念話で聞こえたのかどうか……遠く離れたカラミティーサタンが、大切な事実に気づいたように、身体からだを震ふるわせていた。


    　地面を蹴けり砕いて跳躍し、レイアーソルはプロミネンスタッフを振るう。


    「そんなご大層な過去を背負った先輩が、何で姉妹の地球を滅ぼそうと躍起になるわけ!?」


    「無論、ユーマエルへの復ふく讐しゆうのためだ。そして……この宇宙の平和のためだよ」


    　聞こえばかりは大おお仰ぎような言葉を次々に繰り出して来るディザスターネプルティアに、レイアーソルの焦燥は積もっていく。


    「お前たちは、私と同じ道を歩もうとしているのだ……」


    「同じ道!?　黙っていれば勝手に同調したりしないで!!」


    「増やしただろう？　また一人、魔ま星せい少女を……考えもなく」


    「……！」


    「番組が使いづらいキャラから消えてゆくぞ……それがユーマエルだ。最後には必ず、自分たちの利益を優先する……!!」


    　レイアーソルは、ギクリとして足を止める。


    「お前は……レイアーソルは超然的な戦闘力がある。レイアールナはキャラクターが圧倒的人気だそうじゃないか。私のカラミティーサタンは悪役という絶対不可欠の存在だ……。さて、番組にいらなくなるのは誰だ？　適当に追加された地球産四人目か、それとも──」


    　ディザスターネプルティアは、心を鷲わし掴づかむような魔的な微笑ほほえみと共に言った。


    



    「──無能な二年目の主役か」


    



    　大仰に身を震わせるレイアーソル。


    「……あんたも好き放題言ってくれたんだから、私もちょっと最低なこと言っていい？」


    　それは動揺ではなく──怒りだった。


    「──あんたの過去なんて知ったこっちゃないのよ」


    「……ほう」


    「あんたが辛い思いをしたのは同情するわ。でも、だからって今、私たちの星の平和を脅おびやかしていい理由にはならない!!」


    「だから言ったはずだ、私は宇宙の平和のために行動していると」


    「そういうさも大局的に立ち回ってますみたいな上から目線は、たくさんなのよ!!」


    　レイアーソルは全身に炎を纏まとい、一直線に突貫した。


    　逃げることなく、拳こぶしを突き出すディザスターネプルティア。


    　二人の拳の激突は、大気をプラズマ化させ、周囲の地面を抉えぐり上げていく。


    「強い……。地球という、銀河の片田舎いなかの屑くず星ぼしの──さらにその最果てに埋もれた、青森なる大秘境……土地が肥ひ沃よくすぎて、田舎娘を化ばけ物ものに育て上げてしまったか!!」


    「化け物はお互い様ッ！」


    　数々の大怪物を撃破してきたレイアーソルの一撃を受け止めたのは──同じ人間の姿をした少女だった。


    　昂こう揚ようと同時に、レイアーソルは恐怖も感じ始めていた。


    　全力を出すまでもなかったこれまでの戦い。全力ではなかったからこそ、無事でいられた今まで。


    　最強の敵を前に今、自分の身体からだから、何かが這はい出てくるような惧おそれが増大してゆくのだ。


    　はっとして周囲を見渡すレイアーソル。


    　大地は砕け、空は灼やけ、緑が炎に覆われている。全て、自分の戦いが作り出した惨状だ。


    「あ、青森が……！　青森県が、破滅こわれていく……!!」


    「お前はずっと夢望んでいたのだろう！　この青森なる土地に宇宙怪人が現れることを！　愛する地で華々しく戦うことを！　どうだ、今の気持ちは!?　故郷に錦にしきを飾って誇ほこらしいか!!」


    　ディザスターネプルティアはなおも乱撃し、惨状を止めることなく加積していった──。


    



    　　★


    



    「……あ、あれが……全力の先輩……」


    　レイアーテラは呆ぼう然ぜんと、遠く離れた二人の戦いを見つめる。


    　地の果てを見据えながらにして、天上を見上げるような錯覚に襲われているようだった。


    　攻撃を受け止めた衝撃で地面はさらに陥没し、クレーターが巨大化する。


    　あのまま何度も攻撃を受け止めれば、大地を突き抜けてしまいかねない──まさに、神が振り下ろした鉄てつ槌ついだった。


    　レイアーヴィナスがおろおろしながら、レイアーテラの星衣類スタイルを引っ張る。


    「……遥はるか。陽ひ奈なたん、何かやばいよ……。体温がめちゃくちゃ上がってる……」


    「え……風邪でも引いたんスか……？」


    「違うよー。ひ、陽奈たんの体温……！」


    　左腕にセットしたルシファーズタイパーで、レイアーソルの状態をモニターするレイアーヴィナス。


    「今もう、八〇〇度以上になってる！　周りの炎がじゃないよ!?　陽奈たん自身がだよ!?」


    　レイアーテラは、慌ててその画面に食い入った。


    「はっぴゃ……ええええええ!?」


    「タイパーちんの分析だと、一二〇〇度まで体温が上がったら、陽奈たん、消えてなくなっちゃうって……」


    　レイアーテラとレイアーヴィナスの横で、カラミティーサタンが投げやりな笑いを零こぼした。


    「……今まで苦戦してこなかったからな……。敵に対抗しようとして出す力の調整がガバガバなんだよ。あいつ、このままじゃやべえぞ」


    「何をぬけぬけと……相手はお前の仲間だろッス！　何とかしやがれッス!!」


    　レイアーテラは詰め寄り、胸倉を掴つかむ。しかし、プライドが高いはずのカラミティーサタンが、驚くほどに無抵抗だった。


    「仲間……だったのかどうか、もうわからねえよ」


    「カラミティーサタン……」


    　レイアーテラはカラミティーサタンを解放し、遣やり場のない怒りに頭を掻かいた。


    　ウマちゃんもまた、陽奈を助ける方法を模索していた。


    「皇み月つき、変身できるかい!?　こうなったら君たち三人で、陽奈を援護してくれ！」


    　皇月は力無く首を振る。


    「ダメです……。私たちでは、星ほし上がみさんの足手まといになるだけ……ただでさえ自分自身の力に翻ほん弄ろうされているというのに、この上私たちにまで気を割さいては、星上さんが危険です」


    　ガッタくんやケセりんも、デフォルメ状態で無力感に打ちひしがれていた。


    「僕たちも……。どうやら攻撃形態アームドモードへの変形は、一日一度が限度のようです……」


    　次々と潰つぶされていく選択肢。焦燥に駆られて周囲を見渡していたレイアーテラは、やおら一点で視線を縫い止める。侵食してきた炎から逃げもせず……むしろ炎に包まれたままぼへーとしながらレイアーソルの戦いを見ている、モケーに気が付いたのだ。


    「……モ、モケー……お前、炎が平気なんッスね……!?」


    　レイアーテラはモケーへと近づき、炎から引っ張り出すと、変身を解除する。


    「モケー」


    　この気の抜けたようなＵウＭーＡマと言葉が、心が通じているのかどうかはわからないが……遥は、その前脚を手に取り、真剣な面おも差ざしで懇願した。


    「頼みがあるッス」


    



    　　★


    



    「っ……あああああああああああ!!」


    　渾こん身しんの力を込め、ステッキモードのプロミネンスタッフを突き出すレイアーソル。


    　貫通に向かないはずの、大おお仰ぎように装飾されたその突端が──ディザスターネプルティアの胸に深々と突き刺さってしまった。


    「な、え……!?」


    　我われを失い、プロミネンスタッフを手放してしまうレイアーソル。


    　ディザスターネプルティアは、プロミネンスタッフの柄えを握ると、苦もなく引き抜き、地面へと放り投げた。


    　その胸からは、一滴の血も流れていない。


    「女を貫つらぬくのは初めてか……？　慣れていそうに見えたのだが」


    「変なこと言わないで！　……あんた、人間じゃないの……!?」


    　しかし、間近で息遣いを感じる。生命の脈動を感じる。ディザスターネプルティアは、確かに人間のはずだ。人形や機械などではない。


    「おかしなことを……私は宇宙人だ。命あり、心ある生物だ。お前の考える宇宙人とは何だ？　今まで散々そいつらの命を奪ってきただろうに」


    　ディザスターネプルティアは、慇いん懃ぎんに紹介するように両手を広げた。


    「それより見ろ……周りを。いよいよ貴様に相応ふさわしい装いとなってきたぞ」


    　レイアーソルの放射する灼しやく熱ねつは、とめどなく周囲を蝕むしばんでいく。


    　もはや、レイアーソルが攻撃をする度に炎が旋風と吹き荒すさび、歩くだけで緑の大地が燃えてゆく。ただ生きているだけで世界を地獄と変える存在に変へん貌ぼうしてしまったのだ。


    「──あ、だ……だめ、私、もう……もう戦っちゃだめ……!!」


    　敵が怖いのではない。戦いが怖いのではない。


    　己おのが裡うちに潜ひそむ力を、際限なく熱を放つ太陽を恐怖する。


    　愛する郷土が、青森が灼熱と衝撃で崩壊していく……。


    　地獄のような光景を目まの当たりにし、レイアーソルの表情が悲しみに歪ゆがむ。


    　魔ま星せい力りよくは、心により生まれる力。心の強さが導く奇跡。


    　心の均衡が崩れ、コントロールを失った魔星力が──暴れ始めた。


    「何これ……あ、あああああああああああああああ……!!」


    　レイアーソルの全身から、激しく炎が吹き出し始める。


    　それは正しき力の猛たけりではなく、封が外れて飛び出した、行き場のないマグマを思わせた。


    「潜在能力に振り回されるか、レイアーソル」


    　苦しむレイアーソルを見て、ディザスターネプルティアは邪悪に笑う。


    「太陽のなれの果てを知っているか？　あまりの熱量に……光に……力に！　自みずからに押し潰つぶされて消え果てるのだ」


    　身体からだを掻かき抱き、迸ほとばしる熱波に悶もだえるレイアーソル。


    「う、あ、ああ……あああああああああ……!!」


    「己おのが力で滅びるがいい、レイアーソル!!」


    　炎が視界を、世界を呑のみ込んでいく地獄で──


    



    「モケー」


    



    　最後に、間の抜けた鳴き声が響いたような気がした。


    



    　　★


    



    　まるで、太陽の表皮を歩むかのような灼しやく獄ごく。


    　陽ひ奈なは──おぼろな意識の中、地平の果てまで炎に包まれた世界を揺蕩たゆたっていた。


    　散々自分を見失って暴れた弊害か──中途半端に変身が解除され、レイアーソルの姿ではないのに、アホ毛がツインテールになっている。


    （私、死んじゃったの……？）


    　力だけなら、戦闘だけなら皆の役に立てると思っていた。


    　しかし、その最後の拠より所どころさえも砕かれた今、陽奈は生きようと足あ掻がく意志さえも奪われてしまっていた。


    　溶岩に沈むが如ごとく、炎の中にその身を力無く委ゆだねていく──。


    　薄く細めた視界の果てから、大きな影がゆっくりと近づいてくる。


    〈───ここにいたか──星ほし上がみ陽奈〉


    　現れたのは、知り合ったばかりのＵウＭーＡマ、モケーレ・ムベンベだった。


    「えっ、モケーくん!?」


    　ＵＭＡ好きの本能が死への思いタナトスを凌りよう駕がし、陽奈は炎の中から這はい上がる。


    「あなた、喋しやべれたの!?」


    　炎の地獄の中で立ち上がった陽奈が、真っ先に思ったのがそれだった。


    　しかも、いぶし銀なワイルドボイス。最初の印象とは真逆の美声だ。


    　何な故ぜモケーくんは、こんな地獄まで。やはりこれは、死の間ま際ぎわに垣かい間ま見みている夢なのか。


    〈我われには、記憶が無い──それが、言葉を封印していた要因やもしれぬ〉


    　眠そうな楕だ円えんだったモケーくんの目が、今や鋭く吊つり上がり、全身もぬいぐるみじみた体表から一転、しなやかな筋肉と体毛におおわれていた。


    　まるで、神話聖馬ペガサスのような神こう々ごうしさを感じさせる。


    「記憶が無い……じゃあ、生まれ故郷とかも……」


    〈わからぬ……。だが我われは、以前にもこうして太陽のようなツインテールの少女と相対し、戦った気がする。ゆえに、炎がむしろ心ここ地ちいいのだ〉


    　はっとして自分の側頭部を触る陽ひ奈な。ツインテールがある。


    〈その遥はるかな記憶の断片が、本来の我を幾いく許ばくか取り戻させたのだろう……〉


    　陽奈は先ほどのディザスターネプルティアとの戦いで、自分で言ったことを思い出した。


    　ＵウＭーＡマの中には、異世界からの使者と言われている存在もあると。


    　モケーくんは、あるいは──。


    　だが、陽奈のツインテールを目まの当たりにしたモケーくんの言葉は辛しん辣らつだった。


    〈そしてその少女は、今のお前のような意気地なしではなく、本当に強い心を持った戦士だった気がするのだ〉


    「な、何よ……うろ覚えのくせに、どこかの誰かと比較して駄目出しっ!?」


    　むっとする陽奈に、さらにモケーくんは続けた。


    〈どこの何者と比べるまでもなく、お前は駄目な存在だ〉


    　神話の世界を見てきたかのような厳しき双そう眸ぼうが、陽奈を真正面から捉とらえる。


    〈力を持ちながら力に怯おびえ屈するなど、言語道断。力ある者が力を恐れて、どうして力無き者を守れようか〉


    「ッ……だって……」


    　拳こぶしを握り締め、頭こうべを垂れる陽奈。


    「だって、怖いじゃない！　私だってみんなを守りたい！　でも、この力が……青森を……世界を……みんなを不幸にしてしまう!!」


    〈それはお前が今まで、孤独に力を振るってきたからだ。孤独は力から心を奪い、無機質なものとしてしまう。だが、心無くして真の力は有り得ぬ〉


    　厳しくも優しい言葉が、陽奈の薄い胸を打つ。


    〈おまえは何な故ぜ、変身するとツインテールになるのだ。……仲間と自分の、二つの想おもいを等しく心に込めるためではないのか？〉


    　そっとツインテールに触れる陽奈。


    　まるで、時空を超えた大いなる想いが、この髪から心に溶けていくようだ。


    〈手を伸ばせ。お前を支える仲間がいる……!!〉


    　陽奈はいつしか、この炎の世界でレイアーソルの姿へと戻っていた。


    　それは、砕けた闘志が戻ってきたことを意味する。


    　モケーくんは、器用に前脚の指で掴つかんでいたカードを、レイアーソルへと投げ渡した。


    〝地球〟の魔星紙片スターピース。


    『せんぱ──────────────────────────────────いっ!!』


    　──遥はるかの心だった。


    「……はる、か……」


    『もー、自分にテンパって青森燃やすなんて、先輩らしすぎて可愛かわいいッスよ、馬ば鹿か、好き!!』


    　魔星紙片スターピースを手にした瞬間、大切な後輩の思いが流れ込んでくる。


    『……また私が後ろから抱き締めおさえててやるから！　好きなだけ暴れればいいんスよ!!』


    　遥のおかげで、乗れなかった自転車に乗ることができた。


    　遥が支えてくれたお陰で、新しい世界が開けた。


    　レイアーソルは力強く頷うなずくと、魔星紙片スターピースへ軽口を叩たたいた。


    「────また胸を揉もむのはなしよ……!!」


    『そーゆーのは、揉むぐらい胸が膨ふくらんでから言うッス!!』


    　終始厳しく引き結ばれたモケーくんの口くち許もとが、その時だけ優しく緩ゆるんだように見えた──。


    



    　　★


    



    「むうっ!?」


    　炎が渦を巻き、天へと逆昇っていく。


    　腕をかざして顔への熱波を遮さえぎり、後あと退ずさるディザスターネプルティア。


    「自滅は必ひつ定じようと思ったが……存外しぶといではないか」


    「────そうみたいね」


    　そして熱波の只ただ中なかに像を結ぶ、小さくも勇猛な少女の姿。


    　再臨せし太陽の戦女神──レイアーソルが、不敵に微笑ほほえんだ。


    「地獄ですやすや昼寝してたら……後輩が地獄にまでストーキングしてきてね。仕方なく戻ってきたわ」


    『……先輩……！』


    　念話を通して響く後輩の安あん堵どの声に、凜り々りしく首しゆ肯こうを返すレイアーソル。


    　ディザスターネプルティアは、黒剣の切っ先を突きつけた。


    「強がっても無駄だ。貴様は全力を出せん。私に対抗しようと力を高めれば、すぐにまた同じように……今度こそ自滅するだけだ」


    「……うん、自分だけで力を使いこなすのは諦あきらめた。だから──仲間に手伝ってもらうわ!!」


    　レイアーソルは、太ふと股もものジョイントバンドからコスモチェンジャーを外し、右手に構える。


    　そして左手に、変身の際にすでに一度分解吸収されているはずの〝太陽〟の魔星紙片スターピースを再び具現化させた。


    「苦し紛れか……？　すでに変身しているのに、再び変身魔星紙片トランススターピースを使ってどうする!!」


    　コスモチェンジャーに、再度〝太陽〟の魔星紙片スターピースをセットする。


    



    　《 [image: ][image: ][image: ]オール　[image: ][image: ][image: ]セット ， [image: ][image: ][image: ]ソル　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]スタイル．》


    



    　電子音声が響く中、愛まな美みの言葉を思い返す。


    『え、違うの？　でもここにもカードが入るようになってるよ？』


    　コスモチェンジャーのトレイには裏側にもカードを読み込む機能が付いていた。


    　どちらでも大丈夫というだけの話かもしれないが──


    「思いっきり暴れてやるわ──しっかり押さえててね、遥はるか……!!」


    　レイアーソルはさらに、裏側に遥から託された〝地球〟の変身魔星紙片トランススターピースを装そう填てんした。


    



    　《 [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]エクリプス　[image: ][image: ]アツプ ， [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]テラ　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]スタイル．》


    



    　未知の電子音声が響きわたり、新たなる可能性の開かい闢びやくを告げる。


    「馬ば鹿かな……貴様も二枚の変身魔星紙片トランススターピース……!?　しかも、私とは違うシステムだと!?」


    　衝撃を受けるディザスターネプルティアの眼前で、レイアーソルは力強くコスモチェンジャーのカバーを閉じた。


    



    　《 [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]スターティン ， [image: ][image: ][image: ][image: ]スター　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]エヴオリユーシヨン．》


    



    「スターエヴォリューション!!」


    　レイアーソルが叫ぶと同時、その身体からだが猛然と炎を噴き上げた。


    　またしても暴走か──ウマちゃんたちが固唾かたずを呑のんで見守る中、炎は赤と青の二重螺ら旋せんを描き、徐々に形を作り始めた。


    　レイアーソルの星衣類スタイルが、炎を逆に取り込んで進化を始める。


    　山吹色の星衣類に、青いラインが走っていく。


    　そして、自身のツインテールと同じ二対の白い翼を背に垂らして──。


    「レイアーソル・アースエクリプス!!」


    　レイアーソルは、新たに解放した力・進化形態エクリプスを天に叫び上げた。


    「熱しすぎた我わが身を冷やすために、地球を食らったか……恐るべきは太陽の傲ごう慢まんよ」


    　押し寄せる炎の波は濤とうの只ただ中なかで、黒き少女は嗤わらう。


    「強化のための同時装填ではない……底力ポテンシヤルを安定して運用するためとは！　想像以上の怪物だ、貴様は!!」


    　戦せん慄りつにディザスターネプルティア。


    「いいや、レイアーテラも……あるいはレイアールナも、レイアーヴィナスも！　貴様が更なる暴力を振るうための餌えさにしか過ぎなかったということだ!!」


    　ディザスターネプルティアは再び〝高速〟の魔星紙片スターピースを発動させ、レイアーソルの視界から掻かき消えた。


    



    　〈〈〈　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]エクステンシヨン ， [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]アクセレイト．〉〉〉


    



    　レイアーソルは、新たな力を脈動させて疾駆する。


    「違う──大切な友達よ!!」


    　高速機動から突き出したディザスターネプルティアの黒剣を、赤と青の炎が螺ら旋せんと渦巻く拳こぶしで迎撃。硝子ガラス細工の如ごとくに、微びと砕き割った。


    　そして周囲を灼やいていた炎が、主あるじに戻るかの如ごとくレイアーソルに吸収されていく。


    　正しく力を収束させた拳を突き上げると、天高く火柱が巻き上がった。天地瞬動するディザスターネプルティアはことごとくその炎に取り巻かれ、たまらず地面へと転回する。


    　レイアーソル・アースエクリプスは、とりたてて強力な能力が追加されたわけではない。


    　ただ、彼女のポテンシャルの一端を、安定して引き出せるようになっただけだ。


    　だがそれこそが、地球を震しん撼かんさせる最強の力となる。


    　自分の力を安心して発揮できる──それが、彼女にとってどれほど心強いか。


    　そしてそれが、邪悪にとってどれほど恐ろしいか──!!


    「やああああああああああああああああああっ!!」


    　天高く跳躍し、爆炎を成層圏まで撒まき散らして急降下するレイアーソル。


    　太陽が炎を尾と引き、流星と化して落下する──地上の終しゆう焉えんをも思わせる攻撃だった。


    　ディザスターネプルティアは全力で結界シールドを展開するが、襲撃の着弾と同時に木っ端微み塵じんに砕け散り、衝撃で大きく吹き飛ばされた。


    「ふ……はははは！　やはりお前は〝当たり〟だ、レイアーソル……。こちらが望むがままに、どんどん物語を盛り上げてくれる……！　お前にならば、『心無き邪悪』を解き放っても問題なかろう……!!」


    　歪ゆがんだ喜悦に口角を吊つり上げ、ディザスターネプルティアは胸の二つのコズミックオーブに左右それぞれの手の平を触れた。引き抜き、伸びた光の尾を両りよう掌てで合わせ、一枚の魔星紙片スターピースを具現化させる。


    　それは他の魔星紙片スターピースが持つ神こう々ごうしさが一切ない、黒に染まった魔星紙片スターピースだった。


    　プロトチェンジャーに装そう填てん、響いた言葉は、一層に不気味な邪悪を迸ほとばしらせる。


    



    　〈〈〈　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]エクステンシヨン ， [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]トーラス．〉〉〉


    



    　ディザスターネプルティアの周囲に、無数の黒い影が立ち昇り、それが天てん衝つく二本角を携たずさえた禍まが々まがしい牡お牛うしの怪物へと形を持っていく。


    「言ったはずだ。おもちゃにならなかっただけで、私には我が流りゆうの術がごまんとあると……。羨うらやましいよ、君は番組の予定に縛られず、好き勝手にパワーアップしていいんだからな……!!」


    　歯は噛がみするレイアーソルの耳に……力強く、頼もしい言葉が届く。


    『──好き勝手だと!?　とんでもない……プロデューサとして万々歳さ！　レイアーソルは、元からコスモチェンジャーにある機能を使ってパワーアップしてくれたんだからね!!』


    　ウマちゃんは遠く離れながら、ディザスターネプルティアを一いつ喝かつする。


    「レイアーソルは太陽だ！　自分自身が輝くことで、数多あまたの星々を照らし、温め、輝かせる星だ！　彼女は今、照らした地球ほしから光を借りて、さらに熱く輝いた！　冥王星おまえのように、光に見放されたと諦あきらめ、ふて腐れた戦士とは違う!!」


    　他者を照らし、希望を与える……太陽たるレイアーソルこそ、真のアイドルなのだと。


    「……ウマちゃん……！」


    　取り巻く炎よりも、その言葉がさらにレイアーソルの胸を熱くする。


    「いいプロデューサーだな、君は……。だが勇ましい方針や信念だけでは、何も守れんぞ!!」


    　真っ向から生き方を否定されながら、ディザスターネプルティアの不敵さは微み塵じんも揺るがない。他人の言葉で揺れるほど、彼女の味わった絶望は浅くなかった。


    「ゆけ、トーラス……!!」


    　異様な光彩に揺れる双そう眸ぼうだけを明滅させ、牡牛の怪物たちは一斉にあらぬほうへと疾駆していく。荒れ果てた荒野を支配する、バッファローの大移動のごとき猛たけりだった。


    「……しまった、まさか……!!」


    　レイアーソルは遅れて気づく。あらぬほうなどではない。トーラスたちが走っていくのは、ウマちゃんたちのいる場所だ。初めから仲間を狙ねらって、あの黒き眷けん属ぞくを喚よび出した……!!


    「……ディザスターネプルティア……!!」


    「さあどうする、弱い仲間が大ピンチだぞ、怒れ、叫べ、前主人公──!!」


    　決定的だ。ディザスターネプルティアは、自分と同じ無力感を味わわせようとしている。


    　郷土を。仲間を。思い出を。大切なものを守れない絶望へ堕おとそうとしている。


    「私はもう、二度と自分への恐怖に屈したりしない！　みんなを守ってみせる!!」


    　大切な仲間を守るため──レイアーソルはもう一つ、手にした絆きずなの力を頼ることにした。


    「モケーくん！　意気地なしかどうか、試してもらうわよ!!」


    〈フッ……承知した。せいぜい、我われの失われた記憶を刺激するがいい!!〉


    　間抜けな顔のまま渋い声で、モケーはニヒルな応答を捧げた。


    『おおっ、モケーが喋しやべってる……！　やっぱり、先輩と心を通わせてくれたんスね!!』


    　迫り来るトーラスへの脅威を上回る歓喜で拳こぶしを握り締める遥はるか。


    『な、何で……あたしの時は、何も喋らなかったのに、お前……』


    　そしてカラミティーサタンも、寂しげにその奇跡を見つめる。


    　レイアーソルが武装アームド魔星紙片スターピースを具現化し、モケーレ・ムベンベは光に包まれる。


    　その光がかさぶたのように砕けて剥はげ落ちた時、彼の身体からだもまた、ガッタくんたちのような機き鋼こうの輝きに彩られていた。
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    　モケーレ・ムベンベの首が縮み、ボディへと格納される。四つの脚も同じくボディへと収納され、入れ違いで二輪のタイヤが、ボディからせり出してきた。


    　尻尾しつぽがタンデムバーへと伸長し、前面のシャフトが雄お々おしく光を反射する。


    　そしてレイアーソルが背中の変形したシートに跨またがった瞬間、その無機質なシルバーボディに、灼しやく熱ねつの炎がラインとなって疾はしった。


    『え、あの、ちょ、何それ、陽ひ奈な……まさか、ねえ、嘘うそだよね、魔法少女なのに……嘘だよねそれはないよね、バズーカとかボールならともかく、まさかそれは……ねえ!!』


    　念話を通じて何かウマちゃんが正気を失いかけているのが気がかりだが、レイアーソルは力強くハンドルを握った。


    　────バイク。


    　モケーレ・ムベンベは勇壮なバイクへと変形し、レイアーソルを風の世界へと誘った。


    　急駆動したタイヤが地面の土を巻き上げ、猛たけき駆動音を置き去りに発進するレイアーソル。


    「ほう……そう来たか、レイアーソル……!!」


    　背後に抜き捨てたディザスターネプルティアの感嘆など、今は一顧だにしない。


    　散開し、囲い込むようにレイアーテラたちに迫るトーラスを、見事なライディングでチェイスしていく──。


    



    　自分は、青森という地を愛している。


    　電車は少なく。バスが走り、繋つないだ網もか細い。そんな自然豊かな地で、自転車に乗れず、乗ろうともせず、それを是としていた自分。


    　心の弱さから制約を設け、日々、魔ま星せい術じゆつを使うこともやはり拒んでいた。


    　何かの手を借りることを、無意識に拒んではいなかったか。


    　何かに頼り生きる──すなわち共生。


    　誇ほこりを持って何かと共に生きるという、青森県民の本質を忘れてしまった。


    　今こそ誇ほこりを持って、仲間たちの力を借りる──!!


    　レイアーソルのハンドル捌さばきで、ブレーキディスクが火花を散らす。


    　トーラスたちの周囲を囲い込むように円走し、逆に一塊に追いつめたモケーレイダーは、先頭を一気に追い抜き、ウィリーで強引に機動を覆した。


    　走り抜けようとしたトーラスの一体を、前輪の強打によって跳ね飛ばした。


    　宙高く舞い上がり、爆散するトーラス。着地した前輪の代わり、返す刃やいばの如ごとく浮き上がった後輪で、さらにもう一体を旋打する。


    



    『魔法少女が颯さつ爽そうとバイクを駆るなああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!』


    



    　悲しみと理不尽を叫びと変え、炎くすぶる大地に猛たけるウマちゃん。


    　超文明の恩恵など微み塵じんも感じさせない。モケーレイダーは、愚直なまでに現代いまを走るバイクそのものだった。


    　だが、この原始的な震動が、この前時代的なエンジン音が、母の胎内のような安らぎを騎乗者に与える。


    〈レイアーソルよ、止まるな──駆け抜けるのだ。どこまでも果てしなく加速し、我わが記憶を揺り動かしてくれ。さらに速く……！　時空ときを超え、異世界せかいを突き抜けるほどに──!!〉


    「……それはむしろ……私も望むところよ!!」


    　渋い声が紡つむぐ鼓こ舞ぶに力強く返し、レイアーソルは激走する。


    　彼女の光の翼から発散される莫ばく大だいな魔ま星せい力りよくが背後に轍わだちとなって煌きらめき、炎をまとった超衝撃波ソニツクブームが天地に轟とどろいた。


    　モケーレイダーですれ違ったトーラスたちが、一拍遅れて爆発していく。


    　青森の雄大な緑を踏みしめ、風をそのツインテールに感じ。空と大地が、心に融けてゆく。


    　レイアーソルは今、青森県を通してこの地球そのものと一体化していた。


    　取り零こぼした一体が、生身の遥はるかに向かって突進していく。


    「……！」


    　思わずぎゅっと目を瞑つむる遥。ウマちゃんたちが最悪の結末を予感してしまった、その瞬間。


    　光の矢が一いつ閃せんし──トーラスの身体からだを貫つらぬく。


    　やおら振り返ったレイアーソルが見たのは、意志を伝えるように深く頷うなずくレイアールナの勇姿だった。


    　自分の意志で皇み月つきが仲間になった、というカラミティーサタンの言葉は真実かもしれない。


    　陽ひ奈なたちと共に曲作りに邁まい進しんしたこの十数日の掛け替えのない思い出と引き替えにしても、果たすべき信念が皇月にはあったのだろう。遥を助けてくれた──今はそれだけで十分だ。


    　トーラスを全体撃破したレイアーソルは、土煙を巻き上げてターン。ディザスターネプルティアへと疾走した。


    「ならば、我わが破壊の〝大魔星術マキシマギアス〟で応じよう……！」


    　ディザスターネプルティアは両りよう掌てに魔ま星せい力りよくを集中させ、疾走してくるレイアーソル目掛けて突き出した。


    「シューティングディザスタ────────ッッ!!」


    　災厄が放たれる。流星を幻視する超絶の光弾が、レイアーソルの視界を覆い尽くした。


    　襲い来る驟しゆう雨うの如ごとき破は光こうを前に、レイアーソルはブレーキレバーを握らず──逆に、全開までアクセルグリップを回し込んだ。


    　モケーレイダーのボディを掠かすめ、置き去りにされた光弾は、背後の地面に着弾。大爆発を巻き起こした。


    　車体が蓄えた運動エネルギーを、ウィリーでの跳躍で解放。ついに天までも己おのがサーキットとするかのように、モケーレイダーは空高く舞い上がった。


    　背後に、大輪の爆華を背負って。


    「むううう……！　馬ば鹿かな、この私が……人間に押されるだと!?」


    　焦燥に駆られ、プロトチェンジャーを取り出すディザスターネプルティア。


    「──悪ザ党コの決まり文句ね」
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    　幾度と切って捨ててきた悪の独り善がり。よもや、同じ人間にそれを言われるとは。


    　レイアーソルは勝機を確信し、着地と同時に一気にアクセルを全開した。


    　手にしたプロミネンスタッフはソードモードに変形し、その刀身がエクリプスの力によってさらに研ぎ澄まされていく。


    「……！　こいつら、まだ……!!」


    　万策尽きたディザスターネプルティアを守護するかのように、全滅させたトーラスの影は一体に収束。巨大な牡お牛うしの怪物となって、レイアーソルの前へと立ちはだかった。


    「……上等……!!」


    　新たなる武装・プロミネンスセイバーを手に、レイアーソルはついに、これまで必要とさえしていなかった〝大魔星術マキシマギアス〟の能力魔星紙片エクステンドスターピースを解放した。
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    　卵が先か後かなどという議論の介在する余地の無い、絶無よりの降誕。


    　時間と空間の概念さえ無い、完全なる無へと──太陽の光炎ほのおが誘いざなう。


    



    「プロミネンス……エクスプロード!!」


    



    　刀身から迸ほとばしる極炎の一いち斬ざんが、心無き怪物・トーラスを呑のみ込んでいく。


    　その巨体を両断し、炎滅させ、それでもなお止まらない炎が、唸うなりを上げてディザスターネプルティアへと疾はしる。


    「ッ──────あああああああああああああああ!!」


    　横合いから飛び込んできたカラミティーサタンが、体当たりで突き飛ばし、炎の奔ほん流りゆうからディザスターネプルティアを救った。


    「サタン、お前──!!」


    　ディザスターネプルティアの手から零こぼれたプロトチェンジャーは炎に両断され、さらに粉々に爆発。カラミティーサタンと共に地面を転がりながら、ディザスターネプルティアはルーティアの姿へと戻っていった。


    「──浄化、完了」


    　バイクを下り、レイアーソル・アースエクリプスは、万感の言葉を空に紡つむいだ。


    



    　　★


    



    　さすがに全精力を使い果たし、強制的に変身解除された陽ひ奈なは、地面に膝ひざをついた。


    「せんぱ────────────────────いっ！」


    　喜びの声を響かせ、遥はるかや愛まな美みたちが駆け寄ってくる。遅れて、皇み月つきも歩いてきた。


    「やったッスね！　合体！　合体ッスよ、先輩と私、合体しちゃったッス!!」


    　この笑顔に、どれだけ救われたことだろう。


    　陽ひ奈なは、感極きわまり──遥を抱き締めてしまっていた。


    「え、せ、せんぱい……？」


    「うわっと！　違う違う、ウマちゃんと間違っただけ!!」


    　陽奈は照れ隠しで遥を突き飛ばし、空中に浮いていたウマちゃんを引っ掴つかんで抱き寄せた。


    「こんなおっぱいの大きいウマちゃんはいねーッス!!」


    　喧けん騒そうの最中、含み笑いが響く。


    「……さて、どうかな……いるかもしれぬぞ」


    　ルーティアが、服の埃ほこりを払いながら立ち上がる。全員の視線を受けてなお、不敵に笑った。


    「私の負けだ、レイアーソル……星ほし上がみ陽奈よ。おとなしく引き下がるとしよう」


    　歩みを進めたルーティアは陽奈の隣で立ち止まり、耳打ちをするかのように薄く囁ささやく。


    「だが、これからお前は思い知るのだ……魔ま星せい少女の末路。一年後の戦いフオークールアフターの恐ろしさをな」


    　降参というにはあまりにも凍てついた言葉を残し、ルーティアはカラミティーサタンを伴い、空間の歪ゆがみの中へと消えていった──。

  


  
    Ｅｎｄｉｎｇ：１クールアフター。


    



    　一大決戦から数日。


    　陽奈の家のリビングに全員が集まり、主題歌披露ミニライブの祝勝会が開かれていた。


    　結果的にＯＰオープニングには陽奈たちのものが選ばれたが──ＥＤエンデイングには、反ほ故ごにされることなくマオンたちの歌が選定されることとなった。


    　本来の音楽スポンサーが、プリズム☆リングの歌もいたく気に入ってしまったためだ。


    　しかし陽奈たちはこの結果に悲観的にならず、むしろ好意的に受け止めている。


    　遥は皇月の肩を抱き寄せ、彼女の功労を讃たたえた。


    「いんやー、私はてっきりみつきちが洗脳されて無理矢理歌わされてるって思っちゃったッスよ！　まさかあれがみつきちの作戦だったなんて、恐れいったッス!!」


    　戦いの後、皇月は自分で考え、実行した作戦を陽奈たちに打ち明けた。


    　皇月は一度カラミティーサタンに洗脳された経験からか……認識阻害が浅く、初めて会った時にマオンの正体を見抜いていた。そこで、敵か味方かわからないという番組内での自身のキャラを活いかして、悪の魔星少女に協力するという形を取った──ということだ。


    　ＥＤエンデイングはプリズム☆リング名義だが、そのメインボーカルは皇み月つきだ。主題歌の権利を奪おうとしていたルーティアたちの懐に飛び込み、逆に乗っ取ってしまうという、痛快な顛てん末まつとなった。


    　だがその反面、負けた時のリスクも大きい作戦でもあった。皇月はあらためて恐縮する。


    「いえ、今回は一人で先走りすぎました……。事前に相談しておくべきだったと、反省しています。全ては歌の勝負に見事勝利してくれた、星ほし上がみさんたちのおかげです」


    　陽ひ奈なは皇月の頭を撫なでながら、ほっとしたことを打ち明ける。


    「でも、皇月ちゃんが洗脳されて攫さらわれたんじゃなくてよかった。戦い以外の日常で私たちにそんなことしてくるようなら……宇宙まで飛んでってあいつら壊滅させてやるとこよ」


    　撫でられるのを嫌がることもなく、皇月は陽奈を見つめた。


    「……ご心配をおかけしました、星上さん。そして、あなたも無事でよかったです……」


    　面映ゆそうに目を伏せ、皇月は穏やかに息をつく。


    　そんな優しい雰囲気に嫉妬するように、遥はるかが今度は陽奈の肩に頬ほお擦ずりをしてきた。


    「それにしてもせんぱぁい、ぶっつけ本番で合体しちゃうなんて、やっぱ私たち……身体からだの相性バッチリッスよね？　どうッスか、今晩あたり……物理的にエクリプスしちゃう？ッス」


    「あんたねえ……」


    　遥に助けられたのは事実なので、この数日は多少のスキンシップに目を瞑つむっているが……度を超えだしたらおしおきを再開するつもりだ。


    　今回の戦いは、魔ま星せい少女、ウマちゃん、ＵウＭーＡマ……仲間全員が全身全霊を尽くしたからこその勝利。その功労者の一体……モケーくんが、ソファの横でモケーとしていた。


    「モケー」


    　ウマちゃんはモケーくんに視線を向け、やれやれと溜ため息いきをつく。


    「モケーも、またコスモチェンジャーの音声に勝手に追加してたし……バイクだし……全く」


    　愛まな美みはルーティアの言葉を思い出し、作家志望の好奇心を全開にして笑った。


    「でもさー、何か面白いことになってきたなー！　宇宙が二つくっついちゃってるなんて！　マナ、なんかわくわくしてきたよー！」


    　ウマちゃんも、ルーティアの言葉はずっと気になっていたようだ。


    「ルーティアが言うように、この宇宙が無数の異世界のうちの一つにすぎないのだとしたら……確かに、ユーマエルがある日突然、急激に文明が進化したのも説明がつくかもね」


    　ウマちゃんも知らない宇宙の謎なぞを、かつて魔星少女だったルーティアは知っていたのだ。


    「もっとも……悪の魔星少女にも何か事情があるようだけど、僕たちがやることは変わらない。この地球を守って、面白い番組を作る！　みんな、２クール目に向けて頑張ろう!!」


    　陽奈が、遥が、愛美が大きく頷うなずき、皇月も淑しとやかに小さく首肯する。


    「もっちろん！　これからは私たちの歌が流れるんスから、やる気もマシマシッスよ!!」


    　抱きついてくる遥に苦笑しながら、陽奈はあらためて皇月を窺うかがう。


    　皇み月つきのした説明が嘘うそだとは思わない。しかしやはり、彼女は自分たちに何かを隠している気がする。できれば、自分だけにでもいい……それを打ち明けて欲しいのだが……。


    　皇月は──まるで宇宙そらを見上げるかのように、虚空に視線を馳はせていた。


    



    　　★


    



    　カラミティーサタンは、宇宙船の窓から宇宙そとを眺めていた。


    　陽ひ奈なたちとは逆に、失意に打ちひしがれ、疲れきった表情をしている。


    　その背後で、ルーティアは苦笑しながら口を開く。


    「……嬉うれしくないのか。ＥＤエンデイングテーマには抜ばつ擢てきされた……ひとまず作戦は成功したのだぞ」


    「それはほとんど皇月の人気と歌唱力のおかげだろうが。元々アイドルを目指していたあたしが、あの素人の学芸会に負けたんだぜ。結果的に成功だろうが……あたしたちの完敗だ」


    　かつてアイドルを目指した少女は──最高の戦いと臨んだ戦いで、完かん膚ぷ無き敗北を味わった。


    　何も知らぬユーマエルの民たちにとっては、あのライブは最初からこの結末ありきのお披露目会だったとしか思えないだろう。陽奈たちが起死回生の一大作戦を以もつてして、ついに勝ち取った僅差の投票勝利すら、出来レースだったと思われているかもしれない。


    　カラミティーサタンの覇は気きの無さが自分への失望にも起因していると感じたのだろう、ルーティアは心苦しそうに問いかけた。


    「怒っているのだな……。私が魔ま星せい少女であることを隠していたのは謝る」


    「ッ……違うだろ！　あんたはもっとひでえ大嘘をついてやがった！　ユーマエル星人じゃない……あたしと同じ人間だってことを!!」


    　ユーマエルの使者が魔星少女になれるわけがない。


    　ユーマエルの民・ウマ子が変身してルーティアになっていたのではなく……今までカラミティーサタンが見てきたウマ子こそ、ルーティアという少女の偽りの姿だったのだ。


    「……すまない」


    「あたしがずっと見てた、どしゃ降りの雨の中で泣いてる夢……。あれは、あんたの思考があたしに流れ込んできてたものだったのか」


    　破滅した世界で咽むせび泣く少女……まるでもう一人の自分を見るかのような痛ましい光景は、ルーティアの現記憶が流れ込んできたものだったのだ。


    「それもすまん、うなされていたな……。『あんなのは私ではない』と」


    「そのとおりだったとはなあッ……!!」


    　カラミティーサタンは、もたれた壁を拳こぶしで殴なぐりつけた。


    「あたしは今まで、プライドを持って……プロとして仕事をしてきた。あんたの指示でな！」


    　隠し事など、上司と部下ならばあって当然。オープンな上下関係はむしろ破は綻たんをもたらす。


    　カラミティーサタンにとって、魔ま星せい少女であることを黙っていたのは大した問題ではない。


    「それが蓋ふたを開けてみれば、あんたの復ふく讐しゆうに付き合わせられてたってオチかよ……！」


    　問題なのは……ルーティアに、業務内容そのものを偽られていたことだ。それは、プロとしての根幹を覆くつがえす、やってはいけない裏切りだ。


    「サタン……」


    「──────ま、それも仕事のうちだったってんなら、仕方ねえな……」


    　感情をぶつけきった瞬間。カラミティーサタンは自じ嘲ちようを一つピリオドと打ち、いつもの距離感にリセットをしてしまった。悲しいほどにプロ。


    　そうしなければ壊れてしまいそうな、硝子ガラスのプロフェッショナル精神……。


    　ルーティアは、背中からそっとカラミティーサタンを抱きしめた。


    「……ありがとう。私を見捨てないでくれて……。私にはおまえだけだ、おまえだけが頼りなんだ」


    「たかだか一度命を助けられた程度で、友情はいらねえっていう信念を曲げんのか。そっちのほうが信用できねえ。今あたしを抱いてんのは、もちろんビジネスパートナーのあんただな？」


    「……ああ、もちろんだ」


    　背中に伝わる──寂しさに震える子供のような、か細い温ぬくもり。


    　カラミティーサタンはあえて悪態をつくように、鼻を鳴らした。


    　ルーティアは、カラミティーサタンの固執した少女のことを問いかける。


    「あの少女……朔さく良ら皇み月つきには──真実を伝えたのだな？」


    「……教えたぜ。合わせ鏡のように融合した二つの宇宙──その中で唯一……対となる存在の無い、いわばこの宇宙の核コアとなる惑星──それがユーマエルだってことを」


    　真実を求めた幼き少女……皇月と交わした会話を、切なげに回顧するカラミティーサタン。


    「そして、ユーマエル唯一最大の娯楽番組となった『魔星少女リフレイアＳセカンド』が持つ意味もな……。全て、伝えたよ」


    　何な故ぜ、自分たちが学生ノリの「楽しい」番組作りを嫌うのか。カラミティーサタンは……マオンは、自分たちの行動する理由──信念を、皇月に告白した。


    「宇宙の核コアたる惑星ユーマエルが完全に衰退した時──宇宙は消滅する、ってな」


    　ルーティアは二度、三度と小さく頷うなずき、染み入るように了解した。


    「……一つだけ答えてくれ。あんたの復讐……それは、ユーマエルを衰退させて自分もろとも宇宙を滅ぼそうってな、やけっぱちな自爆じゃねえんだな？」


    　ルーティアは、当然だ、と力強く肯定した。


    「私たちという悪の存在を以もつて、宇宙に真の平穏を取り戻す……。それが私の〝復讐〟だ」


    　悪の魔星少女たちもまた、信念を以て２クール目を迎える。


    　悪という名の正義のため。今度こそ、自分の無力さに泣かないために──。
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    　あとＵウＭーＡマがき


    



    　こんにちは。水みず沢さわ夢ゆめです。謝辞です。イラストのｂｕｎ１５０ブンさん、「バイクに乗った魔法少女の背後で爆発させたいんです」と真顔でほざいた作家の願いを叶かなえてくれて感謝です!!　娘さんの名前がふぉあたーのあるヒロインと同じ担当濱はま田ださん、今回もお世話になりました!!


    　今作も、完成と出版に携たずさわる全ての方と読者の皆様に、感謝とＵウＭーＡマを！


    　何な故ぜこんな巻かというと、ふぉあたーのあとがきで大事なことをまだやっていなかった気がするんですよ。しかし思い出せない、僕は何を忘れているのか……。


    　脳内はおぼろですが、魂に刻まれた記憶を信じ、肉体に自動書記を託してみます。


    　きっと僕が、そしてこの作品が今一番求めているものが文字に起こされるはずです。

  


  
    水沢　夢


    Yume Mizusawa


    



    北国在住のツインテール作家。今回はアイドル回です。特撮大好きなのでカラオケでも得意なのは特撮ソングですが、アニメ特撮に興味がない友達とカラオケに行く時はしれっと流行の歌を歌ってました。それでは聞いてください、水沢夢で「（好きな歌を入れてね）」

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    ふぉーくーるあふたー３


    



    ２０１６年８月26日　電子書籍版発行


    著　者　水沢　夢


    発行人　立川義剛


    編集人　野村敦司


    編　集　濱田廣幸


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１６年８月23日　初版第１刷発行


    



    ⒸYUME MIZUSAWA 2016　ISBN978-4-09-451628-9


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償にかかわらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。
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